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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　昼休みの屋上だった。

　呼び出されたという訳わけではなく、呼び出したという訳でもない。

　ただ、お互いに話したいことがあって、だからどちらともなしにここへ来た。

　向こうはひとり、こちらもひとり。

　硝しよう子こも、殊こと子こも、舞まい鶴づるも、佐さ伯えきも、里り緒おも──いない。

　空からは霧きり雨さめが降っていて、生徒の姿もない。秘密の話をするにはうってつけだ。

　彼女は、言った。

「……相変わらず、聞き分けのない子ね」

　短く切り揃そろえた髪を僅わずかに弄いじりながら、僕よりも低い背せ丈たけで、

「昔からそうだったわね、あなたは」笑えむ。

「こうだって決めたら絶対に曲げない。……苦労したわ」

　津つ久く見み逆さか絵え。もしくは、城き島じま鏡かがみ。

　或あるいは──母かあさん。

　僕にとって三つの呼び名を持つ女性の声は、昔とは違う響ひびきで、けれど昔と同じ口く調ちようだ。

「どうしても、なの？」

　彼女は尋きく。

　この学校のものではない制服を着た、僕と同年代の姿で。

　僕は応こたえた。

　どうしてもだよ、と。

「そうなのね」

　溜ため息いき混まじりに俯うつむく仕し草ぐさは、機き械かいとしてプログラムされたものだ。かつて人間だった頃ころの、僕の母親だった頃の行動パターンを精密に再現したに過ぎない。そこに意味などなく、あるとすれば僕の心を折る、ただそれが目的だろう。わかっていた。

　けれどわかっていてもなお、僕の胸は、僅かに軋きしむ。

「でもね、私たちにとってはどうしても必要なことなのよ。昨日きのうも言ったでしょう？　樹いつきさんの目的を達成するためには、硝子は樹さんのものでなければならない。あなたのものであってはならない。……それがあなたにとって都合の悪いことだというのもわかるけれど、ね」

　だったら、何を話し合う余よ地ちがある？

　僕にとって都合が悪いと彼女が理解しているのなら、こんな会話は無む駄だだ。

　それに──僕が頑がん固こなのは。

　あなたに似たんだ、と。

　それは口には出さなかったけれど、強く思った。

「いいじゃない。どうせ時間の問題なのに」

　僕の感情を知ってか知らずか、母さんは朗ほがらかに笑った。

「どのみちあなたの世界なんて、そう長くは保もたないわ。それに硝しよう子こだってあなたと一いつ緒しよにいるよりも私たちと一緒になった方が幸せになれる。だからあなたがそうやって意地を張ることに何のメリットもない。ただの身勝手なエゴでしかないのよ」

　幸せになれる、だって？

　それはつまり、あんたの考える『幸せ』だろう。

「そうよ。当たり前じゃない。機き械かいにとっての幸せ……それはつまり、最大限の性能を、故障もなく、精せい確かくに使用してもらえるということよ」

　──もういい、と。

　その言葉を聞いて、僕は吐き捨てた。

　もとより話し合いの余よ地ちなどなかった。こんな会話は時間の無む駄だだ。

　それに、あんなことがあった以上──僕は、あなたたちを排除するしかない。

　僕の仲間を傷付けた責任は、きっちりと取ってもらう。

「へえ」母かあさんは意外そうな顔を形成した。

「あなたが私たちの敵に回る理由は、あの出で来き損そこないの世界たちを守るためでもあるの？　守っても何のメリットもない彼女たちを？　まったく……しなくてもいい余よ計けいな苦労を背負い込むのも変わっていないわね。いったい誰だれに似たのかしら」

「それだけじゃないさ」

　僕は、彼女に背中を向け、できるだけ強い声で宣言した。

　彼女に向かって。

　かつて──頑がん固こで、言い出したら聞かなくて、そのくせに余計な苦労を勝手に背負い込んで苦労ばかりしていた、僕の母さんに向かって。

「もうわかったんだ。あんたはもう、違うって。決定的に違ってしまってるんだって。そんなあんたの言うことを聴きく理由なんて僕にはない。それが最大の理由だよ」

「違う、ですって？　何がどう違うの？」

　とぼけているのか、わかっていてとぼけたふりをしているのか。

「私は……城き島じま鏡かがみ。あなたの母親であることに変わりはないわ」

「何を言ってるんだ？」

　僕は立ち止まった。

　立ち止まり──、

「あんたはあれ以来一度も僕の名前を呼んでない。その程度がわからないとでも思ったか？」

　吐き捨てる。

　そうだ。

　僕に正体を明かしたあの時が最後。あれからずっと彼女は、僕の名を口にしていない。

　自分が名付けたはずである、自分の息子の名前を、一度も呼ばない。

　晶あきら──ではなく、あなた、としか。

「ああ、そういうこと」

　彼女は、納得したような、けれど機き械かいの思考によって作成された、偽にせ物ものの感情で応こたえた。

　僕は階下へと続く鉄てつ扉ぴを開ける。

　霧きり雨さめの煙る背後で、冷たくなった肩に彼女の声が届く。

「でも、それは当たり前よ。だって……」

　城き島じま鏡かがみは、言った。




「だってあなた、本当の晶じゃないもの」




　その言葉と同時、僕は扉を閉める。

　唇から血の味がすることに気付いたのは、踊り場へ立った後だった。
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　あの学校中を巻き込んだ事件から五日経たちました。

　九月十八日、月げつ曜よう日び。

　休校状態だった学校が再開し、私は久しぶりに一年九組の教室へと登校します。

　校内の教師、生徒を含めた殆ほとんどの人間が集団幻げん覚かくに襲おそわれた──対外的にはそう結けつ論ろん付けられたあの事件は、それでも、週が明けた程度で忘れられるものではありません。

　欠席者が半分近いクラスもあり、未いまだ入院している生徒や、転出を決めた生徒もいると聞きます。学校が元に戻るには、長い時間がかかりそうでした。

　もっとも、一年九組に関してはそれほど傷口が深くはありません。

　舞まい鶴づる蜜みつが早々にクラスメイト全員を気絶させてくれたお陰かげで、怪け我が人にんが出なかったというのが理由です。私の友人である八や重えさん、きみちゃん、ひめひめの三人も、通常通りに登校してくると、昨日きのう電話口でそう言っていました。

「どう、調ちよう子しは？」席に荷物を置いた私に、先に来ていたひめひめが声を掛けます。

「ええ、もう大丈夫ですよ。ひめひめの方は？」

「いや、私は別に何も被害なかったし」

　あっけらかんと笑いはしますが、表情に不安を隠しきれていませんでした。

「それよりもあんたの方が心配。……力、戻った？」

　ただ、それでも──自分のことではなく私のことを心配してくれます。

「はい。それはもちろん。でなければ学校には来ませんよ」

「そっか」安心したように息を吐くひめひめ。

「なにー。何の話してるのー？」

　そんな私たちの背後から、きみちゃんの元気そうな声がしました。

「うわ、びっくりしたっ！　……おはようくらい言いなさいよ、君きみ子こ」

「あ、うん。おはようー。で、何の話してたの？」

「ええ、ちょっと最近の社会情勢について」

「うっそだー」

　けらけらと笑いながら、秘密の話なのー？　と尋きいてくるきみちゃん。

　しかしこれはさすがに、きみちゃんに話す訳わけにはいかない話題です。

「ええとですね、」私は、体内裏り面めん空間の本体で高速演算し適当に作成した適当な話題を話そうと、きみちゃんに向かって口を開きかけました。しかし。

「うん。実はね、君子。……硝しよう子この恋の相談だったの」

「実は、って、え……？」

「そうなるとここはラブ・エキスパートたる私の出番じゃない？　お子さまの君子には乗れない相談よ。だから秘密の話になっちゃってたって訳」

「うわー、そうなんだー！」

　──ええと……。

　はい？

　唐とう突とつに横から出されたひめひめの出で任まかせに、きみちゃんは瞳ひとみを輝かがやかせて私を見てきます。

　ひめひめはこちらに向かって片目を瞑つむりアイコンタクト。

　受け取り拒否したくなるような、爽さわやかな笑え顔がおでした。

「……でも私、さらっと酷ひどいこと言われたようなー……」

「いやいや、仕方ないわよ君きみ子こ。君子だって自分がアドバイスできると思う？」

「うー、思わないけどさ……」

「もうね、大人おとなの世界な訳わけよ大人の世界。エロエロでメロメロでドロドロなのよ」

「え、エロエロなのー!?　しかもメロメロなのー!?　更さらにドロドロ……！」
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　暴ぼう走そうするひめひめにノリノリで顔を赤くするきみちゃん。いや、こっち見られても。

「硝しよう子こちゃん、この休みの間に一いつ体たい何があったのー……」

「何もありませんっ」

「もうね、学校休みだったのをいいことに、城き島じま先せん輩ぱいと大人の階段を……っ、痛っ！　何!?」

　さすがにこれ以上の狼ろう藉ぜきは許しません。

　私はひめひめの耳を掴つかむと、やんわりと私の口くち許もとに引っ張ります。

「……誰だれがラブ・エキスパートですって？」

「いや、そ、それはもちろん私……」

「そうですかラブ・エキスパートですかそれはいいことを聞きました」

「ちょ、待った硝しよう子こ！　あんたその無表情恐こわい！」

「私はいつもこんな顔です。悪かったですね」

「いや、そういうことを言ってんじゃなくて……耳！　耳離はなしてっ!?」

　お仕置きです。私が大人おとなの階段を昇る前にひめひめに地じ獄ごくへの階段を下ってもらいます。

「本当は違うんですよ、きみちゃん」

「……え？」

　私はひめひめの耳をホールドしたまま、きみちゃんへ笑え顔がおを向けました。

「違うって、何が？」

「恋の相談を受けていたのは私の方なんです」

「…………え？」と、きみちゃんとひめひめが同時に言いました。

「それ、どういう……」これもハーモニー。ハッピーアイスクリームです。

「実はですね、ひめひめは、女の身でありながらおん……」

「ストップ！　ストーップ！　ごめん私が悪かった許してくださいお願ねがいします！」

　肝かん心じんの単語は、ひめひめの絶叫によって遮さえぎられました。

「え、なに、なんなのー？」

「いや、なんでもないのよ君きみ子こ！　大丈夫！　ノープロブレム！　フィールソーグッド！」

「ひめひめ、慌て過ぎです。意味がわかりませんよ」

　まあ、これで彼女もあることないことをべらべら喋しやべる気は失うせたでしょう。この辺で許してあげることにします。私は人質に取っていた耳をそっと解放してやりました。

「まったく……いつも私はこうやって暴ぼう力りよくに屈するのね……」

「言げん論ろんでもお相手致しますが？」

「いや、言葉の暴力に屈しそうだからいいわ。ってかもっと勝てない……」

「でさー、結局、何の話だったのー？」

　それは、普ふ段だんと何ら変わらない談笑でした。

　自分だけが仲間はずれにされたのが不満なのか、なんなの教えてよーというきみちゃんの追及を躱かわしつつ、私はちらりとひめひめを一いち瞥べつします。

　正直なところ──彼女のおどけた態度に、感かん謝しやしていました。

　先週に起きた事件。津つ久く見み奏かなでたちによって引き起こされた、学校中を巻き込んだ非日常と、それに伴う結末。マスターが守ってきた日常の崩ほう壊かい。

　世界を滅ぼし得る、私の──いえ、私とマスターの『虚界渦アンダーゲート』開放。

　そしてその開放を利用してこの世界へ還かえってきたらしい、城き島じま樹いつき──。

　それら一連の出来事は感情というものを理解してしまった今、私の胸に重くのしかかってきます。数日の休み程度で忘れられるはずがありません。それどころか、この休みの間に何も事態の進展がなかったという事実は、逆に私とマスターを焦あせらせていました。

　虚界渦アンダーゲートを開放した反動で起動できなかった私の不定量子回路が回復するまで、マスターと私は家から一歩も動けず、里り緒おさんや殊こと子こさんに守ってもらっていました。

　その間、樹いつきはまったく接触を図ってこようとせず、彼と一いつ緒しよにいるであろう無限回廊エターナル・アイドルもどんな目的を持っているかわからないままでした。敷しき戸ど先せん輩ぱいによって連れ去られた芹せり菜な先輩も、未いまだ無限回廊エターナル・アイドルたちの手の中にあります。

　どうすることもできないもどかしさというのがどういうものであるか、私は身を以もつて知りました。こんな思いをするのなら感情など持たなければよかったとすら思いました。

　けれど、私のそんな気持ちをひめひめは察してくれたのでしょう。

　敢あえて明るく振ふる舞まってくれることで、私の緊きん張ちようを和やわらげてくれようとしたのです。

　私の視線に気付いた彼女が、微かすかに意味ありげな笑えみを浮かべました。

　それに応こたえようと、私は軽く頷うなずこうとします。

「……おはよう」

　横から声があったのは、その時でした。

　ぶっきらぼうな挨あい拶さつ。それに反応して、きみちゃんとひめひめが手を挙げます。

「あ、おはよー」

「おっ、おはよう。久しぶりねえ、八や重え」

　遅れて登校してきたのは、私たちのグループ最後のひとり、皆みな春はる八重さん。

「……あ」しかし、その姿を見て、私は、

「え、と」

　思わず──身体からだを、硬直させました。

「おはよう、ござい……ます。八重さん」

　わかっていたはずなのに、覚悟していたはずなのに。

　心しん臓ぞうの鼓こ動どうは勝手に加速します。

「？　どうしたの、硝しよう子こ」

「あ、い……え」

　返事をしつつも、私は彼女の顔を真まっ直すぐ見ることができず、僅わずかに視線を下げました。

「大丈夫？」

　心配げな彼女の声は、純粋に私のことを気き遣づかってくれています。私が、集団幻げん覚かく事件のあった学校へ来ることに恐怖があったのかもしれないと、そう思っているのでしょうか。けれど私はそんな彼女の気持ちに、嬉うれしさよりもむしろ──後ろめたさを感じていました。

「はい、本当に大丈夫です。単にちょっとむせてしまっただけで」

「そっか」微かな、はにかんだような笑み。見慣れた人が見なければ笑っているとはわからないような、そんな八や重えさんの、いつもの表情。

　私は彼女に、笑え顔がおを返すことができません。

　それは、あまりにもいつもの表情だったが故ゆえに。

　そして、私の、私だけの秘密を、いやが上にも思い返してしまうが故に──。

「……残ざん酷こく、ですね」

「え、何がー？」

「いえ、何でもありませんよ、きみちゃん」

　思わず呟つぶやいたひとりごとは誰だれに向けてだったのでしょうか。

　いもしない神か。世界の摂せつ理りか。或あるいは、私自身に向けてか。

　八重さんたち三人を眺めながら、私はそっと、自分の腕で心しん臓ぞうの辺あたりを押さえました。

　心を手に入れた私ですが、心がどこにあるのかも、心のどこが痛むのかもわかりません。

　休みの間どうだった？　とふたりに尋きいている八重さんの横顔を密ひそかに窺うかがいます。

　明るい表情。

　彼女は何も知りません。

　自分に、恋人がいたことも。

　その恋人が私を汚したことも。

　そして、私が──彼を殺してしまったことも。

　世界系インストに直接介入し、そこにある情報の一切を消去する『世界の終わりカーテンフオール』。

　その力によって消えた大おお田た敦あつしの情報は、今や虚軸キヤストであろうとも呼び出すことはできません。直接手を下したマスターの記き憶おくからすらも消えてしまっています。

　しかし、私の不定量子回路の記き録ろくにだけは未いまだ、残っているのです。

　つまり私だけが、世界で唯一、彼が存在していたことを知っていて。

　彼に関する情報の一切が、私の中のキャッシュで暴あばれ回っていて。




　そしてそれこそが、私が最悪の虚軸であるという、本当の意味で──。




　マスターに相談したい、そう思いました。

　事実、学校が休みの間に何度も相談しようとしました。

　でも、それが叶かなわないのです。

　──したくないのではなく、できない。

　機き械かいの中にある情報は使い手によって検けん索さくされなければ呼び出すことができず、そして使い手である彼は情報があることも、検索の方法すら知らないのですから。

　情報回路に混じった必要のない欠片かけらは、まるでウイルスのように私を侵しん蝕しよくしているのに。

　恐らくは私が壊こわれてしまうまで、いえ、壊れてしまっても、マスターにはそのデータを見ることができないのでしょう。そう──何な故ぜ壊こわれたかも、わからないまま。

　これは、マスターではなく私だけが負うべき罪なのでしょうか。

　彼を奈な落らくへ引ひき摺ずり込み、いいように操あやつって、世界を消去する私だけが。

　それは、だけど、あまりに重く。

　私は痛む胸に必死で耐えながら、笑え顔がおを無む理り矢や理りに作成しました。

　今までと違う意味で、自分の感情を偽いつわりながら。




　　　　‡




　ひたすらに気が重い休校明けの朝だったけれど、それでも僕は溜ため息いきを吐つきながら校門を潜くぐり、二年三組へと繋つながるドアを分け入った。

　本当は休もうかと何度も思った。そもそも、あんなことがあった後にのこのこと学校へ行くなんて正気の沙さ汰たじゃない。何より、今いま更さらこの日常に何か意味があるとも思えない。

　けれど──そう考える度たびに、先週の良りよう司じの言葉が頭の中をぐるぐると回ったのだ。

　じゃあ、学校でな。

　良司はそう言った。今まで日常を偽り続けていた僕に対して、これからはお前が日常を偽られる番だと、お前が今までしてきたことをされるだけだと、そんな皮肉を込めて。

　だから、逃げる訳わけにはいかなかった。

　何より、芹せり菜なは──りなちゃんは、良司の、無限回廊エターナル・アイドルの許もとにいる。

　彼女がどうなっているのか、本当に無事なのか。

　それは彼らでなければわからなくて、彼らと接触できる機き会かいは恐らく学校にしか用意されていない。少なくとも、無限回廊エターナル・アイドルならばそう仕向けるはずだ。

　だから、罠わなの中に自分から飛び込むような真ま似ねだったし、拷ごう問もん部べ屋やへ歩いて行かされる囚しゆう人じんの心境ではあったけれど、それでも僕はそうせざるを得なかった。

　扉とびらを開けると、数人の生徒が既すでに登校してきていた。

「お、城き島じま。お前は登校組か」その内のひとりが僕に声を掛けてくる。

「ああ、幸いにもね」僕は微かすかに笑えんで、鞄かばんを机の上へ置く。

　津つ久く見み奏かなでが起こした先週の事件によって、学校中で入院者や転校生が続出していた。

　このクラスも被害は甚じん大だいだ。

　僕の知っている限りでもふたりが転校、六人が入院。今日きようはクラスの半分も登校してくれば上出来だろう。──少なくとも三人は確かく実じつに学校へ来るだろうけれど。

「よう、晶あきら」

　その三人のうちのひとりが、僕に向かって手を挙げた。

「ああ、おはよう」僕はその姿に応こたえる。「……良司」

「どうだ？　お前は怪け我がとかしてないのか？」

　学校を混乱に巻き込んだ原因であるにも拘かかわらず、いけしゃあしゃあとそんなことを言う。

「見ての通りぴんぴんしてるよ」

「そうか、そりゃよかった」

　長身を少し竦すくめ、あっけらかんと笑うこいつに殺意さえ覚えた。

　だけど、それを表に出してはいけない。

「で、他の連中は？」

　僕は尋きいた。

「ああ」通じたのだろう。

　良りよう司じは表情を変えず、頷うなずく。

「森町は入院だってよ。昨日見舞いに行ったけど、ちょっと放心状態って感じだ」

「……本当か？」

「ああ、本当だ。……どうした晶あきら、顔が引ひき攣つってるぜ？」

「心配なんだよ」

「なんだ、だったら見み舞まいにでも行ってやればいいのに」

「そうだな。……そのうち、必ず」

　何も知らない人間が尋けば、何のことはない会話だろう。

　しかしそこには別の意味がある。含みを持たせて話した、りなちゃんの状態。

　それに関して──恐らく良司は、嘘うそを吐ついてはいない。

　もちろん、言葉だけで信用できる訳わけがない。『ちょっと放心状態』なんて抽ちゆう象しよう的てきに過ぎる。居場所がわかるのなら、そこに行けるのなら、今すぐにでも行きたい。

　だけど、不可能だ。

　この五日間、里り緒おや殊こと子こに方々手を尽くしてもらったにも拘らず、りなちゃんの居場所を突き止めることはできなかった。もちろん里緒は彼女の顔を識しき別べつできないからそれは必然と良司や無限回廊エターナル・アイドルの捜そう索さくになっていたけれど、どちらにしても同じ。りなちゃんを連れて、津つ久く見み奏かなでの虚軸キヤスト『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』によって隔かく絶ぜつされた空間の中に隠れているのだ。

「なあ敷しき戸ど。鴛おし野の、転校だって？」

　僕らの会話の真意には気付かず、クラスメイトのひとりが割って入った。

　良司と鴛野在あり亜あが付き合っていることを知っている奴やつだ。

「ああ。……まあ仕方ねえさ。あんなことあったしな」良司はわざと顔を曇くもらせる。

「どうすんだよ、お前」

「どうするもこうするも、連絡は取るし、いつでも会えるさ」

「じゃ、続けるってことか？」

「まあな」

「そっか、よかったじゃん」

　鴛おし野の在あり亜あ──今はもう無限回廊エターナル・アイドルとなった彼女は、学校に来ないつもりのようだ。

　良りよう司じは平気なのだろうか。付き合っていた女の子の姿をした、だけど中身はまるで別物の存在と行動を共にしていて、おぞましさや罪悪感を持たないのだろうか。

　僕にはわからない。良司の気持ちなんてもう、わかる訳わけもない。

　割りきって、他た愛あいない雑談を開始する。

　クラスメイトがひとり、またひとりと登校してきて、次第にクラスがざわついてくる。話題はもっぱら先週の事件のことで、やはり友人の誰だれそれが転校しただの、入院しているだの、湿っぽい話題が大たい勢せいを占めていた。テレビや新聞にも載った事件の当事者であるという悪あく趣しゆ味みな興こう奮ふんすら見え隠れする。僕は数人と話をしながらもその喧けん噪そうに耳を傾ける。

　そして、朝礼の始まる五分前ほどになり、

「おはよう」

「おはよう」

　男の声と女の声が同じ言葉で、教室へと入ってきた。

　僕は彼らを見る。それは、確かく実じつに学校へ来るふたり目と三人目。

「お、津つ久く見みさん！　大丈夫だったんだ？」

　嬉うれしそうな声をあげる男子生徒。それを合図に、既すでに登校してきていた女子生徒の数人も津久見兄妹きようだいの許もとへと奔はしり寄っていく。

「転校早々、大変な目に遭あったねー」

「本当、災さい難なんだったね」

「でも無事でよかった」

　口々にそんなことを言う彼女たちに、にこやかに、そつなく対応しながら、津久見兄妹は自分の席へと鞄かばんを置く。本ほん性しようを知っている僕から見れば、見事なまでの仮面的な笑え顔がおだ。

　そしてふたりは、群がるクラスメイトたちをあしらいながら、

「おはよう、城き島じまくん」

　僕のところへと──やってきた。

「城島くんも怪け我が、なかったみたいだね」津久見奏かなでが片手を挙げながら僕に微笑ほほえみかけた。

「ああ、お陰かげさまで」

「よかったよ。きみが無事で。な、逆さか絵え」

「そうね、兄にいさん」

「逆絵、休み中ずっと城島くんの心配ばかりしてたんだよ。まったく……そんなに狼狽うろたえるんなら連絡先でも尋きいておけばよかったのに」

「……嫌いやだわ、兄さん」

　微かすかにはにかむ逆絵の表情を見て、クラスメイトが一斉に僕と彼女を見比べる。

　男子生徒は『なんで城き島じまなんだ？』という羨せん望ぼうと嫉しつ妬との視線。女子生徒は『なんで城島くんなんだろう？』という興きよう味みと好こう事ずの視線。

　正直、彼ら彼女らの反応に対してのみを言うなら、先週までと同様、酷ひどく居い心地ごこちが悪い。

　だけど──だからこそ、一いつ層そう。

　ふたりに対しての果てしない嫌けん悪おと疑問が湧わき上がってくる。

「いや……そんなこと言われても……」

　曖あい昧まいに苦笑しつつ、それを必死で表情に出さないようにする。

　わからないことは多かった。

　まずは奏かなでの目的。無限回廊エターナル・アイドルの手先なのか、それとも何か独自の行動原理を持っているのか。それがまったく釈しやく然ぜんとしない。こいつの抱え込んでいる虚軸キヤストは厄やつ介かいで、しかも人格はとてつもなく最悪ときている。いつでも僕を窮きゆう地ちに追い込める立場にも拘かかわらず、次に何をしてくるかが読めない。まるで無限回廊エターナル・アイドルがもうひとり増えてしまったようだ。

　そして、それ以上にわからないのが、津つ久く見み逆さか絵え。

　あの時、僕の母を名乗った虚軸キヤスト。

　正直なところ、目の前の彼女が母かあさんだなんて、質たちの悪い冗談にしか思えない。

　はっきり言えば信じてはいなかった。当たり前だ。

　確たしかにそう思って見てみれば、目鼻立ちには面おも影かげがある。五日前の事件の際、去さり際ぎわに僕と硝しよう子こへ投げ掛けた言葉も、口く調ちようは当時のものに似ていた。けれどそれは、ただそれだけのことだ。『似せている』と解釈した方が理にかなっている。僕を混乱させるために、出しゆつ自じの知れず形式名モデリングもわからない虚軸キヤストを、無限回廊エターナル・アイドルか父とうさんが用意したのだ、と。

　ただ、わからないことはある。

　家にいる時にもずっと考えていたことだ。

　先週の事件の時。僕らの前から去るその際に、逆絵は言った。

『今度こそちゃんと殺してあげる』──と。

　あれは一いつ体たいどういう意味だったのだろう。

　僕を混乱させるために発した出で任まかせの言葉かもしれない。その可能性の方が高い。だけど、それでもあれは、僕の心の奥底に淀よどみを生じさせていた。

「どうしたの、城島くん？」

　気付くと、僕を覗のぞき込む逆絵の顔が目の前にあった。

「あ、いや」何を考えているんだ僕は？　思う壺つぼじゃないか。

「なんでもないよ。ちょっと考えごとをしてただけだ」

　僕は白しら々じらしい演技に戻る。

「ひょっとして、森もり町まちさんのことが心配なのかな？」

　逆絵──僕の母を騙かたる虚軸キヤストは、そう尋きいてきた。

「ああ、それもあるよ。……幼おさな馴な染じみだしね」

「お見み舞まいとか行ったの？」

「いや、まだだよ。行きたいんだけどいろいろあって行けてないんだ」

「そう。……早くよくなるといいわね、森もり町まちさん」

「……ああ。本当に」

　りなちゃんの居場所を知っている逆さか絵えと、居場所を知らされない僕との会話。

　それは何もかもが嘘うそだ。

　もう壊こわれてしまった日常をそれと理解した上で取とり繕つくろう、気の違った三さん文もん芝しば居いだ。

　果てしなく虚うつろで、だけどそれをしなければならない。

　クラスメイトたちに見せる顔の意味と、僕らだけが知っている裏の意味。そのふたつを同時に走らせる、敵との共同作業。まるで──笑え顔がおで反へ吐どをぶち撒まけているみたいな。

「城き島じまくん、そう言えば……彼女さんはどうなんだい？」

「……え？」

「例の、一年生の。怪け我がとかしなかったのかな？」

　いかにも心配そうな津つ久く見み奏かなでの真意はどこにあるのか。虚界渦アンダーゲートを開放した反動で停止していた硝しよう子この力が戻ったかどうか、それを尋きこうとしているのか。

　僕は、どちらともとれる返事をした。

「ああ。幸いにも」

「そうか。……でも、彼女と同居してるって安心だよね。これは逆絵も望のぞみ薄うすかもなあ」

「もう、やめてよ兄にいさん。本当にそんなんじゃないんだから」

　その言葉に、再びクラスメイトの衆しゆう人じん環かん視しが僕へ圧力を送る。塚つか原はらがまだ来てなくて助かった。あいつは何を叫び始めるかわかったものじゃない。でも──いつものように反射的に『だから硝子は彼女なんかじゃない』と、そう言いかけた僕は、思おもい留とどまって口を噤つぐんだ。

　少しだけ間を置き、

「……そうだな」口を、開く。

「ずっと一いつ緒しよにいられるから、そういう意味じゃ安心だよ」

　僕の言葉に、周囲が硬直した。

「おい……ちょっと」

「え、城島くん……ひょっとして今、素すで認めた？」

「うっそ、マジで？」

　ややあって周囲にざわめきが走る。

　奏は驚おどろいたように目を見開いた後、そっか、と、微かすかに笑えむ。逆絵は少しだけ俯うつむいて表情が読めず、集団の背後で良りよう司じが眉まゆをひそめつつもどこか諦てい観かんしているような顔をした。

　そうだ。もう、否定なんかしない。

　硝しよう子ことのこと。

　それは僕の日常の崩ほう壊かいであり、同時に覚悟であり、更さらには決意だ。

　誤ご魔ま化かしてはいけない。誤魔化したくもない。

　まるで日常そのものに対する宣戦布告のように、僕は彼ら彼女らの、それぞれの反応を──目を逸そらさずに、じっと受け止める。

　同時、朝のホームルーム開始を告げる予よ鈴れいが鳴った。

　パッチワークの一日が始まる合図だ。

　僕は唖あ然ぜんとしているクラスメイトたちを後しり目めに踵きびすを返し、自分の席へと向かった。




　　　　‡




　朝はどこか沈ちん鬱うつだった教室の空気も、時間とともに少しずつ賑にぎやかさを増します。犠ぎ牲せい者しやが少なかったせいもあり、一年九組の昼休みは、ほぼいつも通りの喧けん噪そうに満ち始めていました。

　私たちも、いつも通り──四人で席を集め、お弁当を食べています。

「うちのクラス、隣となりに比べてやっぱ人が多いねー。よかったね、怪け我が人にん殆ほとんどいなくて」

「そうねえ」

　箸はしを遊ばせるきみちゃんに、ひめひめがそう相あい槌づちを打ちました。

　事情を知っている彼女はちらりと向こう側、舞まい鶴づる蜜みつの席を一いち瞥べつします。蜜はいつものように席を外はずして教室にいませんでしたが、もしいたら機き嫌げん悪そうに視線を逸そらしたでしょう。

「ま、幸運に感かん謝しや、ってとこね」

「そうだねー」

　けらけらと笑うふたりでしたが、推測するに心からの安あん堵どが半分、空から元げん気きが半分といったところです。あの混乱が始まると同時に眠り込んでしまったきみちゃんはともかくとして、ひめひめは相当に恐こわい思いをしたはずですから。

　私は食事をする手を止め、思わず唇を咬かみました。

　たとえ敵が引き起こした事態とはいえ、巻き込んでしまった責任の一端は私にあります。

　そんな私の思考を他よ所そに、きみちゃんが続けました。

「八や重えちゃんのさー、陸上部の友達とかはどうなの？」

「ん。だいたい無事。先せん輩ぱいが何人か入院してるけど大丈夫みたい」

　彼女の言う『先輩』の中には芹せり菜な先輩も入っているに違いありません。

　その言葉に、私の心しん臓ぞうが捩ねじれたように脈打ちました。

　朝からずっと、まともに八重さんの顔を見ることができない自分がいます。

　──何も知らされていない八重さんこそ、私たちの一番の被害者だ。

　芹菜先輩に関しては『軽いショックで病院に入院中』という偽いつわりの情報が伝わっていますが、それを八や重えさんに話したのは他ほかならない私でした。

　そして何より、彼女が話題に出すことすらない、決定的な欠落を与えたのも。

　春先の事件の際にも私たちは彼女に同じことをしています。彼女の子供を堕だ胎たいさせ、事実をなかったことにしました。けれどその時よりも、私にのしかかってくるものは桁けた違ちがいに大きく、重く、考え込むと息をすることさえ困こん難なんになってしまうほどです。

　たぶんこれは、私の中に生まれた感情の仕し業わざ。

　計算では処理しきれなくなった零ゼロと一との間で蠢うごめく、心の軋きしみ──。

「どうしたの硝しよう子こちゃんー。お箸はし止まってるよー」

「あ、いえ」曖あい昧まいに頷うなずきながらも、食欲は湧わきません。

　これまでならどんな状況下であれ、人間の身体からだが訴える欲求を抑よく制せいして本体部分の命令で食事をすることができたのですが、今ではそれも不可能になっています。

　或あるいは以前、津つ久く見み逆さか絵えの指摘したように、これは故障なのではないか。

　そうとさえ考えた、その時でした。

「いえー、こんちわっ」

　不意に、背後から。

　語尾に音符マークか星マークでも付きそうな、非常に脳のう天てん気きな声がしました。

　私は反射的に背後を振り向きます。

「え……」

　そこにいつの間にか立っていたのは、

「……殊こと子こ、さん？」

　三階、三年生の教室にいるはずの人でした。

「あ、先せん輩ぱい、どうしたんですかー？」

「や、きみちゃん。調ちよう子しどう？」

「いや、朝別れたばっかですよー……」

「はは、そりゃそうだ」

「え、っと。なんでまたここに？」私は首を背後へ捻ねじったまま、彼女に問います。

「ん？　ああ」しかしいつも通りの、はぐらかすような表情。

「みっちゃんいないにゃー。どこ行ってんのかな？」

「彼女に会いに来たのですか？　でしたら昼休みにはいつも……」

「いやいや、違う違う」

　ではどうして、と。そう尋きこうとした私に、彼女は笑いました。

「硝子、ちょっと顔貸さない？　ご飯食べ終わってからでいいからさ」

「私……ですか？」

「そう。ま、ラブいお話でもしようかと思ってね」

　何の用事なのかは、彼女の表情からは窺うかがえません。

「……はあ」

「え、ラブいお話って……やっぱ朝の奴やつ、本当だったのー!?」

　よりによってその単語にきみちゃんが食い付きました。

「お、どしたの？　朝って何？」それに同どう調ちようするように殊こと子こさんも。

「あのですねー。ひめひめと硝しよう子こちゃん、なんか朝、私に秘密で……」

　興きよう味み深ぶかそうに顔を近付けてくる彼女に合わせて、きみちゃんは声をひそめました。そのままごにょごにょと内ない緒しよ話ばなしのように、ふたりの会話は耳打ちへと変わります。

「ほうほう。それで？」

「……エロエロでメロメロだったらしくて……」

「なんとまあ」

「……で、しかもドロドロで……」

「そいつは凄すごいなあ」

「……たぶん私の予想ですけど、その上……」

　洩もれ聞こえてくる単語はろくなものではありません。

　うんうん、とこちらを意味ありげに見ながら、殊子さんはきみちゃんの言葉に頷うなずきます。

「……ひ・め・ひ・め？」

　私は無表情のまま箸はしを置き、隣となりに座る諸悪の根源の肩を叩たたきました。

「ひいっ！　は、はい、なんでしょう硝子さま……！」あからさまに狼狽うろたえた声。

「被告は無罪を主張しますか？」

「いやその、待って！　さすがにこれは私のせいじゃ！　ってか恐こわい！　気け配はいが恐い！」

「異い議ぎは認めません。では石を抱かせてプールに沈めますから浮かび上がってきたら有罪です。浮かんでこなかったら無罪にして差し上げます」

「何その魔ま女じよ裁判っ!?」

　黙だまりなさいこの魔女め。

　殊子さんはきみちゃんに耳を寄せてにやにやしつつ、相変わらず人を食ったように、眼鏡めがねの奥の目を細めています。しかし、きみちゃんの話の内容はともかく、いったいどういう用件で一年九組に来たのかは皆かい目もく不明でした。

　私は怯おびえた子羊のようになったひめひめを横目に、箸を再び掴つかんでお弁当箱の中のおかずを口に運びました。……食欲がないのを無視できそうなことに、少しだけ感かん謝しやしながら。




　そして、それから八分の後。

　私は殊子さんに連れられて、校舎の屋上へと来ていました。

　人ひと気けがないのは登校してきている生徒数が普ふ段だんより少ないのが原因でしょうか。

「里り緒おちんもいないねえ」

「そう……ですね」里緒さんは恐らく、保ほ健けん室しつで睡すい眠みん中ちゆうでしょう。

　何しろ私が不定量子回路を起動できずにいた休みの間、ずっと家に来て警けい護ごをしてくれていたのですから。そして、それに加えて芹せり菜な先せん輩ぱいの捜そう索さくも。

　殊こと子こさんもまた同様です。私たちのせいで、様さま々ざまな迷めい惑わくを掛けてしまいました。

　反射的に思考してしまい、視線を俯うつむけます。と、

「……え？」気付けば、正面に。

　殊子さんの顔が異常接近。しかも唇を近付けてきていて、これはつまり要するに、

「な、何をするのですか!?」思わず飛とび退のいた私に、殊子さんはち、と舌打ちします。

「む、惜しい」

「惜しいではありませんっ。まったく油断も隙すきもない……」

「私を前に油断してるのが悪いな」

「いえ、別に言葉通り油断していたという訳わけではないのですが」

「ま、硝しよう子こが狼狽うろたえてるとこなんて今までは見られなかったし、いいかな」

　楽しそうな、けれどどこかほっとしたような声でした。

「……で、用事はいったい何だったのですか？」まさか『ちょっとちゅーしたいから』とかそんなくだらないことで呼び出したのではないでしょうし。

「いや、ちょっと硝子にちゅーしたいかなーと思ってさ」

　……そんなくだらないことでした。

「いや、冗談だって。そんなジト目で見られても……」

「では何なのですか？　早く用件を仰おつしやってください」

「もう、いいじゃないか雑談くらいしても。なんか硝子、最近晶あきらクンに似てきたにゃー」

　わざとらしく肩を竦すくめて茶ちや化かす殊子さんに、私はやや苛いら立だっていました。

　昼休みにこんなところにふたりで来るというのは、正直なところあまり得策とは言えません。ただでさえ敵が何を考えているかわからない今、私が教室を留守にするということは、即すなわちひめひめたちを無防備にするということでもあるのですから。

　しかし──そんな私の苛立ちとは裏うら腹はらに。

「硝子、気付かなかった？」

　殊子さんは屋上のフェンスに背を預け、薄うすく溜ため息いきを吐つきました。

「気付かなかった、とは……何を？」意味がわからず、私は首を傾かしげます。屋上を吹く風に揺れたリボンが、微かすかに頭部を引っ張りました。

「私が硝子たちの教室に来た時だよ」

「え……っと、それ、は」

　殊子さんは、視線を空へ向け、

「姫ひめ、どうして私が来たことに驚おどろいてなかったと思う？」

「……あ」

　──言われてみれば。

　きみちゃんは驚いていました。八や重えさんは殊こと子こさんのことを知らないのできょとんとしていました。でも……ひめひめはどうだったでしょう？　来てからのことはともかく、驚きもせず、そ知らぬ顔で、まるで殊子さんの来訪を当たり前のことのように。

「ひょっとして」

「そ。姫にメールもらってね。硝しよう子こがちょっと様よう子すおかしいから、って」

「そう……でしたか」

「普ふ段だんの硝子なら姫の様子に気付いてるよ。でも、今日きようの硝子は気付かなかった。なんでだろうな？　感情を持つようになって処理能力と観かん察さつ能力が落ちた？　……そんな訳わけはないよね。そこは自分でもちゃんとわかってるだろ？」

　殊子さんの言う通りです。

　感情を獲かく得とくしたからと言って、私が機き械かいであることに何ら変わりありません。いえ、むしろ──感情の起伏によって機能不全が発生するなど、本来ならあってはならないことです。

　何な故ぜならそれは、成長の過程で起こる齟そ齬ごであって然しかるべきだから。

　感情というものの正体がわからずに混乱していた頃ころならともかく、獲かく得とくし成長してしまったからには、機械の性能と人間としての感情を両立させなければならないはずです。

「ま、いきなり完かん璧ぺきを求めるのも無理な話だけどね。意地悪な問いだったかな」

「いえ。その通りです。……でも、意地悪でない問いなど殊子さんの口からは出ません」

「お、言うようになったねぇ」

「マスターの受け売りです。そのくせ的てき確かくなことを言うから始末が悪い、とも」

「うみゃー」

　意味不明の返事で殊子さんは苦笑しました。

「的確ではあった訳だ」

「はい。そのことには感かん謝しやします」

　ひめひめが私を心配してくれているのはわかっているつもりでした。でも、まさか殊子さんに応援を頼むほど私が沈んでいるように見えていたとは、思ってもみませんでした。

「で、硝子はなんでそんなにブルーになっちゃってるのかな？」

「いえ、ブルーという訳では……」答えはわかりきっています。

　それは、八や重えさんの彼氏を殺してしまったことへの悔かい恨こん。

　ひいては、自分そのものである不定量子回路の巨大さに対する……恐怖に似たもの。

　敵がいつ攻めてくるのかわからないことへの焦あせりなど、二次的なものに過ぎません。つまりそれは──自分自身の過去に起きたことを未いまだ処理できず、それ故ゆえに未来へと目を向けるのが困こん難なんになっているということなのですから。

　ただ、答えることはできません。

　大おお田た敦あつしの情報は私の中にしかなく、それを口に出すことは自分の意思では不可能なのです。そういう意味で、彼女の質問はまたしても意地悪なものでした。

　口を噤つぐむ私に、殊こと子こさんは再び困ったように破は顔がんしました。

「ま、おねいさんに相談しても解決できるとは限らないけどさ」

「いえ、決してそのような……」

　私は思わず言いい訳わけしようとします。

　しかし彼女の言葉は、そんな私の反応を予測していたかのように、

「でもね、硝しよう子こ。話せるとか話せないとか、そういうんじゃないよ」

「……え」迷いのない、ものでした。

「いいか？　世界っていうのはね、あんたが思ってるほど狭きよう量りようじゃないし、ましてや信用できない類たぐいのものなんかじゃない。それはちゃんとわかっておいた方がいいよ」

「それは……どういう……」

「あんたは、晶クンの世界を奪うことで自分の世界を手に入れた」

　殊子さんはいつの間にか笑え顔がおをやめ、言葉は鋭するどく。

「その晶あきらクンから奪うばった世界は、あんたが手に入れた世界は、果たしてそんなに狭量だったのかな？　硝子が信用できないような、つまらないものだったのかな？」

　私が手に入れたもの。

　マスターから世界を奪った代だい償しようとして得たもの。

　それは彼が、私の彼が、六年間をかけて与えてくれたもの。

　そして私が、私自身が、六年間をかけて育はぐくんできたもので──。

「姫ひめとか、きみちゃんとか、皆みな春はる八や重えちゃんとか。それに私や、里り緒おちんや、佐さ伯えき先生や、みっちゃんや。……何より、あんたの大好きな晶クン。それがあんたの、城き島じま硝子の世界だろ？　そんな世界が、私たちが、あんたを裏切ると思う？　断言するけど裏切らないね。絶対に裏切らない。仮にあんたが裏切ったとしても、世界はあんたを裏切らない。何な故ぜならそれは、あんたの一番大事な人がくれたものだから」

「殊子……さ、ん」

「いつか硝子、私に言ったよね？　『世界を滅ぼすのが私なら、世界を滅ぼしていいのも私だけ』って。事実あんたは、あんたたちは、その力を手に入れた。服従か死かの二に者しや択たく一いつを相手に迫るような、『目覚まし時計わたし』や『有識分体里緒』も恐怖するような、そんな途方もない力をね。……だったら、だからこそ……目を逸そらすなよ『全一オール・イン・ワン』」

　彼女には珍しく──いえ、私の初めて聴きく、強い声。

　強く、冷たく、けれどだからこそ、感情の込められた、声。

「あの時、あんたは自分で宣言したんだ。『世界が終わるまで決して目を逸そらさない』って。その言葉を違たがえるなんて許さないよ。世界が許さない。滅ぼされるべき私たちが許さない。目を逸らしながら滅ぼされるなんて、絶対に許さない。滅ぼすんなら傲ごう慢まんに、地の果てみたいに平へい伏ふくさせて、当然みたいに見下しながら、正面から堂々と……きっちりと殺せ！」

　それは、怒りでした。

　私が沈んでいる原因など殊こと子こさんは知る由よしもありません。

　なのにその言葉は、あまりにも的てき確かくで。

　まるで私のことを見み透すかしたような、そんな怒りで。

　無言でいる私に、殊子さんはやがて、ふ、と微笑ほほえみ──、

「……陳ちん腐ぷな言い方だけどさ。硝しよう子この居場所を作ってくのは、硝子自身だよ」

　私の頭に、そっと。手を載せました。

　ようやく──ようやく、私は気付きます。

　世界を滅ぼす力。『全一オール・イン・ワン』の持つ『世界の終わりカーテンフオール』。それを手に入れた私たちに対して、殊子さんや里り緒おさん、蜜みつや佐さ伯えき先生は、何ら変わることなく接してくれていました。

　その気になれば自分たちを塵ちりのように消滅させることのできる相手に対して。

　服従もせず、反抗もなく、これまで通り、まるで友人のように。

　──そのことが、どういうことなのか。

　──それがどれほどの覚悟であり、どれほどの信頼なのか。

「ごめん……なさい」

　理解した瞬しゆん間かん、私の視界が滲にじみました。

「ごめ……ん……な……」言葉にはなりません。

　喉のどが勝手に痙けい攣れんし、呼吸が苦しくなり、頭の芯しんが熱あつくなります。

　どうして今まで理解できなかったのでしょう。

　こんなことでは、感情を手に入れたなんて到とう底てい言えません。

　こんな──ひとりで抱え込むなど、裏切りに等しい行為をしていたのでは。

「よしよし」冗談めいた調ちよう子しで頭を撫なでてくれる殊子さんに、私は身を預けました。

「しっかりやりなよ」

「……はい」
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　息を殺しながら答える私の背中を、ぽんぽんと叩たたいてくれる彼女。

　マスターは、知っているのでしょうか。

　世界の敵である私たちにも、敵ではない人がいてくれるということを。

　聡さといくせに抜けているから、ひょっとしたら私と同様に悩んでいるかもしれません。

　でも、どちらにせよ、私が言わなくても、すぐに気付くはずです。

　だって、彼女たちは。

　──そのお節せつ介かいさも優やさしさも、欠落させてなんかいないのですから。




　　　　‡




　屋上に里り緒おがいないのはわかっていたから、昼休みになると僕は保ほ健けん室しつへと赴おもむいた。

　まるで登校拒否児童だなと自じ嘲ちよう気ぎ味みに思ったが、実際のところ、クラスにいるのが苦痛だから安心できるところに逃げるという意味では似たようなものだ。

　二年三組は殆ほとんど完全に、津つ久く見み兄妹きようだいを中心にして回っていた。

　学校が休みになる前にも既すでに兆候はあったけれど、ここまであっという間にこうなってしまうともはや笑うしかない。先週の事件に関してのうわさ話だとか、校門前にちらほらと見える新聞記者に対してのことだとか、手っ取り早い共通の話題があったのも彼らがクラスメイトと親しくなる切っ掛けになっていた。それさえも計けい算さん尽ずくだったのかと疑ってしまうほどだ。

　表面上は僕だってにこやかに接していたけれど──もう限界だった。

　──自分が逆の立場になった途と端たんに逃げるなんて、最悪だ。

　そんな自己嫌けん悪おの中、僕は保健室の扉とびらを溜ため息いき混まじりにノックし、開ける。

「……あら晶あきらさん、珍しいわね」薄うす暗ぐらい蛍けい光こう灯とうの下、陰いん鬱うつな表情で佐さ伯えき先生が僕を出迎えるが、いつもと同じ彼女にほっとした辺あたりが重症かもしれない。

「うふふ……どうしたの？　自殺したくなった？　薬が欲しいのかしら？　だったら取って置きがあるわよ。海外のネットオークションで落らく札さつしたんだけど、他ほかならない晶あきらさんの頼みだったら私、出血大サービスであげちゃうわ。でも出血って言っても飲んでも出血はしないから安心してねくすくすくすくすまるで眠るようにしてすっきりぽっくりと」

「……いらねえよ」

　前ぜん言げん撤てつ回かい。ほっとはしなかった。

「里り緒おの様よう子すが気になって来たんですよ。どうです？」

　さすがに『教室にいたくなかった』とは言えなくて、僕はカーテンで仕切られた向こうのベッドへ目を遣やった。言葉自体は嘘うそじゃない。

「すやすや可愛かわいらしい寝息を立ててるわ。もう可愛過ぎて可愛過ぎて、午前中に何回襲おそってしまおうかと思ったことか。……って、あら？　爽さわやかに無視ね晶さん……」

　カーテンを少しだけ開けて、眠り込んでいる里緒を見た。

「疲れてるだけだし、そんなに心配しなくていいわよ」

「はい。……ありがとうございます」

　休みの間、里緒にはずっと動き回ってもらっていた。力を使えない僕たちの警けい護ごに、良りよう司じたちの捜そう索さく。さすがに気を張らせてしまったと思う。

「あらあら、随ずい分ぶんと殊しゆ勝しようね？　うふふふ」

「まあ、さすがに殊勝にもなりますよ」

　上うわ目め遣づかいにこっちを見てくる佐さ伯えき先生に、僕は苦笑した。……しかしこの人、どうして事務椅い子すに体育座りしてるんだろう。まあいつものことか。

「ふふふ……ぐーるぐる、ぐーるぐる……」とか思っていたら、そのままの姿勢で椅子の台座ごと回転を始めやがった。意味がわからない。なにがしたいんだこの人は。

「目が回るわ」

「当たり前です」

「目が回るとね、気分が悪くなるじゃない？」

　独こ楽まみたいにくるくる運動しているから声が少し聞こえにくいが、

「当たり前です」

「気分が悪くなると食欲がなくなるじゃない？」

「だから当たり前……」

「食欲がなくなったら昼食を食べずに済むのよ……ぐーるぐるるるるうふふふふふ」

「……いや、飯くらい食えよ！」お金に困っている学生でもあるまいし……。というか毎度のことながら、驚おどろくほど会話にならない。僕は彼女から視線を外はずし、頭を掻かいた。

「ぐるぐる終わり」僕が困っていると佐伯先生は回転をやめ、足を伸ばして床ゆかへと立った。

　しかも真まっ直すぐに、酔ったふうもなく至って普通に。意味ねえ。

「じゃ、私はちょっと出てくるから、里り緒おさんをお願ねがいね」

「え、用事でもあったんですか？」

「あらあら晶あきらさん、こう見えても私は教師よ？　学校側は先週の事件の後処理とかでてんやわんやなの。昼休みも放ほう課か後ごも職しよく員いん会かい議ぎのオンパレード、ご飯を食べる暇ひまもないわ」

「そう……か」

　考えてみれば当たり前だ。今の行動もひょっとして、空腹を紛まぎらわせるためだったのか。

　だったら申もうし訳わけないな、と思う。実際問題、幾いくら虚軸キヤストだからと言っても僕ら生徒と違い彼女には社会人としての生活があるのだ。時間の融ゆう通ずうも利かせにくいだろう。

「すいません。手間を掛けさせてしまって」

「あら、本当に殊しゆ勝しようね晶さん。いったいどうしたの？　私みたいなクズ人間にそんな気を遣つかってくれるなんて。ひょっとしてクズ人間愛あい護ご週間なの？　見下しながら労いたわって優ゆう越えつ感かんに浸りつつ、来週にはやっぱり手のひらを返したようにゴミ扱いするのね。うふふ、酷ひどいわ……」

　……つっこむのが面倒なので普通に返すことにした。

「元々、先生には関係のないことですしね。僕らを狙ねらったものだし、そういう意味では殊勝にもなりますよ。……すいませんでした」

「ふふふふふふ」優やさしく笑っているつもりなのかもしれないが、どう見ても猟りよう奇き殺人者が内ない臓ぞうのはみ出た子供の死体に暗く喜んでいるようにしか見えない顔だった。

「じゃ、行ってくるわね。昼休み終了までには戻るわ」

「ええ」返事をした僕に手をのろりと挙げ、佐さ伯えき先生は保ほ健けん室しつの扉とびらを開ける。

　そして去さり際ぎわに、彼女は、

「でも、本当に気にしなくていいのよ晶さん」

「すいません」

「そうじゃないのよ。『関係のない』っていう話」

　足を止め、猫背のままでほんの僅わずかにこちらを振り返りながら、妙なことを言った。

「私にも、関係ない訳じゃないから。くすくす」

「……え？」

「じゃあ、里緒さんをよろしく」尋きき返したのには答えない。

　そのまま保健室を出ると、がらがらと扉を後ろ手に閉めてしまった。

　──『関係ない訳じゃない』？

　学校の中で起きた事件だから教師としての自分とも無関係ではないということだろうか。それとも、仲のいい里緒が関かかわっているのであれば、ということなのだろうか。いずれにしても違和感があるけれど、まあそもそもまともな会話なんて期待できない人だ。放っておこう。

　ってか、よく考えたら、椅い子すに座ってぐるぐる回ったり僕と悠ゆう長ちように会話している時間を惜しめば、パンのひとつでも食べることは可能だったような気が……。

「……まあいいか」

　僕は手に持っていた弁当を机の上に置き、佐さ伯えき先生が座っていた椅い子すへと腰を降ろした。さっきまで人が座っていたとは思えないほど冷たい。体温何度だよあの人。

　包みを開き、蓋ふたを開ける。薬やく品ひんの匂においがする暗い部屋での食事は味気ないけれど、元々食欲なんてない。作ってくれた硝しよう子こには悪いから、とにかく無理してでも食べてしまおう。

「う……ん」と──。

　カーテン越しにくぐもった声がして、それからごそごそと人の起きる気け配はいがあった。

　ややあって、里り緒おが白幕の隙すき間まから、こちらへ顔を出す。

「あれ？　……晶あきら？」

「ああ、おはよう、里緒」

「ネアは？」

「職しよく員いん会かい議ぎだ」

「ふうん。あー、よく寝た。すっきり爽そう快かいだよ」

「そうか」伸びをする里緒に、昼食は？　と尋きく。

「さっきいっぱい食べて寝たからいらないよ」

「食べてすぐ寝ると牛になるぞ」

「ならないもん。だって小こ町まちも食べたらすぐ寝るもん。ね、小町？」

　白猫が布ふ団とんの中で、にゃあ、と鳴き声をあげた。

「晶はどうして保ほ健けん室しつにいるの？」

「里緒に会いに来たんだよ」

「そっか。嘘うそでも嬉うれしいな」

　里緒は鋭するどい。……僕の嘘を、簡かん単たんに見破る程度には。

「仕方ないよ。晶がずっとやってきたことだもの。でも、逃げちゃダメだとか、そんなこと里緒は言わないよ。だって逃げようが逃げまいが変わりなんてないもんね」

「ああ。そうだな」

　にこやかに僕を抉えぐる里緒には罪悪感の欠片かけらもなく、だからこそ僕はありがたいと思う。

「まったく……偽いつわられる側がこんなに辛つらいとは思わなかった」

「それも嘘だね、晶。晶はちゃんとわかってたよ。本当のことを偽られて、それでも日常を送らされるのがどんなに辛いか、充分にわかってた。……だって、そうじゃなきゃ逃げてここに来たりしないはずだもん。予想してたよりも遥はるかに辛かったんなら、晶は歯を喰くい縛しばってでも耐えるし、逃げないよ。思っていた通りだったから逃げた、そうだよね？」

「……ああ」──敵かなわない。

　見み透すかされているのとは違う、僕のことをこれ以上なく理解しているからこその言葉。

　僕は苦笑し、頷うなずいた。

「そうだな。わかってた。思ってた通りだった。予想の範はん疇ちゆうを超えるものじゃなかったし、かと言って下回ってた訳わけでもなかった。……考えていた通りの苦痛だった」

　そうだ。だから、意地を張れなかった。

　良りよう司じや津つ久く見み奏かなでに偽にせ物ものの笑えみを浮かべられた時、僕は、ああ、やっぱりこんなものか、と。心のどこかでそう思ってしまった。

　それ以上だったらなんとしてでも耐えただろう。それ以下だったら笑っていた。僕は、予想通りの絶望に──いや──絶望の規模さえも予想してしまった自分に、嫌いや気けが差したのだ。

　まるで機き械かいのように。期待や感かん傷しようの入る隙すき間まもなく。

「虫むし酸ずが走る。どんなに腹が立って気分が悪くなっても、どこか冷静な自分がいるんだ。僕の一いつ喜き一いち憂ゆうを嘲あざ笑わらって、くだらない、って言ってるみたいな」僕は吐き捨てた。

「ううん。大丈夫だよ、晶あきらは」

　だけど僕をじっと見詰め、里り緒おは微笑ほほえみを崩さない。

「そんな晶だから、里緒を思う存分利用できてるんでしょう？　打算と計算で、里緒の弱みと強みにつけ込んで、いいように扱ってるんでしょう？　だったら大丈夫だよ。晶はいつも通りだし、いつも通りだから里緒も安心だよ？」

　その言葉にはどんな意思が込められているのだろう。

　里緒の言葉はいつだって難なん解かいで、感情の法則と行動は簡かん単たんなのにとても読みにくい。

　僕はふと思い、尋きいた。

「なあ、里緒」

「なに？　晶」

「里緒は……僕らのこと、恐こわくはないか？」

　あの時──先週の事件の後から、ずっと気になっていたことだった。

　僕と硝しよう子こが開放できるようになった虚界渦アンダーゲートは、どこまでも醜しゆう悪あくで、圧倒的に凶悪な力だ。その気になれば津久見奏や無限回廊エターナル・アイドルや良司も簡単に滅ぼすことができる。

　一度開放した後の機能停止がネックであり、僕が先手を打てば敵は必ずそこを突いてくるだろうけれど、やはり敵にしてみれば、いざという時には一切の抵抗が無む駄だになるという事実は、決して軽かろんじる訳にはいかない恐怖に違いない。

　──でもその恐ろしさは、里緒や殊こと子こ、舞まい鶴づる蜜みつや佐さ伯えきネアにだってあるはずだ。

　良司は言った。世界を滅ぼす核かく弾だん頭とうを持ってる奴やつを信用するか？　と。世界を滅ぼす力を持ち、その力の行使に躊ちゆう躇ちよのない人間がいたらこの世界はどうなる？　と。

　あいつの疑問は正しい。極端な話、僕らの機き嫌げんを少しでも損そこねれば、消されてしまうかもしれないのだ。それが恐怖でなくて何だろう。

　だから僕は問う。

「僕らは里緒を簡単に殺す力を持ってる。ひょっとしたら里緒は僕らによってあっという間に消滅させられてしまうかもしれない。ただ、僕らの気き紛まぐれだけで。……どう思ってるんだ？」

　里り緒おは、一いつ瞬しゆんだけきょとんとした。

　それから笑え顔がおを消し、俯うつむき、布ふ団とんから顔を出した小こ町まちを撫なで、顔を上げ──、

「恐こわいよ」言った。

「……そうか」そうだろうな、と。

　僕は諦てい観かんの中、里緒に愛あい想そ笑わらいをしようとした。

　でもそれが、途中で固まる。

「……里、緒？」僕は目を見開いた。

　何な故ぜって、里緒は。

「……恐いに決まってるよ。今いま更さら何を言ってるの？　晶あきら」

　恐怖など微み塵じんも感じさせない満面の笑えみを浮かべ、可お笑かしそうにしていたのだから。

「里緒は恐かったよ。初めて会った時から、なんて恐ろしい虚軸キヤストなんだろうって思ってた。その気になれば里緒や小町も、あっという間に消滅させられちゃうんだって確かく信しんした。……それは最初から変わらないよ。なのに……今更どうしてそんなことを言うの？」

「……え？」

　不意に、思い出した。




　──里緒に、何の用？




　それは、三年前。

　中学に入学してすぐ、里緒と初めて出会った時のこと。

　雨の中だった。

　里緒は小町と一いつ緒しよだった。傘かさも差さず、上空から降ってくる水と地面から跳はねてくる水に濡ぬれて、通学路の途中の路地で、じっと僕を見ていた。
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　僕はひとりで、硝しよう子こを連れていなくて、その前日にちょっとしたことから里緒が虚軸キヤストであることを知って、無限回廊エターナル・アイドルと繋つながりのある奴やつかもしれないと思い、後を尾つけていた。けれど、ばれないようにしていたつもりだったのに、里緒は呆あつ気けなく僕に気付き──、




　──里緒をどうしたいの？

　僕は応こたえる。場合によっては排除する。そうじゃなかったら……、

　──そうじゃなかったら？




　無表情で言いながら、里緒は身体からだを震ふるわせていた。

　四月のまだ肌寒い中、濡ぬれ鼠ねずみになっていた。

　寒いのかもしれないと思った。

　だから僕は、仮に敵だったとしたらひとりでは勝てないという計算と、もし敵じゃなかったら利用できるかもしれないという打算と、そしてこのままではこいつは風か邪ぜをひいて肺はい炎えんにでもなってしまうんじゃないかというほんの少しの同情から、言ったのだ。




　──そうじゃなかったら、家に来いよ。コーヒーくらいは出してやる。




「……気付かなかったの？」里り緒おは笑えんだ。

「初めて会ったときからそうだよ」

　僕がそう言った時に見せたのとまったく同じ、あの頃ころと変わらない、笑え顔がおで。

「里緒はね、寒かったから震ふるえてたんじゃないんだよ。……恐こわかったから、震えてたんだ。後を尾つけられてて、ああきっと里緒は殺されちゃうんだって思って、凄すごく恐くて。絶対勝てないってすぐにわかった。力の方は里緒が上だったし、晶あきらは共生型なのに虚軸キヤストと一いつ緒しよじゃなかったけど、それでも絶対勝てないって、消されちゃうんだって、すぐにわかった」

　里緒はたぶん、ひと目見て気付いたのだ。僕らの──『全一オール・イン・ワン』の、本来の力を。

「だから、嬉うれしかったよ、家に来いって言われた時は。ああ、里緒は認められたんだって思った。晶みたいな強い世界が、里緒をちゃんと見てくれたんだから。里緒のお父とうさんやお母かあさんみたいに、里り緒おのこと……まるでなかったみたいに扱ったりしなかったんだもん。

　そしてね、こうも思ったよ。

　この虚軸キヤストが友達になってくれるんだったら、もっと嬉うれしいのにな、って」

　嬉しそうに。本当に嬉しそうに、里緒は言う。

「晶あきらは恐こわいよ。でも、友達だから恐くてもいいんだ。だって、友達になら何されてもいいもん。利用されても、裏切られても、殺されても、消されても、全然いいよ」

　ああ、そうか、と。僕は思った。

　忘れていた。

　いや──偽いつわりの友人関係を築きずき上げ、偽りの日常を送っていた僕には、最初から本質的には理解できていなかったのかもしれない。

　里緒の考える『友達』という言葉の意味を。

　利用されても、裏切られても、殺されても、消されても、笑って許せるような相手。

　大多数ではない唯一の他者。唯一である自己の全存在を委ゆだねられる対等の存在。

　それが里緒の──『友達』なのだ。

「……そうか」僕は、目を閉じて軽く微笑ほほえんだ。

「ありがとうな、里緒」

「え、何が？」

　本ほん音ねを言うのは憚はばかられたので、照れ隠しに、

「先週からずっと気張ってくれて。感かん謝しやしてる。しばらくは休んでてくれよ」

「なあんだ。そういうこと？　ふふ、晶は優やさしいな」

　僕の本心を見抜いたのか見抜いていないのか、里緒は僅わずかに首を傾ける。

「だったらさ、もう少し寝てていい？　実はまだちょっと眠いんだ」

「ああ。佐さ伯えき先生が戻ってくるまでは僕がいるから、安心してろ」

「うん。ありがとう」

　再びベッドへ横になるが、カーテンは開けたまま。枕まくらに頭を乗せ、こっちを向く。

「じゃあお休み、晶。ネアによろしくね」

「ああ、おやすみ」

　目を閉じると、驚おどろくほどあっという間に寝息をたて始める。やはりまだ疲れていたのか、いつものことなのか、それはわからない。

　そんな里緒を見届けて──僕は椅い子すから立ち上がり、カーテンを閉める。

「……友達、か」

　ぽつりとひとりごちた言葉は、保ほ健けん室しつの静せい寂じやくにも響ひびかなかった。

　ひょっとしたら、里緒だけじゃないのかもしれない。

　殊こと子こや、佐伯先生や、或あるいは舞まい鶴づる蜜みつも。

　彼女たちは、最悪の力を持ってしまった僕と硝しよう子こに対して、何も言わなかった。

　不定量子回路を起動できずにいる間、助けにさえなってくれた。

　ずっと、お前たちはいずれ排除すべき敵だと、そんなことを言っていた僕らに対して──。

「……ありがとう」

　もう眠ってしまった里り緒おにもう一度だけ声を掛けた。起きないように、小さく。

　寝息がそれに応こたえるのを聞いて、僕は再び佐さ伯えき先生の事務椅い子すに腰掛ける。

　ゆっくりと瞼まぶたを閉じ。

　嬉うれしい、と。素直にそう思い、考えを巡めぐらせる。




　それから。

　午後の授業も放ほう課か後ごも特に異常はなく、休校明けの月げつ曜よう日びは平へい穏おん無事に終わった。

　硝子とふたりで家に帰り、それから里緒と一いつ緒しよにりなちゃんの捜そう索さく。夜十時になってからそれを打ち切り、遅めの夕食を済ませて入浴し、今後どうするかを話し合う。

　たいした成果のない、無む駄だな一日だった。

　正直、りなちゃんが無事なのかどうかを考えるとそれだけで焦あせりが心しん臓ぞうを加速させる。

　学校から家に帰る途中、りなちゃんの家の前でおばさんと会った。彼女はいつも通りに僕らに挨あい拶さつをして、家に入っていった──家に帰らない自分の娘のことにはひと言も触れずに。

　殊こと子この力でそうしてもらったのだ。顔を見るまでは彼女の存在を思い出さない、と。

　僕自身の発案したことだけど、やはり気が重くなる。

　娘の存在などなかったかのように明るく振ふる舞まっているおばさんを見ると、まるでりなちゃんが世界から消えてしまったようだった。あれから五日も経たつ。無事なのだろうか。できれば無む理り矢や理りにでも良りよう司じたちを問とい質ただして、居場所まで案内させてやりたい。

　もちろん、そんなことはできない。

　りなちゃんは人質に取られているようなものだ。感情に任まかせて動くなんて逆効果にしかならない。それがわかっているからこそ、良司はわざわざりなちゃんの無事を僕に知らせたし、津つ久く見み奏かなでは僕を必要以上に刺し激げきしなかった。

　けれど一方で、幼おさな馴な染じみの安あん否ぴがわからないのに打算で動いている自分がまるで機き械かいになったような恐怖がある。焦りつつも、その焦りに任せて動かない冷静さへの自じ己こ嫌けん悪お。

　最悪の気分だった。

　結局、明日あしたの予定を硝子と充分に話し合えないまま、いつもより早く、僕はベッドへ横になった。時刻はまだ午後十一時半。──思考がループするのも手伝って、眠れはしない。

　暗い部屋に時計とけいの音だけが響ひびく。

　硝子はどうしているだろう、と思った。

　変わった様よう子すは特になかった。相変わらず夕食の後にプリンを食べ、入浴の後もプリンを食べ、寝る前にもプリンを食べようとしていたからこれはさすがに止めたらなんか剥むくれつつ反はん論ろんを開始されたので「太るぞ」と言ったら「卑ひ怯きよう者もの」と詰なじられた。

　……本当にいつも通り──いや、五日前の事件が起きる前と同じ、だ。

　考えると頬ほおが緩ゆるんだ。

　硝しよう子こが変わらずにいてくれるのはありがたい。

　もちろん感情が完全に生まれたからといって表情や喋しやべり方が極端に変化する訳わけではないし、基本的に無表情なのは以前と同じだ。けれど、それでもやはりここ数日は少し沈んで見えたし、何ごとかを考え込んでいる様よう子すも多かった。何しろ虚界渦アンダーゲート開放のせいで大きな力を得た硝子も、それ故ゆえに僕と同様の悩みを抱えているはずなのだ。それについてまだじっくり話してはいないけれど、何となくは伝わるし、わかっていた。

　でも──今日きようの硝子は、いつもよりもどこか明るく見えた。

　或あるいは、姫ひめ島しまたちに久しぶりに会ったことで落ち着きを取り戻したのかもしれない。そうだったら、危険を押して学校へ行ったのも決して無む駄だじゃなかっただろう。

　そんなことを思い、このままの気分だったらどうにか寝付けるかもしれないと暗くら闇やみの中で瞼まぶたを閉じた、その時。ノックの音がした。

「……どうした？」硝子だ。

「マスター……まだ、起きてますか？」

「ああ、起きてるよ」

　応こたえると、ゆっくりドアが開く。廊下も明かりが点ついていなかったから、眩まぶしさはない。暗闇に慣れた目に硝子のパジャマ姿が映った。

「なんだ、どうかしたのか？」

　僕は片腕だけで僅わずかに身体からだを起こし、問うた。さすがに暗くて表情が読めない。よく見れば、腕に自分の枕まくらを抱えている。……ひょっとして寝ね惚ぼけてるのか？

　硝子は無言で、こっちをじっと見ているようだった。

「眠れないのか？」

「いえ、そのようなことはありません。そもそも本体からの操そう作さによってこの身体を睡すい眠みん状態に持っていくこともできますし、不眠とは無む縁えんです」

「だったら、何か話でもあったか？」

「いいえ、ありません。ただ……」

「……ただ？」

　硝子は、つかつかとこっちへ寄ってくる。僕は怪け訝げんな顔をしてその様子を見ていた。

　しかし、その歩みが──どこかおかしいことに、気付く。

　立ち止まらないのだ。

　立ち止まらず、こっちにどんどん近付いてきて、やがて僕の布ふ団とんへと手を掛け、

「……って、え!?」

　あろうことか、そのまま僕のベッドの中へ、足を──そして身体からだを突っ込み始めた。

「お前何やってんだっ。ホントに寝ね惚ぼけてんのか!?」

「寝惚けてません」

　僕の枕まくらを脇わきへ遣やり、空あいたスペースに抱えていた自分のものを置く。

　いや、待て。これはどういうつもり──、

「今日きようは、月げつ曜よう日びです」

「訳わけのわからないことを言うなっ」

　慌てて押し戻そうとするが、硝しよう子こはするりとそれを躱かわす。

「いや、だからそれは……」まずい。絶対にまずい。

　だいたい何をやってるんだこいつは。どういうつもりなんだ。

　というか暗くてよかったかもしれない。明るかったら顔が熱あつくなってしまってるのを見られ──いや、そういうことじゃなく、

「お前、待てって……」

「マスター」硝子の動きが止まり、

「今日は月曜日です。だから……」
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　いや、それが何なんだ、と。そう言おうとした。だけど。

　続く硝しよう子このひと言に、僕の思考は止まった。

「だから……悪い夢に、苦しまないで欲しいです」

　悪い──夢？

　月げつ曜よう日び。悪い夢。

　僕がいつも見る、あの悪夢のこと？

　──そうだ。

　今日きようは──父とうさんが帰ってきてから、初めて迎える月曜日だ。

　そしてたぶん今日の夢は、いつもよりも更さらに酷ひどいものになるに違いなくて──。

「あ……」気付くと硝子の身体からだは僕を壁かべ際ぎわへと押おし退のけて、布ふ団とんの中にあった。

「任務完了です」

　視界を覆おおうほどに接近した硝子の顔が、微かすかに笑えむ。

「これでもう大丈夫です。マスターが魘うなされ始めたら私が叩たたき起こしますから。すぐさま一階へ駆け降りて中ちゆう華か鍋なべを持ってきます」

　その笑え顔がおを拒絶することなど、できるはずもなかった。

「……中華鍋はいらねえよ」

「そうですか？」

「ああ」苦笑しながら、それでも恥ずかしくて、僕は首だけを天てん井じようへ向ける。

　硝子が小さいとはいえ、ひとり用のベッドにふたりは窮きゆう屈くつで、僕は身体を縮ちぢこまらせた。けれどそれでも、僕の半身には体温と柔らかな身体が寄り添っている。

　布団の中で、自然と指を絡からめた。

「……子供の頃ころ」

「え？」

「一いつ緒しよに寝たことあったっけな」

「……はい」

「お前の寝相が悪くて、気付いたら僕の布団に入ってた」

「……都合の悪いことは忘れました」

　そうか、と。僕は笑う。

「……あの頃から、ずっと一緒だったな」

「ええ」

「お前がこの世界に来た時もそうだ。この部屋で、ふたりきりだった」

「ええ。……でも、何な故ぜ、突然そんなことを？」

「いや……」言おうかどうしようか、少し迷った。

　だから再び、顔を硝子の方へ向ける。

　大きな瞳ひとみが、暗くら闇やみの中で僕を見詰めていた。

　あの頃ころも、今も──変わらない、綺き麗れいな、瞳ひとみ。

「最初は、僕とお前、ふたりきりだった。父とうさんにあいつが取とり憑ついたのも、母かあさんが消えたのも、ふたりきりで見ていたっけ」

「……マス、ター？」

「でも、今は友達ができたな。僕とお前に」

　昼間のことを思い出す。

「今日きよう、里り緒おと話をしたよ」

「……はい」

　里緒は言ってくれた。

　晶あきらは恐こわいよ。──でも、友達だから恐くていいんだ、と。

「お前も殊こと子こと話、したんだろ？」

「……はい」

　殊子も、硝しよう子こを励ましてくれたらしい。私たちはあんたを裏切らない──と。

「あいつら、莫ば迦かだよな。……ずっと僕らに利用されてるのに。僕にいいように使われてるのに、それでも……僕らのこと、信用してやがる」

「……はい」

「僕らが完全にこっち側に来たってのに……変わらずに、さ」

　佐さ伯えき先生や舞まい鶴づるは何も言わないけれど、それでもたぶん、同じだろう。

　だから。

「硝子」

「はい」

「ふたりで始めたことだ。だから」

「はい」

　真まっ直すぐこっちを覗のぞき込む目に、僕は言った。




「……これ以上、あいつらを巻き込むのは、よそう」




　硝子はそれを聞き、少しだけ驚おどろいたような顔をして。

　それからすぐに、穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべ。

「……はい、マスター」

　僕の胸へ、顔を埋めてきた。

「私も……あの人たちを、失いたくありません」

　里緒。

　殊子。

　佐さ伯えき先生。

　舞まい鶴づる。

　彼女たちを利用しようだなんて、もう思えなかった。

　或あるいは、非日常側に来てしまったが故ゆえの心境の変化だろうか。

　或いは、情に流されてしまっているのだろうか。

　どちらでも構わない。

　ただ。

　僕らのせいで、あいつらが苦しんだりするのはもう、見たくない。

「辛つらいぞ」

「大丈夫です。……マスターと一いつ緒しよなら」

「死ぬかもしれないぞ」

「死にません。……マスターを置いては」

「そうか」

「そうですよ」

　だったら、大丈夫だ。

　返事をする代わりに、僕は硝しよう子この背中にそっと手を遣やった。

　硝子は微かすかに頷うなずくと、僕の胸むな許もとをぎゅっと掴つかんだ。

　暗くら闇やみの中、目を閉じる。

　たぶん今日きようの夢も、明日あしたからの未来も、行く先は破は滅めつだ。

　だけどもう、これからずっと──悪夢が来ても耐えられるような、そんな気がする。
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　カーテンのない窓から見える夜景は田舎いなかのそれで、たいして綺き麗れいでもない。地上七階という数字も中途半端でげんなりする。ただ、蛍けい光こう灯とうに照らされたフローリングの床ゆかに埃ほこりひとつ落ちていないことは、津つ久く見み奏かなでの気分をほんの少しだけよくさせた。

　椅い子すに前後逆さかさに座り、ぼんやりと床を見詰める。時刻は深夜零れい時じの三十分前。もうそろそろ眠りたいと何となく考えたが、まだそうする訳わけにはいかない。

「……で、どうするのかな？　僕はどうだって構わないよ」

　背後に立っている気け配はいに尋きく。

「明日？　明後日あさつて？　それとも今日これから？　正直言って僕はあまり興きよう味みがないけど」

「そうだな」声が、応こたえた。

　少女のものだ。しかしそれは少女ではない。

「……さて、どうするか」声せい質しつのみを残して、完全に少女らしさ、それどころか人間らしささえも欠落してしまっているかのような喋しやべり方だった。

　当然だ。彼女本来の人格は、もうとうに消きえ失うせてしまっている──ことになっている。

「ま、僕にとっては同じか。消えてようが消えてまいがどっちだっていい」

「何のことだ？」

「あなたのことだよ、無限回廊エターナル・アイドル」奏かなでは、背後にいるその存在の名を口にする。

「でも、別に何かを伝えたい訳わけじゃないから、何だっていいさ」

　大おお仰ぎように肩を竦すくめながら、芝しば居いじみた仕し草ぐさをする。それは奏の癖くせだった。

「とにかく今は、今後のことを話す時間……そうだろう？」

「ああ、そうだな」無限回廊エターナル・アイドルは、声に似合わない老ろう獪かいさでくつくつと笑えみ、

「樹いつきは何と言っていた？　……鏡かがみ」

　その場にいるもうひとりの名前を、口にする。

「特には何も」

　返事は、キッチンからあった。

「あの人はそもそも、時期や機き会かいを重要視しないわ」

　愛いとおしい声に、奏は目を閉じる。しかしその話し方は、奏の知るものと少々違っていた。

　奏は少し苛いら立だち、

「ではどうするんだ？　鏡」

「『鏡』って呼ぶなよ、無限回廊エターナル・アイドル」続いた無限回廊エターナル・アイドルの言葉に、更に苛立った。

「この家では逆さか絵えだ。逆絵も……僕の前では、逆絵になってくれるって約束だろ？」

　そうだ。彼女は──奏にとっては、城き島じま鏡などではない。双ふた子ごの妹、津つ久く見み逆絵だ。

「……理解した」

　頷うなずく気け配はいとともに、キッチンから聞こえる声は逆絵の喋り方になった。

「だが、そんなことに意味などない。『奏兄さん』は何な故ぜそのような形式に拘こだわる？」

「くく……機械のどの機能を気に入るかは使う者次第ということだろう、なあ？」

「違う。『使う者』という形容は正せい確かくでない。私を使用できるのはあくまで私の固定剤リターダであるあの人のみ。私は現在単に彼の命令で貸し出されているに過ぎない」

「どっちでもいいよ、僕は」

　口を挟む無限回廊エターナル・アイドルにうんざりしながらも、奏は満足だった。

「逆絵が逆絵らしく、僕の前で逆絵でいてくれるなら、それで構わない」

「ふん。たいした欠落ぶりだ。……妹を喪うしなったのがそんなに悲しかったのか？」

「喪ってなんかいない。取り戻したんだ」

　湧き上がった不快さを吐き捨てる。

　確たしかにこいつは世界をくれた。死んだ妹の代わりに、新しい世界と、そして新しい妹までくれた。だが──一度もらったからにはそれは奏のものだ。干かん渉しようされる謂いわれはない。

「で、結局どうするんだい？　僕はどうだっていい。逆さか絵えは主人とやらに従う。そして当の主人は時期や機き会かいに興きよう味みがないときた。だったら誰だれが指揮を取るのさ？」

「それはもちろん、樹いつきだ」無限回廊エターナル・アイドルの返事は淀よどみない。

「だが、樹に任まかせていたらいつまで経たっても決まらない。決まらないのではなく決めないのだが、まあ同じことだ。故ゆえに俺おれたちが決めなければならないという訳わけだ」

「決まらないのと決めないのは同じではない。前者は観かん測そく者しやの意思が干かん渉しようを躊ちゆう躇ちよしているだけだが、後者は観測に対して積せつ極きよく的てきな干渉を持たないという意思がはっきりしている。事実、彼は事じ象しように観測を介かい在ざいさせるのを避さけているだけ。……今は」

「そうか。そうだな。それは悪かった、鏡かがみ」

「そんなこともわからないから、あなたはまだ使えないと詰なじられる」

「くく。手て厳きびしい。……だが、俺は気になっている。ひとつ気になっているぞ？」

「何を」

「『全一オール・イン・ワン』の固定剤リターダに最も近しく最も遠い、あれのことだ。どうしてお前たちはあれで遊ばない？　あれで遊べばさぞかし楽しくさぞかし面おも白しろいに違いないのに。……俺にはわからない。どうして保ほ護ごし、しかも放っておくのだ？」

　あれ、とは、森もり町まち芹せり菜なのことだ。

　無限回廊エターナル・アイドルは五日前に彼女を捕ほ獲かくしてからずっと、虚軸キヤストを憑ひよう依いさせたがっていた。彼女を虚軸キヤストにした時の、城き島じま晶あきらの苦悩と絶望を見たいらしい。

　悪あく趣しゆ味みだとは思うが、確たしかにそれは奏かなでも興味がある。

「あの人にその意思はない」しかし、逆絵はそっけない。

「何な故ぜだ？」

　問うた無限回廊エターナル・アイドルへ、逆絵は不意に──朗ほがらかな笑えみを向けた。

「……だって、お向かいの娘さんを危ない目に遭あわす訳にはいかないでしょう？」

　それは奏の嫌いな、城島鏡のチャンネルだった。

「私、秋あき菜なさんとは仲が良かったのよ。芹菜ちゃんの成長も凄すごく楽しみだったし。あんなに可愛かわいく育ってくれてて嬉うれしいわぁ。樹さんも喜んでたし。……だからね、私たちがあの娘こを危険に晒さらすことなんてあり得ないの。今はナイトくんが守ってくれてるし、芹菜ちゃんは時期を見てちゃんとお家うちに帰してあげるだけよ」

「……そのナイトが狼おおかみになる可能性だってあるじゃないか」

　彼女の、城島鏡としての話し方が気に入らなくて、奏はぼそりと呟つぶやく。が、

「大丈夫よ。彼にそんな度胸なんかありはしないわ」逆絵は意に介さない。

「だからあなたも、芹菜ちゃんにそんなことしようとしちゃダメよ。いい？」

　挙げ句、奏を無視し、無限回廊エターナル・アイドルへと優やさしく話し掛けている。

　いい加減に胸が悪くなり、奏はとうとう我が慢まんできずに吐き捨てた。

「……二日ふつか後ごだ」

　そうだ。──決行はそのくらいでいい。

　会話をすればするほど、時間をかければかけるほど、自分が逆さか絵えに置き去りにされていくようだった。だから早めに始めて早めに終わらせる。

「どうせ何をするかは決まってるんだろう？　だったらだらだらと先延ばしにする必要なんてないんだ。明日あしたに準備、決行は明後日あさつて。それで不都合がないのならそうしよう。……あいつらを終わらせてやろう。徹てつ底てい的てきに、華はな々ばなしく終わらせてやるんだ」

「そうね。……どうかしら？」

「ああ、俺おれは構わんさ。樹いつきは？」

「反対しないでしょうね。自分の観かん測そくで事態が動き始めさえしなければいいのだから」

「だったら決まりだよ」

　奏かなでは立ち上がった。

　椅い子すを蹴ける。フローリングの床ゆかに、それはけたたましい音をたてて転がる。

「あいつらの終わりの始まりだ。……ふふ、楽しみだなあ。凄すごく楽しみだ」

　城き島じま晶あきらたちに格段の憎にくしみがある訳わけではない。ましてや樹の計画は、奏にとっては酷ひどく散さん漫まんで、美しくもなく、その上、意図の読めないものだ。役割を担になわされているが、あまり楽しめそうにはない。だけど奏にとっては、今のこの状況よりも遥はるかにマシだ。

　それは、昏くらい欲望だった。

　他者の破は滅めつを見ること。

　それに立ち会うこと。

　何より、計画の中では、逆絵とふたりで動くことができる──。

　構うものか、と思った。

　仮に無限回廊エターナル・アイドルや城島樹が滅びるのでも構いはしない。

　自分もまた殺されることになっているが、それでも歓かん迎げいだ。

　逆絵と一緒に何かできるのであれば、幾らでも駒になってやる。

「ならば決行は明後日。伝言役はお前に任まかせるぞ『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』」

「決まったのなら私は帰るわ。樹さんに報告しなきゃならないから」

　無限回廊エターナル・アイドルと逆絵は揃そろってそう告げると、別れの挨あい拶さつもなしに踵きびすを返す。

　奏は連れ立って歩き始めるふたりを目で追いながら、空むなしさと嬉うれしさ、嫉しつ妬とと期待の入り交じった複雑な吐と息いきを歯の隙すき間まから洩もらす。

　すぐに玄関の閉まる音がして、あとは静せい寂じやく。

　かつては家族四人で空間をやや持て余していた３ＬＤＫのマンションは、今や持て余すどころの騒さわぎではない。住んでいるのはたったひとり、奏ひとりだ。

「ふふ、ふ」静寂に耐えかねるように、笑ってみる。

　声はどこにも届かずに、ただ部屋の中にくぐもって──消えた。
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　夜が白しらんでくる頃ころ、敷しき戸ど良りよう司じは浅い眠りから覚めた。

　フローリングに直接敷しかれた粗末な布ふ団とんは寝ね心地ごこちもよくなく、起きると同時に関節が薄うすく痛む。時刻を確かく認にんするとまだ朝の五時を過ぎたところで、三時間程度しか寝ていない。

　無限回廊エターナル・アイドルたちの用意した『隠かくれ家が』だった。

　間取りは３ＬＤＫ。普通のマンションと変わりないが、津つ久く見み奏かなでの『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』によって、普通の人間は侵入することが不可能だ。もっとも、良司も同様に彼の案内がなければ辿たどり着けもしないし出ることも叶かなわないのだが──そこは耐えなければならないだろう。

　立ち上がり、隣となりの部屋に繋つながるドアを、ゆっくりと少しだけ開ける。

　そこでは、森もり町まち芹せり菜なが静かに寝息をたてていた。

　造りのしっかりしたベッドで、彼女がどんな夢を見ているのかはわからない。或あるいは夢も見ないほどに寝入っているのかもしれない。

「様よう子すはどうだ？　ちび」

　暗がりに紛まぎれて部屋の隅すみにいる影かげに、声を掛けた。ちびと呼ばれたその犬は、くぅん、と、肯定とも否定とも付かない返事をする。

「しっかりやれよ」頷うなずき、良司は再びドアを閉めた。

　あれから五日──いや、六日か。

　学校で晶あきらに話したことに嘘うそはない。芹菜は、起きている時は殆ほとんど完全に放心状態だった。

　ショックが大き過ぎたのか、或いは現実を拒否しているのか、それはわからない。放っておくと自発的には何もしそうにないから、すべては『ちび』頼みになる。

　犬の姿をした虚軸キヤスト。形式名モデリングは『深淵に罹る熱ドリームシアター』というらしいが、良司は単に『ちび』と呼んでいる。芹菜が付けた名だからだ。

　力は、欲望に指向性を持たせ、それを制せい御ぎよ下かに置くこと。

　五日前の学校では暴ぼう走そうさせてしまっていたが、今はある程度なら操あやつれる。

　食事の際は食欲を、睡すい眠みんの時は睡眠欲を。あとの日常的な世話は津久見逆さか絵え──城き島じま鏡かがみにしてもらっているが、生きるのに最低限必要なこのふたつは良司の仕事だ。

　城島鏡は、芹菜の世話を甲か斐い甲が斐いしく焼いてくれていた。彼女がいなければ良司ひとりではどうにもならなかっただろう。その点については感かん謝しやしている。

　だけどやはり、強く思う。

　──いつまでもこのままにはできねえ。

　幾いくら今のところ実害はないといっても、城島鏡は虚軸キヤストだ。晶の関係者だし、固定剤リターダである城島樹いつきと一いつ緒しよになって、いずれ晶に何か仕掛けるのは目に見えている。芹菜をその争いに巻き込む訳わけにはいかない。何より場所を提供している津久見奏も信じられないし、在あり亜あの身体からだを奪うばった無限回廊エターナル・アイドルは尚なお更さらだ。目め処どが立てば、彼らの庇ひ護ごから逃れる必要がある。

　そもそも、無限回廊エターナル・アイドルたちのところに身を寄せているのは、決して望んでのことではない。

　学校を抜け出したはいいが二進につちも三進さつちもいかなくなっていたところに無限回廊エターナル・アイドルと出会い、最大の危険である晶あきらの近くに芹せり菜なを置くよりは、と考えた末の苦く渋じゆうの選択だった。

　我われながら、正常な判断力を失っていると思う。

　けれど同時に、もう自分はとうに正常などではないとも自覚している。

　仮にも付き合っていた鴛おし野の在あり亜あの人格が消えてしまったことを知っても、良りよう司じは特に何の感かん慨がいも覚えなかった。在亜の顔と姿で動き回っている無限回廊エターナル・アイドルを見ても同様だ。

　そのことに──何な故ぜ自分は何も感じないのかという不快感が、良司を苛さいなんでいた。

　どうしようもないのだろう。これが『欠落』という奴やつなのかもしれない。そう諦あきらめている自分がいる反面、やはり諦めている自分に対しての不快感が湧わく。矛盾した感情に頭がおかしくなってしまいそうだ。いや、おかしくなってしまっているのかもしれない。

　そんな良司を繋つなぎ止めているのはただひとつ、芹菜の存在だった。

　芹菜をどうにかして日常に返してやりたい。それだけが、今の良司の目的だ。

　晶の近くにいるのは危険過ぎる。

　無限回廊エターナル・アイドルや城き島じま樹いつき、津つ久く見み奏かなでと逆さか絵えからも遠ざけたい。

　虚軸キヤストなどという訳わけのわからない、おぞましい非日常とは何の関係もないところで──六日前まで良司が過ごしていた日常で、芹菜には笑っていて欲しい。

　そしてそれは、自分自身に関しても同じだった。

　芹菜と想おもいが通じるなんて、そんな夢物語を見てはいない。

　良司もまた虚軸キヤストである以上、芹菜の傍そばにいてはいけないのだ。

　今の危険が去ったら、自分もどこかへ消えるべきだと思う。それは晶に対する対抗心と意地でもあった。非日常に足を突っ込んでしまってもなお、芹菜の傍にいた晶への。

　壁かべにかかっている時計とけいを見た。

　時刻はまだ、朝五時を少し回ったところ。六時になれば城島鏡かがみが来て芹菜を入浴させてくれることになっていた。それが終わったら食事をさせ、今度は学校が終わる夕方まで再び眠らせる。打開策は見付からないが、今はそうして凌しのぐしかない。

　カーテンの向こうから差し込んでくる薄うすい朝日を見ながら、良司は布ふ団とんに仰あお向むけになった。

　もう眠れそうにはない。

　今日きようもまた、どん詰まりの一日が始まるのだと思うと、重い溜ため息いきが出た。




　　　　‡




　硝しよう子こが隣となりにいてくれたお陰かげなのか、それとも或あるいはもっと悪い兆きざしなのか。

　僕は四年と五カ月ぶりに、あの夢を見ずに目を覚ました。

　時刻は朝の六時半。少し早い。

　先週までずっと里り緒おと屋上での監かん視しをしていた習慣が抜けていないのだろう。あれを中断してしまうのは危険だったが、今はそんなことよりも優ゆう先せんすべき事項──りなちゃんの捜そう索さくがあるから仕方ない。里緒は昨日きのうも、夜七時頃ごろから十時過ぎまで、三時間近く頑張ってくれたのだから。長時間小こ町まちを分裂させ歩き回るのは疲労が激はげしい。

　けれどそれも、昨日で終わりだ。終わりにしなければならない。

　今日きよう、決着を付けよう。最低でもりなちゃんのことに関しては、どうにかしようと思う。

　時間が状況をよくするとも思えない。津つ久く見み奏かなでや母かあさんに対しては無理でも、良りよう司じを揺さぶればどうにかなる。情を捨て、友人としてではなく、敵として。

　いつも僕がそうしているように、打だ算さんと諧かい謔ぎやくと演技で以もつて、あいつを動かしてやろう。

　ベッドから起きる。硝しよう子こはもういなかった。先に起きて朝食の支し度たくをしてくれているのだろう。僕はパジャマのまま顔を洗うと、寝ね癖ぐせを直すのもそこそこに一階へと降りた。

「おはよう」キッチンに立ち、卵を焼いている背中へと声を掛けた。

「あ、はい」火を止め、振り返る硝子。

　いつもはわざわざそんなことをしないのに、

「おはようございます」やけに殊しゆ勝しような感じで、俯うつむき加減にこっちを見る。

　いや、見てはいない。視線は床ゆかへと落とされ、しかも妙にもじもじしているような……。

「ああ……って、どうしたんだ、お前」

　昨日のことに照れているとか？　いや、ぶっちゃけ一いつ緒しよに眠っただけだし、その程度のことで狼狽うろたえたりはしないだろう。

「はい、あの……マスター。ひとつ質問があるのですが……」

「なんだ？」などと考えていると。

　硝子は、顔を上げ、

「……ん？」こちらを直視し、

「籍せき、いつ入れに行きましょうか」

　唐とう突とつに、大おお真ま面じ目めな顔で、そんなことを言い始めた。

「…………は？」

「ですから、籍を。役所に行けばいいんですかね？」

「籍って、何のだよ」

「いえ、ですから、私とマスターの」

　──おい。

「……ええと……ちょっと待て」

「何でしょう？」

「意味がわからない。どうしてそんなに話が飛ひ躍やくしてる？」

　しかも朝っぱらからいきなりだ。照れ隠しなのだろうか。いや、でも、硝子に限ってそういうことはないような気がする。だったら何だ？　寝ね惚ぼけてでもいるのか？

　混乱していると、硝しよう子こは更さらに、僕の思考をぶっ飛ばすようなことを言った。

「飛ひ躍やくとはなんですか。昨日きのう、初夜を済ませたではないですか！」

「えいいっ!?」

「……本来なら籍せきを入れてからにすべきでしたが、ああなってしまっては仕方ないです。でも一刻も早く形式を整えなければなりません。そうでないと、この身体からだの本来の持ち主にも」

「待てーっ！」

「申もうし訳わけが……って、なんですかいきなり叫んで」

　初夜？　済ませた？

　まさか僕は僕の知らない間に硝子とそんなことを、

　……って、そんな訳はない。絶対ない。あり得ない。そのはずだ。

「ええと、僕とお前がいつ初夜を済ませたんだ？」

「ですから、昨日」

「昨日のいつだ!?」

「夜。あ……まさかマスター、私を弄もてあそんだと……そういう訳ですか……?!」

　愕がく然ぜんとする硝子。僕は眉み間けんを押さえた。

「お前さ、ちょっと尋ききたいんだが」

「何でしょう」

「『初夜』って、意味わかって言ってんのか？」

「当たり前です」

「じゃあ説明してみろ」

「あの、マスター、それは何の羞しゆう恥ちプレイですか？」

　もしかして理解しているのだろうか。だとしたら僕は昨夜ゆうべ、本当に硝子と？

　いや、だからあるはずない！　……段だん々だん自分でも訳がわからなくなってきた。

「いいから説明してみろっ」

「……？　想おもいの通じ合った男女が一いつ緒しよの布ふ団とんで寝る初めての夜のことです」

　硝子は僅わずかに首を傾かしげ、少し僕から視線を外はずして恥ずかしげに言う。

　──やっぱり。

　要するに、全然わかっていなかった。

「ああ……よかった。そういうことか……」

「そういうこととはどういうことでしょう。説明を求めます」

「『寝る』の意味が違う……」

「え？」

　説明しないといけないのだろうか。正直したくない。というか恥ずかしい。

　でも、このままだと永遠に理解しそうにない。

　僕は自や棄けになって叫んだ。

「『寝る』ってのは要するに、ただ寝るだけじゃないっ！」

「ええと、それは……」

「その……なんだ……まあ言ってみれば、寝る前にだな……」

　言いながら、顔が真まっ赤かになっているのが自分でもわかる。

　声も小さくなっていく。もうこれ以上説明したくはない。だから察してくれ、頼むから。

　そんな気持ちを込めて、そっと、硝しよう子この顔を窺うかがう。

　硝子は、

「寝る前、ですか？　寝る前にすることと言えば、歯は磨みがきと洗せん顔がんと……」

「アホか！」

「アホとは何ですか！」逆に怒られた。

「だからだなっ。その後、布ふ団とんの中に入ってだ……」

　ああ、僕にそこまで言わせる気か？

　硝子はきょとんとした。

　それから唇に自分の指先を当て、

「……それは……つまり」考え込むようにして、視線を泳がせ、

「あ……」何かに気付いたように、眉まゆをひそめる。

「マスター。それはひょっとして……学術的に言うところの、その……」

　僅わずかに顔を背そむけて、

「生せい殖しよく行為？」

「ああ、まあ」頷うなずいた瞬しゆん間かん。

　硝子の顔が、まるでマンガのように、ぼっ、と赤く染まった。

「あ、あの、わ、わたし、勘違い、してましたか？」

「……ああ」

「ええと、その、つまり……寝るだけじゃ駄だ目めなんですか？」

「……ああ」

「だとすると、私とマスターが、その……」

「……ああ」

「ま、まままままま、まだ早いです！」

　恐らく初めて聞く、硝子の言いい淀よどむ声。そしてこれも初めてだろう、狼狽うろたえきった表情。

　何というか……こっちまで気まずくなり、何も言えない。

「そんな、私たちは未成年ですし、いえ、マスターのご命令とあれば私はいつでもその覚悟ができていますが、でも、こう、準備というものがっ」

「言い始めたのはお前だっ！　もういいから！　その話はやめ！」

　それは感情が芽め生ばえた故ゆえの反応で、それだけ見れば確たしかにいいことではあるのだけど──正直当事者としては想像してしまい、本当に恥ずかしいというか、その、困る。

「朝ご飯の支し度たくしますっ！」

「……そうしてくれ」

　金かな縛しばりにあったバレリーナのように、直立したまま器き用ようにくるりとその場で百八十度回転した硝しよう子こは、再びコンロに向き直り、スイッチを入れる。

　僕はその場にいるのすらいたたまれなくなって、着替えようと台所を出る。

　改めて意い識しきしてしまうと、まともに顔が見られない。

「まったく……朝っぱらから……」

　ぼやきながら階段を上りかけたところで、盛大に皿の割れる音がした。

「あ！」それと同時に、大慌てな叫び声。

　……聞こえないふりをして、僕は逃げるようにその場を去った。




　それから──朝食を摂とり家を出て学校に着くまで──ずっと気まずさは続いていたのだが、それでも硝子と別れ、教室に入ると気分は自然と緊きん張ちようへと切り替わる。

　津つ久く見み奏かなでと逆さか絵えのふたりは、既すでに登校していた。

　良りよう司じはまだだ。彼らの目の届かないうちに良司と話ができればと思ったのだが、その目もく論ろ見みは外はずれてしまった。さすがに向こうも考えているのかもしれない。

　昼休みにでもメールかなにかで呼び出そう──そう決め、僕は津久見兄妹きようだいのところへと歩いていく。おはよう、とにこやかに挨あい拶さつしてきたから、同じように返した。

「随ずい分ぶんと早い登校だな」

「そうだね。なんだか早く目が覚めてしまって。……城き島じまくんもそうなの？」

「ああ、まあそんなところだよ」

　他た愛あいない会話を交わす。津久見逆絵が何な故ぜ僕の母かあさんを騙かたっているのか、父とうさんはどこにいるのか。それらの疑問はまだ解けないけれど、そんなものは後回しだ。

　いずれ向こうから話してくるだろうし、今はこっちの心情を悟られさえしなければいい。

「寝覚めが悪くてね。悪い夢を見たんだ」

「そうなの……どんな夢？」逆絵が心配げな表情で、そう尋きいてくる。

　僕は、冗談の中に重苦しさを混ぜた表情を作った。

「昔の夢だよ。四年くらい前にちょっと酷ひどい目に遭あってね」

「事故か何か？」

「事故、なのかな。どちらかと言えば巻き込まれたって言った方が正しいけど」

「……その時のことを夢に見たの？」

「ああ。まあ、たまに見るから慣れっこだし」

「大変ね……」

　いちいちこちらの顔を覗のぞき込んでくる逆さか絵えに、心の中でだけ失しつ笑しようした。

　気になっていたことを、少しだけ探ってみようと考える。

　──僕の原風景とも言える、あの夢。

　父とうさんが無限回廊エターナル・アイドルに乗っ取られ、母かあさんが消えたあの日の記き憶おくを、僕は悪夢だと思い込んでいた。悲ひ劇げき的てきなことだと思っていた。けれど。

　無限回廊エターナル・アイドルは、どういう訳わけか、父さん──城き島じま樹いつきの側にいる。

　硝しよう子こと僕の虚界渦アンダーゲートを開放させるように仕組んだのは、どう考えても世界に大きな歪ゆがみを作り父さんをこっちへ呼び戻すためだ。つまりその前段階として、無限回廊エターナル・アイドルは今までずっと僕の周囲で世界を侵しん蝕しよくし、虚軸キヤストを作り続けていた。

　……僕と硝子を、虚軸キヤストとして成長させるために。

　もちろん、無限回廊エターナル・アイドルの真意がどこにあるかはわからない。ただ少なくとも、四年前のあの日の出来事がそもそも仕組まれていた可能性は高い。

　父さんが無限回廊エターナル・アイドルの力を使い──どこかの虚軸キヤストへと自分から赴おもむいたという可能性。考えてみれば、あいつならやりかねない。城島樹はその程度には不可解かつ難なん解かいだ。

　が、だとすると僕は、最初から影かげを追っていたに過ぎないのだろうか。

　無限回廊エターナル・アイドルは父さんと母さんの仇かたきだという今までの構図。

　それが崩れて現れた、無限回廊エターナル・アイドルと父さんは最初から結託していたのかもという疑念。

　もしそうなら、僕の敵は誰だ？　敵の目的は何だ？

　そして──父さんが戻ってきたというなら、母さんはどうなっている？

「でもまあ、そのことが最近、吹っ切れてきてね」

　僕は嘯うそぶく。

「そんなにたいしたことじゃなかったのかなって思えるようになったんだ。何というか、あの時のことを落ち着いて、冷静に考えられるようになった」

　津つ久く見み逆絵は少なくとも、解答に近い存在ではあるだろう。

　仮にも城島鏡かがみを騙かたるのであるなら、母さんに関しての、そしてあの時に関しての情報を父さんから与えられているはずだから。四年前に起きたあれが、果たして何だったのかを。

　──餌えさだ。食い付いてこい。

　わざと余裕の表情で、薄うすく笑う。すると、

「そうなの。でも、気を付けた方がいいわよ」

　津久見逆絵は表向き心配そうな顔で──僅わずかに語ご調ちようを変えた。

「悪い記憶って、確たしかに思い出さないのに越したことはないけど、忘れてしまってもいけないと思うの。だって、そんな記憶も含めて今の城島くんがあるんでしょう？」

　乗ってきてくれたらしい。抽ちゆう象しよう的てき過ぎる表現だが、それでも構わない。

「そうかな。忘れられるなら忘れるに越したことはないと思うけれど」

　笑い、逆さか絵えと同どう様ように、語ご調ちようをほんの少しだけ変えて言う。

「いや、もちろん完全に忘れた訳わけじゃないよ。ただ……あれが起きた原因だと思ってたことが、実は原因じゃなかったんじゃないかって。そう考えると、少し印象が変わってさ」

「……『原因じゃなかった』？」

「ああ」

　その時。

「まぁ、いいんじゃないかな？」

　半ば無む理り矢や理りに割って入った声が、逆絵を遮さえぎった。

「……奏かなで兄にいさん？」

「あまり根掘り葉掘り尋きくのもよくないよ。城き島じまくんのプライバシーだし、思い出したくないことだったら、思い出さない方がいいしね」

　まるで、僕の言葉を制するような、奏の言葉。

　それはつまり、逆絵にこの話をさせたくないということだ。

　心中でだけ舌打ちする。できれば思考の取っ掛かりだけでも聞き出せればと思ったのだが、さすがにそれを許してはくれないらしい。

「いや、いいんだ津つ久く見み。僕は別に大丈夫だから」

「城島くんがそう言っても、やっぱりこっちが好こう事ず家かになってしまうからね」

「そうか。……じゃあ、やめとくよ」

　渋しぶ々しぶといった調子で切り上げつつ、それでも僕は漠ばく然ぜんとした確かく信しんを得る。

　もしもあの時の記き憶おくと現在の状況に何の関係もないのなら、彼女たちはむしろ、詳しく聴きこうとするだろう。だけどそうはせず、奏に至っては途中で遮った。

　だとしたら……話の中に、僕に悟られては困る何かがあるということだ。

　或あるいはそのことを僕が悟れば彼らは不利になるのかもしれないが、そこまでは断定できない。ただ少なくとも、僕の推測はあながち外はずれてはいないのだろう。

　つまり、無限回廊エターナル・アイドルは最初から、父とうさんの思おも惑わくの下もとで動いていて。

　そしてあいつ自身も、それを承知済みだったということ──。

　僕の敵、無限回廊エターナル・アイドル。そして父さん。

　──ふたりが結託していたとするなら、これから先、彼らは何をしようとしている？

　考えていると、津久見奏がぽつりと呟つぶやいた。

「それにしても、今日きよう、敷しき戸どくんは遅いな」

「そうね。……どうしたのかしら？」逆絵もまた追従する。

　確たしかに、もうすぐ予よ鈴れいの鳴る時間なのに良りよう司じはまだ来ていない。……いや、わざとらしく話を切り替えたところを見るとふたりは来ない理由を知っているに違いない。

　まさか今日きようは良りよう司じを欠席させるつもりなのだろうか。

　厄やつ介かいだ。彼らは、りなちゃんのことを引き延ばせば引き延ばすほど僕に焦あせりが生まれるのを知っている。もし何かを仕掛けてくるのなら焦らせた上での方が都合はいい。

「ああそうだ、城き島じまくん」

　そんな僕の予想をまるで裏付けるように。

　津つ久く見み奏かなでが唐とう突とつに僕の顔を覗のぞき込んで──嗤わらった。

「今日さ、昼休み……ちょっといいかな？」

「昼休み、だって？」

「うん。そうだよ」

　六日間も放っておいて、今度はこっちに時間を与えないつもりなのか。

　意味ありげな微笑ほほえみは、明らかに非日常の気け配はいを宿やどしている。

「すぐに済む用事なのか？」僕は探さぐるように言った。

「そうだね。すぐに済むよ」奏は受け流すように答える。

　四年前のことについてを隠した上で、更さらに良司を休ませておいての言葉。

　つまり──宣戦布告か。不意打ちではなく呼び出しての対面という訳わけだ。

　すぐ済むということは、昼休みではなく時間と場所を指定した上で。そして恐らくは、りなちゃんを人質に、里り緒おや殊こと子こたちを呼ばないことを条件にするのだろう。

　いいだろう。

　情報は足りないが、足あ掻がいても仕方がない。

　もとより里緒たちを巻き込むつもりはもう、ない。

　だったら、力ちから尽ずくで事態を打開してやる。

　僕は、拳こぶしを握にぎり締しめ、それでも軽い調ちよう子しで頷うなずいた。

「わかった。……昼休みだな」




　　　　‡




　天気は快晴だったが、柿かき原はる里緒はその日、屋上ではなく保ほ健けん室しつにいた。

　先週までの疲れはとうに抜けていたし、昨日きのうの森もり町まち芹せり菜なの捜そう索さく──芹菜の顔が識しき別べつできない里緒にとって正せい確かくには敷しき戸ど良司の捜索だったが──は、今日に引ひき摺ずるほどのものではなかった。だから屋上に行かない理由は、もっと別のところにある。

　昨日ずっと保健室で眠っていたから、なんとなくその延長で佐さ伯えきネアと一いつ緒しよにいたかったというのがひとつ。そしてもうひとつは、昨夜の晶あきらの態度によるものだった。

　明日あしたの朝はいいよ、と、晶は言った。それがとても気になったのだ。

　表情がおかしかったとか、態度が妙だったとかではない。そんな表層的な事じ象しようは里り緒おにとって無意味だ。単にそれは『自分の知っている城き島じま晶あきらという存在がそんなことを言うだろうか』という純粋な疑問だった。たとえ相手が誰だれだかわかっていても、いや、わかっているからこそ、朝の監かん視しには牽けん制せいという意味が出てくる。何より昨日きのうの昼休みから里緒を気き遣づかうようなことを言っていたのにも違和感があった。優しい言葉を投げ掛けてきても、必要とあれば容赦なく人を使う──里緒の知っている晶はそんな存在のはずだ。

「ねえ、ネア」だから何となく屋上に行く気がなくなってしまい、里緒は今、晴れているのにこうして保ほ健けん室しつのベッドでごろごろと転がっている。

「晶、少し変だよね」

「……あら、そうかしら」

　デスクに座り携けい帯たいゲーム機きを操そう作さしていたネアは、画面から顔を離はなさずに応こたえた。開け放した仕切りカーテンに少し隠れた背中は微動だにせず、ゲーム機から音楽は止やまない。

「そんなことよりも私は、晶さんが変だということを気にしている里緒さんにちょっと嫉しつ妬としてしまうわね……嫉妬のあまりドラゴンの殺害にも気合いが入るわ」

「何、ドラゴンって」

「モンスターよ。たまにオニオン装備を落とすの。今集めてるんだけど……千匹以上は殺やったのにシールドひとつもらえないわ。収しゆう穫かくゼロよ。もうとうに全員レベル99なのに。さすが私ねまるでゲームにまでバカにされてるみたい。くすくすくす……死のうかしら」

「死んじゃダメだよ。里緒が悲しいよ」

「うふふふ冗談よ。里緒さんが死ぬのを見届けるまで死ぬもんですか」

「そう、よかった」

　第三者が見ればどこかずれた会話だが、里緒とネアのふたりにとってはいつも通り。

　ネアと話をするのは、里緒にとって楽しいことだった。

　ただ、晶への懸け念ねんでその楽しさも半減してしまう。里緒はうーん、と首を傾かしげ、続ける。

「でもね、やっぱり変な気がするんだ、晶。……だって昨日、里緒をあまり使わなかったんだもん。……あまり使わなかったって言うより、遠えん慮りよしてたような感じ」

「あら、晶さんにも遠慮という概がい念ねんが生まれたのね。ふふふふふ」

「笑い事じゃないよ。里緒に遠慮する晶なんて晶じゃないよ」

　里緒が口を尖とがらせると、ネアはゲーム機の電源を切って、椅い子すごとこっちに向き直った。

「だったら、何か心境の変化なのかしら？」

　濃こいくまに彩いろどられた両目が少しだけ細まる。

　けれど、それ以上のことは言わない。

　何を考えているのかは里緒にはわからない。元々ネアは、他人を案じたり、人の悩みを解決することには向いていないのだ。それは里緒もわかっているから、あまり真剣に相談しようとは考えていなかった。単に──自分の考えが不安になったから、口に出したかっただけ。

　話題を転換する。

「そう言えばさ、ネア。『ぶつもり』もうやってないの？」春から夏にかけて、ネアと一いつ緒しよにやっていたゲームだ。ここ最近は通信をしていない。

「ああ、あれね……」ふ、と、まるでこの世の終わりのような顔で笑えむネア。

「実は株かぶの投資に失敗して借金が二億を超えたの。プレイヤーキャラが首を吊つって死んでしまったわ。たった一日でゲームオーバーようふふふふふふ……」

「ふうん。じゃあ里り緒おもやめようっと」元々ネアに誘われて始めたゲームだ。

「でも最近はゲームも飽あきたわ。何か面おも白しろいことはないかしら……」

「音楽集めてたのはどうなったの？」

「ふふふ」今度は椅い子すの上で膝ひざを抱えるネア。

「それが聞いてくれる？　里緒さん。……実は一週間前、ハードディスクが盛大にクラッシュしたの。せっかく六ギガまで集めたのにすべて水の泡よ。思わず手首と足首を結んで挟はさ間ま湾わんに飛び込もうと思ったわうふふふふふふふふ。まったく……私が夢中になったものは全部こうよ。ぶつもりもそうだし、オニオン集めも全然だし。何か呪のろわれてるんじゃないかしら？　前世の報むくいかしら？　でも私の前世なんてどんなによくてもミジンコでしょうし……もしかしたら人間に生まれたことですべての運を使い切ってしまったのかもしれないわ……」
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「そっか。ネアは大変だね」

「だからね、もう唯一の楽しみは里り緒おさんだけよ。私の日常生活はもう里緒さんのためだけにあると言っても過言ではないわ」昏くらく笑い、ネアは体育座りで天てん井じようをぼんやりと見る。

　その様よう子すを眺めつつ、でもそれは嘘うそだよね、と、里緒は思った。

　里緒のことが大事だといつも言ってくれるし、それは確たしかに嬉うれしいのだけど、ネアは決して里緒以外のものを大事にしない訳わけではない。

　積せつ極きよく的てきには関かかわらない上にあまり興きよう味みを示そうともしないが、晶あきらや硝しよう子こ、殊こと子こや蜜みつ、それに学校の生徒たちのことも──好きだし、それなりに大事に思っているのだ。

　その証拠に、

「すいませーん、いいですかぁ？」がらりとドアを開けて入ってきた生徒らしき人の声に、

「あらこんにちは。どうしたのかしら？」こうして立ち上がり、ちゃんと対応している。

「消しよう毒どく薬やく、ありますか？」

「怪け我がかしら？　体たい育いく館かんの扉とびらに挟んで指をぐちゃぐちゃに潰つぶしたの？　それとも転んで足の骨が折れて身体からだの外に飛び出したの？　もしかして屋上から落下して内ない臓ぞう破は裂れつの重体かしら？　うふふふふふふふそうだったら嬉しいわ……」

「……肘ひじを擦すりむいただけですよ先生……」

「そこの棚に入っているわ。塗ってあげたいけど残念ね。私、傷口見ると気絶しちゃうのよ」

「わかってますよ」溜ため息いき混まじりで、呆あきれ気味の声だった。

　個人を識しき別べつできない里緒には男か女かわからないが、狼狽うろたえないところを見ると二年生もしくは三年生だろう。一年生は何な故ぜか決まって、ネアにぎこちない態度を取る。

　本来なら虚軸キヤストでない人間に興味などないが、傷薬を受け取るその生徒をなんとなく見た。

　顔も、性別も、年ねん齢れいもわからない。次にすれ違ったりしても、二度と会えない他者。

　でも、夏休みのある日に知った。

　彼らは決して、石ころやゴミではないのだ。

　ひとりひとりにそれぞれの生活があって、泣いたり笑ったりもする。

　それに──里緒にとっては名前や顔もないに等しい、得え体たいの知れない存在であるこの生徒もやはりこの学校の一部で、それは晶が曲りなりにも守ろうとしていたものだ。

　晶だけではない。

　硝子も、殊子も、そして蜜も、今ここにいるネアも。

　特別でもなんでもない大多数と関わりを持ち、その場所を大事にしている。

　以前はその感覚が理解できなかったが、今なら少しだけわかる気がする。夏休み、神社のお祭りに行って、ミキオと会ったあの日から。

　そして、少しだけ理解できるからこそ、何かできることがあれば手伝ってあげたいと思うのだ。里緒が世界で識別できる、里緒の友達たちを。

「ありがとうございましたー」

　消しよう毒どく薬やくを塗り絆ばん創そう膏こうを貼はり終わった生徒が、ネアにお礼を言って保ほ健けん室しつを出て行く。ネアは無言で見送りつつ、安あん堵どと喜びの入り交じった表情を浮かべた。

　晶あきらに言わせれば『誰だれにも見付からずにバラバラ死体を埋め終わった連続殺人犯のような笑えみ』とでも言うかもしれない。けれど里り緒おにはわかる。あれは『生徒の怪け我がが手当できてよかった』という顔だ。生命の損失は『アンノウンゆらゆら』でもどうにもならない、取り返しのつかない事じ象しようだから──ネアは誰かの命が目の前で失われるのを嫌う。

　もし対象が知人や関係者であるなら、気が乗らないにせよ自分から行動を起こすだろう。

「うっぷ……少し傷口見ちゃったわ……見ないように見ないようにしていたのに……ああ気が遠くなりそう。いっそのこと両目を潰つぶしたらあの映像を忘れられるかしら……ふふ」

「ねえ、ネア」

「何かしら？」

「目を潰しても記き憶おくに焼き付いてるから無理だと思うよ」

「ああ、そうね。確たしかにそうだわ……でもそれはそれで、暗くら闇やみの中で一生あの傷口だけに苛さいなまれながら生きていくのも悪くないかも……くすくす……発狂と自殺どっちが先かしら……」

　頭を押さえてよろめくネアに、里緒は微笑ほほえむ。きっとネアは、さっきの生徒と同じように晶のことも心配してくれているんだろうな、と思いながら。

「ところで里緒さん、さっきの話なんだけど……」

「なあに？」……ほら。

「確かに晶さんはちょっと変ね。昨日きのうもやけに殊しゆ勝しようだったし」

「でしょ？　ねえ、ネアはどう思う？」

　里緒自身がそんな晶に対してどうすればいいかは尋きかないし、尋いても仕方がない。その代わりに、ネアの考えを知っておきたかった。

「そうね。晶さんの性格が殊勝になったとするならそれはそれでいいことかもしれないけれど、正直なところ横おう暴ぼうでない晶さんはちょっと気味が悪いわ……ふふ」

「何か悩んでるのかな？」

「そうかもしれないわね。ぐじぐじと思い悩むのは私と一いつ緒しよだから。でもこの前そう言ったらとてつもなく厭いやな顔をされたわ。ふふふふふ傷付いたわねあれは……」

「同じじゃないよ。同じだったら、里緒が晶とネアの見分けがつかなくなるもん。それにネアが傷付いたっていうのも嘘うそだよね？」

「あら本当よ。晶さんへの不満を綴つづったノートはもう十冊目になるわ」

「晶、何に悩んでるのかな？　解決するのかな？」

「くすくす……晶さんが思い悩む理由なんてそれこそ星の数ほどありそうだから、解決できるかどうかは別問題だけど……それに私と違って、悩んでても口には出さない頑がん固こ者ものだし。そういうところ、まったく誰だれに似たのかしら？」

「ひとりで悩んでひとりで決めちゃうし、晶あきらも大変だね」

「そうね。……でもね里り緒おさん、昔、私言われたことがあるんだけど……人に言われて決めたようなことは、未来には何の影えい響きようも与えないそうよ。もっとも、それを聞いて以来私は極力自分で何も決めないことにしたんだけど。うふふふ……未来に影響を与えない人生なんて素す敵てき過ぎて絶望しそうだわ。生きててよかった」

「へえ、そうなの？　ネアの知り合いが言ってたの？」

「大学の時の先生よ」

「ふうん。でもさ、未来に影響を与えなくても、別に関係ないよね」

　里緒には未来とか過去とか、そういうのはよくわからない。

　人から──特に晶から言われて決めたことはそれこそ数えきれないほどあるが、後悔したこともないし間違っていたこともないと思う。

「うふふふ……里緒さんは賢かしこいわね。だったら私も、たまには自分で決めてみようかしら」

「決めるって、何を？」

「くすくす。まだ秘密よ」

　意味があるのかないのかはわからないけれど、ネアはなんだか楽しそうだった。

　──まあ、いっか。

　どのみち、晶が自分から話さなくても、もしその解決に自分が必要であれば、使ってくれるだろう。それに晶の友達は里緒だけではないのだ。ネアも、殊こと子こも、そして蜜みつも──なんだかんだ言って、晶を放ってはおかないだろう。

「ねえネア。いま、何時？」

「もうすぐ昼休みね。職しよく員いん会かい議ぎに行かなくちゃいけないから留守番をお願ねがいできるかしら？」

「うん。いいよ」

　ベッドに寝転がりながら、里緒は頷うなずいた。

　昨日きのうと同じように、昼休みには晶が来てくれるかもしれない。そうしたら、話をしてくれるかどうかはともかく──尋きくだけ尋いてみようかな、と、なんとなく考えた。
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　そして、昼休み。

　舞まい鶴づる蜜はその日珍しく、教室で食事を摂とることにした。

　夏休み前に左腕を失ってからこっちクラスの連中の視線がうざったくて、いちいちどこかへ出向いては昼食を食べていたのだが、どうにもバカバカしくなったのと君きみ子このことが気になったのが理由だった。学校中に波及した六日前の事件のこともあり、人の多い場所でもいつ敵が攻こう撃げきを仕掛けてくるともしれないから油断はできない。

　昨日きのうは硝しよう子こがいるから大丈夫だろうと思って外に出たが──やはり硝子ひとりでは安心できず落ち着かなかったというのもある。

　弁当はコンビニで買ったパン。箸はしを使うものは勝手が悪いから外では食べないようにしている。椅い子すに腰掛けたまま、袋をくわえて破き、しかめっ面つらのまま中身に咬かみ付いた。

　周囲の視線は、やはり気になった。

　義ぎ手しゆの障しよう碍がい持もちが珍しいのだ。

　心配するような、同時に好奇心を混じらせた視線をちらちらと向けてくる。鬱うつ陶とうしいので睨にらんでやると慌てて目を逸そらす辺あたりが気に喰くわない。どうせなら六日前、変に遠えん慮りよしないでひと思いにまとめて殺してしまえばよかったかもしれない。

　不意に、城き島じま晶あきらに言われたことを思い出した。

　──善意も悪意も一過性のものだ。その内みんなお前に飽あきるさ。

　蜜みつへの皮肉に満ちた言葉だったが、少しだけ笑えみが込み上げる。

　その通りだろう。今はこんな感じだが、あと一カ月もすればきっと誰だれも自分に興きよう味みを示さなくなる。変な遠えん慮りよがあるから陰かげ口ぐちを叩たたかれることが少なくなる分、今までよりもマシかもしれない。あいつもなかなかいいことを言うわね、と、痛快さすらあった。

　まあ、最悪ではあるが。

　考えてみれば、城島晶への評価も初めて会った時とかなり変わった。

　特にここ数日は、破格のうなぎ上りだ。

　基本的には興味がないし、どちらかと言えば嫌いな人格を持っているのは確たしかだが、六日前の事件で日常を完全に捨て去ったと聞いて以来、言ってみれば親近感が増したのかもしれない。もっともその感情には、守るだのなんだの言っていて結局できなかったことに対して『ざまあみろ』という気持ちが混じってはいるけれど。

　虚界渦アンダーゲートを開放できるようになったから、敵としては厄やつ介かいだと思う。少なくとも蜜は、今のままでは勝てないだろう。だが、あいつが開放できようができまいが自分が勝てようが勝てまいが、やることは変わらないのだから別に構わない。

　硝子が君きみ子この友人である以上、君子を巡めぐって戦うことはあり得ないし、仮に自分が死んでも君子を守ってくれはするだろう──そんな、晶と硝子に対するある種の安心感と信頼が無む意い識しきの内にあるのだが、それには自分で気付いていなかった。

　ちらりと、教室の前辺りで君子と食事をしている硝子を見る。

「でさー。すごい面おも白しろいんだよー。来月完結するんだけどね、主人公の王子がどっちのヒロインとくっ付くか、もうドキドキなのー。私は幼おさな馴な染じみの子がいいなー」

「君子、いろんな本読んでるね」

「八や重えちゃんも読んでみる？　貸そうかー？」

「私、活字見ると眠くなっちゃうから……」

「ところできみちゃん、お喋しやべりもいいのですが相変わらず箸はしが進んでいませんよ？　食べないなら私がその唐から揚あげを頂いただきますが」

「うー、硝しよう子こちゃん意地悪だー……」

「ちなみに私は女錬れん金きん術じゆつ師しと剣士の仲が気になります」

「あんたも読んでるんじゃん！」

「きみちゃんが貸してくれました。ひめひめももっと、男同士の恋愛もの以外にも……」

「ストーップ！　その話禁止っ！」

「で、それはそうときみちゃん、その唐揚げとこっちの卵焼きを交換しませんか？」

「あ、硝子ちゃんの卵焼き、食べたいー」

「私の必死の懇こん願がんが流された!?」

　……正直、かしましいことこの上ない。

　だけど、君きみ子こは楽しそうにしている。蜜みつが隣となりにいた頃ころの笑え顔がおとは少し違ったもので、多少の嫉しつ妬とも覚えるが、そんなのは些さ事じだ。彼女が幸せに日々を過ごしているのなら、それでいい。

　それに──。

　機き械かい人形と揶や揄ゆしても顔色ひとつ変えなかった硝子が自然に笑っているというのも、決して悪くはなかった。もちろんこちらも城き島じま晶あきらと同どう様ように好きな人格などでは断じてない。君子の傍そばにいる以上は機械であることなど許されないというだけだ。硝子が人間のように振ふる舞まえるのであれば、きっと君子は今よりもっと楽しい学校生活を送れるだろう。

「……ふん」穏おだやかな気持ちになっているのを自覚して、蜜は自身に失しつ笑しようした。

　──くだらない。

　君子が幸せであることと、自分がのほほんとしてしまっていることとは別問題だ。

　そして、自分がそんな気分になっていいはずがない。それは日常への歩み寄りであり、非日常から目を背そむけること。死に近付くに等しい愚ぐ行こうだ。

　それに所しよ詮せん、自分たちが身を置いているのは世界の取り合い、ゼロサムゲーム。硝子や城島晶も、いつどんな理由で敵対するともしれない。今だって別に味方になった訳わけではないのだ。

　食べ終わったパンの空あき袋ぶくろをくしゃくしゃに丸め、ゴミ箱に捨てようと立ち上がる。

　君子たちから目を逸そらそうとしたのと、同時だった。

「あ」硝子が、弁当を食べる手を止め、スカートのポケットの中に手を入れる。

　携けい帯たい電でん話わを取り出した。

　蜜は、どうでもいいことだ、と思い、彼女から目を逸らそうとする。しかし。

　その視線が、無む意い識しきのうちに止まった。

　俯うつむいて、携帯電話を眺めていた硝子の顔が──不意に、緊きん張ちようしたのだ。

　いつだって無表情を崩さなかった機械人形にしてはたいした進歩だとか、そんな皮肉を反射的に思い浮かべた蜜みつは、思い浮かべた直後に自身の呑のん気きな思考を嫌けん悪おした。

　硝しよう子こは立ち上がり、作り笑いを浮かべ、君きみ子こたちに告げる。

「……ちょっと用事ができたので行ってきます」と。

「え、まだお弁当食べ終わってないじゃんー」

「……急ぎなの？」

「ええ、すいません。すぐ戻ってきますから」

　挨あい拶さつもそこそこに、硝子は踵きびすを返し、教室から早足で出て行く。

　妙な予感が、した。

　何か急ぎの用事が入っただけだ、そう思うことはできない。

　何な故ぜなら今の硝子にとって『急ぎの用事』などそうそうなく、あるとするならば、非日常の──虚軸キヤスト絡がらみのものだけだ。

　詳しい事情を、蜜は知らない。

　城き島じま晶あきらの父親が実軸ランナに帰き還かんしたらしいこと。敵対している無限回廊エターナル・アイドルがそれに関係していたこと。あとは、津つ久く見み奏かなでという、日常を顧みない厄介そうな虚軸キヤストがいること。

　その程度だ。だからどんな事情で硝子があんなに急いでいるのかはわからない。

　──まあ、いいわ。

　君子の平へい穏おんを脅おびやかすようなら黙だまってはいないが、そうでなければ蜜には関係のないことだ。どのみち城島晶は、助力を仰あおいでくるのを遠えん慮りよするような人格など持ち合わせていない。なんのかんのと理由を付けて利用されてしまうのが落ちだが、そうなったらそうなった時。

　蜜は教室の隅すみにあるゴミ箱へと向かった。

「どうしたのかなー、硝子ちゃん」

「彼氏にでも呼び出されたのかな」

「あ、そうかもねー」

　君子と皆みな春はる八や重えが呑気に話をしている。

　その向かいで、姫ひめ島しま姫ひめがこちらに意味ありげな視線を向けていた。

　いかにも心配そうに、何か知らないか、とでも言いたげに。

　僅わずかに肩を竦すくめ、知ったこっちゃないわよ、と、通じるかはともかくアイコンタクトで返した。あとは無視。足を止めることさえせずに、ゴミ捨ての用事を済ませて席へ戻る。

　座ってもまだ姫島姫がこっちを見ていたので、少しだけ苛いらつきながら、蜜は机の中から適当に教科書を取り出して広げ、そっちに目を落とした。

　微かすかに胸の裡うちに湧わいた懸け念ねんを押し殺し、溜ため息いきを吐ついた。

「……私にどうしろって言うのよ、まったく」

　呟つぶやきは誰だれにも聞こえないように小さく。

　それでも苛立ちは消えなかった。

　舌打ちを混じらせながら、密ひそかに硝しよう子この出て行った教室の上かみ手てを一いち瞥べつする。




　結局、硝子が戻ってきたのはそれから十五分後。昼休みが終わりに近付いた頃ころ。

　顔はどこか思い詰めたような雰囲気で、君きみ子こたちに接する態度もどこかぎくしゃくしていて──蜜の苛いら立だちが解消されることはなかった。




　　　　‡




　週が明けて二日目、火か曜よう日びも滞とどこおりなく一日が終わった。

　津つ久く見み奏かなでと逆さか絵え、それに敷しき戸ど良りよう司じは特に何もアクションを起こすことなく、無限回廊エターナル・アイドルも姿を見せなかった。今日きようこれから何も起きないとは決して言えないが、危険は減っただろう。

　もっとも、自分が標的になる可能性は低いから、始終緊きん張ちようしている訳わけではない。

　速はや見み殊こと子こは自宅の居間でソファに身を沈めながら、大きく息を吐く。

「やれやれ、だ」

　夜十時、テーブルの上に置いたグラスに注がれた液体はグレープフルーツジュースだ。冷れい蔵ぞう庫こにはビールがあるからそれを飲んでもよかったが、減っているのがばれたら義は母はに怒られてしまうし、何より──もうひとりの家族も見張っているから仕方ない。

「きみちゃんさあ、お酒とか飲まないの？」

　共犯者にすればいいかも、とふと考え、洗いものをしている彼女に声を掛ける。

「えー、お酒ですかー？」ダイニングキッチンからは、可お笑かしいのだか呆あきれているのだかよくわからない間延びした声の返事。

「お酒は二は十た歳ちになってからですよー」

「いやいや、法律のことを言ってるんじゃなくて。ひょっとして本当に飲んだことないの？　たとえば硝子たちとお泊まり会する時とか、大人おとなの階段上っちゃおう！　とかさ」

「ないですよー。だって私たちいい子だし」

「……じゃ、今日飲んでみるのもいいかもね」

「え、何ですか？」

「いやいや、興きよう味みとかないのかなって」

「興味ないですよー。それに……」

　蛇じや口ぐちを捻ひねる音がして、君子の声がよく通るようになった。

「おばさんから『あのバカ娘に酒は飲ますな』って言われてますからひっかかりませんー」

「……ちぃ」

　義母の教育は行き届いているらしい。

　それも当然だろう。無ぶ愛あい想そうであまり感情を表に出すことのない義母だが、素直で朗ほがらかな君子のことを大いに気に入っている。言葉には出さないが、娘が増えたのが嬉うれしいようだ。

　──実の娘と同じで、ああいうタイプに弱いのかもしれない。

　そう思うと笑いがこみ上げた。

　蜜みつは母親とよく似ている。冷たそうな瞳ひとみと、薄うすい唇と、それから自分の感情を人に伝えるのが苦にが手てな性格。似ていないのは髪の毛くらいだろう。義は母はの髪は茶色がかった癖くせっ毛けだ。

「きみちゃん、洗いもの終わった？」

「終了ですー」

「じゃさ、こっち来てゲームしよっか。対戦」

「うー、また私を負かす気だ……」

　殊こと子こはテレビの横に備え付けてあるゲーム機きの電源を入れた。格かく闘とうゲームだ。現在のところ殊子の五十三戦五十二勝。一敗はわざと負けたのだが見抜かれて機き嫌げんを悪くされた。ぽやっとしているように見えるし実際行動はぽやっとしているが、案外鋭するどい。

「三十分だけですよー。ちゃんと課か題だいはしないとダメですからねー」

「はいはい」小言を洩もらしながら、それでもとてとてとこっちへ歩み寄ってくる。

　居間の電話が鳴った。

「あー……」君きみ子こは立ち止まる。

「きみちゃん、出て」立ってるものは親でも使え。殊子はひらひらと手を振った。

　はーい、と返事があって、着信の電子音が止やむ。

「もしもし、なお……じゃなかった、速はや見みですー」

　未いまだに名みよう字じを言い間違う辺あたりが可愛かわいい。まあ、家の電話にかけてくるのなら義母だろう。

「……あれ？　もしもし？」が、

「どうしたの？」

「なんか、切れちゃった……」

「間違い電話？」

「ですかねー」怪け訝げんそうな顔で君子は受話器を置く。

　次の瞬しゆん間かん、ぴりりりりり、とまた着信。「あ」今度は間かん髪はつ入れずに受話器を取った。

「もしもし、速見ですー」

「お、今度は間違わなかった。偉い偉い」小声で茶ちや化かす殊子。

「もしもし？　……あ、はい」それに気付かず応対しているのもまた可愛い。

　こっちを見た。気付かれたかなと思ったけれど、

「殊子さんにですよー」違ったらしい。

「……私に？」

「はい。みたいですー」

「誰だれ？」殊子は立ち上がった。

「名前は言ってないですけど……」

　名乗らずに家にかけてくる相手。或あるいは、と心の中でだけ身構える。

　──敵がこっちに接触を図ってくるとは思えないけど……。

　君きみ子こから受話器を受け取り、息を吸って切り出した。

「もしもし？」

『……なんであんたが出ないのよ』

　しかし、聞こえてきた声は、まるで見けん当とう外はずれな、実によく知った不ふ機き嫌げんなもので──。

「ありゃ」

『ふざけんじゃないわよ。あんたの家でしょう？　なんで君子が出るのよ』

「……これは珍しい」

『ちょっと、聴きいてんの!?』

　電話口で早くも声を荒げる義妹いもうとに苦く笑しようしながら、殊こと子こはちょい待ち、と言った。

「きみちゃん。悪いけどゲームは中止。あとさあ……」

「あ、はいー。お友達からですねー？　じゃあ私、部屋で本読みますー」

　視線で察してくれたようで、君子は居間の扉とびらに手を掛ける。

「ごゆっくりー」

「はい、ありがとね」

　彼女が階段を昇っていったのを見計らって、再び受話器へ視線を落とす。

　その向こうにいる──愛いとしの義妹、舞まい鶴づる蜜みつへと。

「で、みっちゃん、何の用かにゃー？　わざわざ電話くれるなんてお姉ねえさん嬉うれしいなあ」

『……煩うるさいわね。黙だまりなさいよ』

「いや、電話で黙ったら気まずいと思うんだけど……」

　どうやら一度目は、君子が出たのに驚おどろいて思わず切ってしまったらしい。

　というか、そもそもどうして携けい帯たいにかけてこなかったのだろうか。たぶん思い付かなかったのだろう。蜜は携帯電話を所持していない。

「ま、いいや。どしたの？　私の声が聞きたくなっちゃったとか？」

『そんな訳わけないでしょうこの莫ば迦か女おんなっ！』
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　おまけに電話慣れしていないようで、声量を調ちよう節せつできていない。歪ひずんだ声が耳に痛い。

　──からかうのはやめとこう。

「わかったわかった。で、何の用事？」

　殊子は尋きいた。まあ、実は用件はわかっている。

『……城き島じまたちのことよ』

「そうだろうと思った」

　前の事件から──つまり、硝しよう子こが虚界渦アンダーゲートを開放してから六日。学校は休みだったが、晶あきらたちの警けい護ごや森もり町まち芹せり菜なの捜そう索さくに奔ほん走そうし、ゆっくり話す暇ひまはなかったのだ。

「どうする？　今、電話越しでする？　それともどこかで会う？」

『あんたが家を出てどうすんのよ。誰だれが君きみ子こを守るの？』

「いやいや、みっちゃんがうちに来ればいいんじゃん？」

『誰があんたの家になんか行くってのよ！』

　からかうのはやめようと思った五秒後にやってしまった。

　──癖くせになってる。いけないいけない。

「ま、盗とう聴ちようってのはさすがにないか。で、何から話そうか？　みっちゃん、詳しいことあんま聞いてないでしょ？　森町芹菜の行方ゆくえがまだわからない、ってのは知らないよね？」

『は？　あんた何か勘かん違ちがいしてるんじゃない？』

　が、情報を伝えようとした殊こと子こに、蜜みつは呆あきれた声をあげる。

『そんなことどうでもいいわ。こっちが尋ききたいのはもっと別のことよ』

「別のこと、って？」

『あんた、今日きよう……城き島じまのふたりから、何か話を聞いた？』

「……は？」

　それは、殊子が予想していなかった質問だ。

「どういうこと？」

『聞いてない、か』

「何それ？」自然、声が低くなる。

　おちゃらけモードは少しの間封ふう印いんだ。殊こと子こは受話器を持つ手にほんの少し力を込めた。

『そう。あんたも知らないんならたいしたことじゃなかったのかしら』

「ちょっと待った、みっちゃん」

　逆に気を抜いた様よう子すの蜜みつをまるで諫いさめるように、

「説明して」

『……説明って言われてもね』

「いいから。頼む」

『……ち』蜜は面倒そうに微かすかな舌打ちをし、それから言う。

『単に昼休み、あの機き械かい人形がいきなり外に出て行ったってだけよ。食事の途中でね。で、帰ってきた後もなんか様子がおかしいように見えたから。気になった……それだけよ』

「それだけ？　他ほかには？」

『しつこいわね。そもそも私には関係ないし、どうでもいいでしょう？　あんたが何も聞いてないんだったら、何か仕出かそうって訳わけでもないだろうし』

　順当に考えれば、そうだ。

　晶あきらたちが虚軸キヤスト絡がらみの事件や思おも惑わくで動く時は、必ず里り緒おか殊子かに助力を仰あおぐ。

『全一オール・イン・ワン』の力の性質上、単独行動は危険だし、念には念を入れるという晶の性格もあるからだ。仮に何かが起きたとするなら、里緒か自分に連絡が行かないなんてあり得ない。

　でも──と。

　殊子は一いち抹まつの不安を覚えた。

　六日前に虚界渦アンダーゲートを開放したせいで『全一オール・イン・ワン』の性質が大きく変わったこと。

　そして、硝しよう子こがそのことについて妙に思い悩んでいたこと。

「……ひょっとして、焚たき付つけちゃったかにゃー」

『は、何？』

「いや、別に」

　或あるいは。

　晶自身──日常と完全に訣けつ別べつさせられたことで、何かしらの変化がなかったとも限らない。

　日常の終しゆう焉えん。

　それはつまり、こちら側への歩み寄りだ。

　こっちに対して冷淡に接することで日常に固執しようとしていたあの不安定な晶が、状況の逆転を境に妙な思い込みで突っ走る、その可能性はないだろうか？

「……、ま、心配することないんじゃないの？」

　考えた末に、殊子は軽い調ちよう子しでそう言った。

「私も何も聞いちゃいないし」

　蜜みつに対して嘯うそぶきながら、自身の猫っ毛を軽くいじる。

「それにさ、何かあったとしても、晶あきらクンも子供じゃないしね。必要なら言うでしょ。それからでも遅くない。……みっちゃんみたいに、家いえ電でんじゃなくて携けい帯たいに掛けてくると思うしー」

『あ……』指摘されてようやく気付いたのだろう。蜜が絶句した。

「しっかし可愛かわいいにゃーみっちゃんってば。でもさ、そういう性格、気を付けた方がいいかもよ？　何か行動起こす前に一回立ち止まってよく考えなきゃ」

『う……』

「『う』？　『嬉うれしいわ姉ねえさん、私のことをそんなに心配してくれるなんて』？」

『うるっっっっさいいっ！』

　絶叫。

　今度こそ本気で怒らせてしまったらしい。

『あんたのそういういちいち気に障さわる発言こそ気を付けなさいよ！　本気で殺すわよ!?』

　スピーカーがびしびし歪ひずんでいる。電話線越しに『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』が飛んできそうなほど。

『ああもうっ！　柄がらにもなく心配したのも間違いなら、あんたみたいなのにちょっとでも相談しようとした私の気の迷いが間違いだったわよ！』

「そういやさ、そろそろ左手、不便感じない？　治したげよっか？」

『煩うるさいって言ってんでしょこのバカ!!』

　それが捨すて台詞ぜりふ。

『バカ』の『カ』とかぶさるように、がちゃん、と、通話を切る音がけたたましく聞こえる。

　受話器を耳から十センチほど離はなしながら、殊こと子こは苦く笑しよう混まじりの呆あきれた笑えみを浮かべた。

「しっかし、猪ちよ突とつ猛もう進しんだな……」

　ま、仕方ない。今いま更さらどうしようもないだろう。

　単純だからこそ、あの娘こは可愛い。これで自分と同じような性格だったら、間違いなく厄やつ介かいで手のかかる最悪の義妹いもうととして殊子の前に立たち塞ふさがるに違いない。

　そしてそれは、蜜以外の他の人間たちも──たぶん、同様だ。

　里り緒お。佐さ伯えきネア。晶に硝しよう子こ。ついでに姫ひめや君きみ子こたちも。

　自分とまったく違う性格と性質を持った連中だからこそ、付かず離れず、敵対や対立することもなく、こうしていい感じの距きよ離りを保っているのだ。

　本ほん音ねを言えば、興きよう味みなどないし、どうでもいい。

　でも、殊子がこの世で最もどうでもいいのは自分自身のことで、だから自分とは異なった彼らのことは──少なくとも速見殊子という存在よりも大事にしようと決めている。

「お節せつ介かいだな、私も大たい概がい」

　ひとりごちてみるが、空むなしさも楽しさも感じなかった。

「……ま、しょうがない、か。乗りかかった船って奴やつだ」

　溜ため息いきとともに肩を竦すくめ、殊こと子こは居間のテーブルに置いてあった携けい帯たい電でん話わを手に取る。

　アドレス帳から番号を呼び出すと、耳に近付けた。
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　その日、午後十一時十一分。津つ久く見み逆さか絵えは、津久見奏かなでとふたりで、敷しき戸ど良りよう司じと森もり町まち芹せり菜なを隔かく離りしている『隠れ家』へと赴おもむいた。

　コンビニエンスストアで奏が購こう入にゆうした幾いく許ばくかの食料を持ち、ドアを開ける。

　部屋は暗く、明かりは点ついていなかった。

「……やあ敷戸くん、調ちよう子しはどうだい？」

　芝しば居いがかった言葉とともに、奏は扉とびらの横に備え付けられたスイッチを入れる。

　蛍けい光こう灯とうの瞬またたきとともに照らし出された敷戸良司は、部屋の隅すみに座り込み、明めい順じゆん応のうの負担もものともせず、上うわ目め遣づかいにこっちをじっと睨にらんでいた。

「お前、どういうつもりだ？」

「事前に言っておかなかったのは済まないと思ってるよ」

「……そういう問題じゃねえだろうが」

　彼の怒りも当然だ。

　今日きよう一日、何の知らせも受けずに部屋に閉じ込められていれば、誰だれだって腹を立てるだろう。立てないのは自分のような機き械かいくらいのものだと、逆絵は思考した。

「理由を言え」

「連絡する時間がなかったんだよ」

「そうじゃねえ！　とぼけるな！」

　もったいぶる奏に対し、頭に血を上らせている良司。

　会話の効率が低いので、彼女は口を挟んだ。

「今日はあなたに学校に行ってもらう訳わけにはいかなかったのよ」

　もちろん津久見奏の前なので、人格設定は『逆絵』だ。それも感情を排したＢモードではなく対外的なＡモード。いちいち切り替える不便は感じない。機械にそんな感情はない。

「休校が明けて二日目。城き島じまくんがあなたに接触を図るのは目に見えていたわ。本来なら昨日きのうも行くべきではなかったと思うのだけど……奏兄にいさんと無限回廊エターナル・アイドルがどうしても城島くんに痛い目を見せてやりたいというから許可したの」

「俺おれが晶あきらと会ったらどうだって言うんだ」

「あなたは寝返るわ」

　理解していないようだったので、言った。

「……寝返るも何も、俺おれはお前らの側についた訳わけじゃねえ。でもな、だからって……俺が晶あきらの味方になるってお前らは思ってんのか？」

「ええ、思ってるわ」

「何度も言っただろうが！　俺が一番危険だと思ってるのはあいつだぞ!?　なのに……」

「本当にそうかい？」半ば吐き散らしたような声に答えたのは、奏かなでだった。

「だったら、きみはとんだ間抜けだよ」

「何……だと？」

「きみはね、敷しき戸どくん。『城き島じまくんが危険だと思ってる』なんて言いながら、彼がどの程度危険なのかをまるでわかっちゃいない。無理もないかもしれないね。きみは……やっぱり未いまだに心のどこかで、彼のことを友人と考えてるんだから」

「奏兄にいさん、それは違う」

　奏の言葉にやや誤ご謬びゆうがあったので、逆さか絵えは訂正する。人格設定を、Ｂモードに切り替えて。

「敷戸良りよう司じは今も彼のことを友人と考えている訳ではない。ただ、友人である城島晶しか知らないだけ。『全一オール・イン・ワン』……虚軸キヤストである彼のことを知らないが故ゆえ」

「……どういうことだ？」

「あなたは彼の本質を知らない。彼の手て管くだを知らない」

　尚なおも『わからない』という顔をしているので、更さらに続けた。

「今日きよう学校に行けば、あなたは必ず彼に説得されていた。いや……それは説得などとはとても呼べない洗せん脳のう。反発すれば同情を誘われ、理屈で返せば論ろん駁ばくされ、強気に出れば不安を煽あおられ、力に訴えれば策さくを弄ろうされ、そうして知らず知らずのうちに逃げ道を失なくし、騙だまされているともわからずに騙されて、森もり町まち芹せり菜なの居場所を必ず推測されていた」

「俺は、そんなヘマは」

「そういうレベルではない」

「つまり……きみはね、敷戸くん。下手を打ったとも気付かないまま、負けるんだよ」

　奏が得意げに言い始めたので、そちらに任まかせる。

「彼の言うことが正しいと思い直すかもしれない。彼の言うことなど決して聞いてやるかと頑がん強きようになるかもしれない。でも城島晶にとってはそんなあなたの感情さえも計算のうちなんだ。きみがどうなろうと知ったことではなく、ただ目的を……森町芹菜の居場所を聞き出すということを秘ひ密みつ裏りに達成する。きみが仮に自分で口を割ったと思っていなくとも、彼が会話の中で答えを得れば、それは喋しやべったのと何の違いもない。そしてそれができるのが城島晶なんだよ」

　仰ぎよう々ぎようしい奏の科白せりふに、敷戸良司は口を噤つぐんだ。

　反論したいけれどできない、そんな表情だった。

「……とは言え、きみに何も言わず、結果的にまる一日閉じ込める形になってしまったのは謝あやまるよ。説明してる暇ひまがなかったんだ。悪かったね」

「奏かなで兄にいさん、違うわよ」

　空気が剣けん呑のんになっていたので、逆さか絵えはフォローを入れた。何より、このような無む駄だな会話を交わしていることに意味を見み出いだせなかったので、話を進めることにしたのだ。

「敷しき戸どくんが本当に怒ってるのは、自分が閉じ込められたことに対してじゃないわ」

　そうしてコンビニエンスストアの袋を床ゆかに置くと、寝室へ繋つながるドアへと目を向ける。

　ち、と舌打ちをする良りよう司じを後しり目めに、扉とびらを開けた。

「今日きよう一日、どうだった？」

「眠ったっきりだ。飯も食わせてやれてねえよ。……お前らが来なかったせいでな」

　恨うらめしげな返事が背中越しに返ってくる。

　寝室の電気を点つけた。

「目を覚まさせてくれる？」

　ああ、という良司の声に反応するかのように。

　部屋の隅すみに座り込んでいた雑種の成せい犬けんが立ち上がり、ベッドの横へと歩み寄る。

　その犬──虚軸キヤスト『深淵に罹る熱ドリームシアター』は、僅わずかに尻尾しつぽを振った。

　直後、無言で。

　仰あお向むけに寝息を立てていた、森もり町まち芹せり菜なの両目が、ゆっくりと開く。

「おはよう、芹菜ちゃん」

　呼び掛けに反応して、その視線がぼんやりと、逆絵の顔を眺めた。

「気分はどうかしら。よく眠れた？」

　返事はない。

　廃人か赤ん坊のように、きょとんとした顔を崩さない。

「まずはお風ふ呂ろに入れるわね」だから彼女の背に腕を回し、ゆっくりと上半身を起こさせる。

　ふと思考した。

　逆絵が記き録ろくとして所持している『城き島じま鏡かがみの記き憶おく』にある芹菜は、身長も低く、まだ幼かった。それが今や、身長は平均以上に伸び、顔付きもまた年とし頃ごろの少女のそれだ。

　ただし無む論ろん、感かん慨がいなどはない。機き械かいの思考回路はそのようなものを持たない。ただ事実を事実として認にん識しきしたのみで、それに伴う心しん拍ぱく数すうの変化や脳内化学物質の分ぶん泌ぴつは皆無だった。

「さ、起きられる？　ゆっくり歩いてお風呂場まで行きましょう」その代わりに、優やさしい──まるで母親のような笑えみを作成し、逆絵は芹菜を立ち上がらせた。

　彼女はそれにも反応しない。

　ただ黙だまって、まるで命令されたからそうするように、ゆっくりと歩き始める。

「……大丈夫か？」芹菜を抱えて居間へと戻ってきた逆絵に、良司が心配げな表情を向けた。

「大丈夫よ。お風呂から上がったらご飯を食べさせましょう」

　だからそれにも微笑ほほえみを向け、玄関の横にあるバスルームへと向かう。

「じゃあ、三十分くらいで済むけど……覗のぞいちゃダメよ？」
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　試しに、冗じよう談だんめかしてそう言ってみた。

　相手は無言。真ま面じ目めな、思い詰めた表情で頷うなずきもしない。

　逆さか絵えはそれに愛あい想そ笑わらいで返すと、芹せり菜なを脱衣所へと押しやった。




　それから五十分の後のち。芹菜の身体からだを洗い、食事をさせ、再びベッドへ寝かしつけてから──その場の雰囲気は、再び剣けん呑のんなものとなる。

「さて、じゃあ一段落ついたところで、本題だね」

　それまでずっと無言だった奏かなでは、再び芝しば居いがかった饒じよう舌ぜつな態度で口を開く。そんな奏の態度に逆絵は正直なところ意味を見み出いだせないが、指摘する必要性もないので黙だまっておいた。

「敷しき戸どくん。僕らは明日あした、城き島じま晶あきらと一戦交えることになったんだ」

「……そうか」良りよう司じは奏の言葉に一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたようだったが、

「で、俺おれをどうするつもりだ？」

　すぐに冷静になり、そう尋きいてきた。

「どうもしないさ。強しいて言うなら、傍ぼう観かんしておいて欲しいってとこかな」

「私たちはあなたに、敵にも味方にもなって欲しくないと考えているの」

「そういうこと。明日は……城島樹いつきと城島晶の対面なんだ。だったら親子水入らずでっていうのが人情だろう？　きみがいると城き島じまくんも集中できないだろうからね」

　良りよう司じはその言葉に、十秒ほど思考を巡めぐらせ、

「……納得できねえな」やがて訝いぶかしむような声をあげる。

「別に俺おれが行かなくてもいいっていうのは構わねえ。来いって言っても断るくらいだ。でもな……お前らの目的は何なんだ？　晶あきらと一戦交えるってなら、戦ってどうするつもりだ？」

　その質問に答える権限は奏かなでにはない。故ゆえに、逆さか絵えは口を開く。

「排除するかどうかはその時次第ね」

「その時次第、だと？」

「ええ。それは私たちが決めることではないの。樹いつきさんが決めること。そして樹さんの決断は今はまだ出ていない。だから『その時次第』としか言えないわ」

「随ずい分ぶんな自信だな」良司は眉まゆをひそめた。

「排除するだなんてさらりと言うのはいいが、晶と硝しよう子こちゃんのふたりをどうやって負かすってんだ？　……正直、お前らがあっさりと殺されてもおかしくねえ」

　それは、晶を庇かばっているのか。或あるいは恐れているのか。

　どちらにせよ、買いかぶっていることには変わりない。

「そうかしら？　決して不可能ではないと思うけれど」

「あの『世界の終わりカーテンフオール』を前にしても、か？」

「そうね」逆絵は首しゆ肯こうする。嘘うそを吐つけとは言われていない。

「確たしかにあれを前にすれば、私たちの誰だれもが消滅させられるしかないわ。言ってみればあれは、問答無用で対象を滅ぼし尽くす最終兵器。どんな防ぼう御ぎよも紙の盾たてに等しいわ」

「だったら……」

「だったら、ではないわ。だからこそ、なのよ。簡かん単たんなこと」

　大きな理由としてはまずひとつ。

「……私たちは、ひとりじゃないのよ？」

「おい……待てよ。つまりお前ら……」良司の表情に驚きよう愕がくが混じる。

「そうだよ、敷しき戸どくん」それに対し、奏は楽しそうにくつくつと笑った。

「仮に僕を滅ぼせば、向こうはしばらく『世界の終わりカーテンフオール』を使えない。それどころか不定量子回路も使えずまるで無力になるから、その時点で逆絵か無限回廊エターナル・アイドルに殺されるだろう。逆絵たちや無限回廊エターナル・アイドルを標的にしても同どう様ようさ。要するにそれぞれがそれぞれの壁かべになればいいだけの話なんだよ。そして向こうだってそれをわかってるから、尚なお更さらだ」

「……お前ら……自分が捨て石になるかもってことを前提にしてやがるのか……？」

　良司の顔に見えるのは、畏おそれだった。

　無理もない。頭では良司もわかっているだろう。

　確かに理り論ろん上じよう『全一オール・イン・ワン』は、自身の世界を安易に呼び出す訳わけにはいかない。一回の虚界渦アンダーゲート開放で作成できる武器はせいぜいひとつ。その上で使った後に待っているのは機き能のう停止だ。だとしたらそれは必然、一対一まで持ち込んだ後の奥の手にしかならないだろう。

　だが、その事実があるにせよ、向こうに奥の手があることは変わりないのだ。

　理屈の上で安全だからといって、それを実行できるかどうかは別問題。

　それができるのは──自身の死を省かえりみる頭のない狂人か、或あるいは自身が滅ぼされるかもしれないという恐怖を可能性としてしか処理しない、自分のような機械だけ。

「まあ、こちらがひとりじゃないのと同様に向こうだってひとりじゃないけどね。複数対複数の潰つぶし合いになる。だったらことはそんな単純にはいかないさ。やりようによっては幾いくらでも勝ち目がある。……事実、純粋に一対一の勝負になった時……僕は少なくとも『有識分体分裂病』や『目ハ覚ラまハしラ時計』には絶対に負けない」

「まあ、明日あしたはさすがに潰し合いにはならないわ。一度ですべてを終わらせようなんて、それは傲ごう慢まんだもの。のんびりとやることにするから、敷しき戸どくんもその間に自分がどうするかをじっくり考えておいてね？　もちろん私たちは、悪いようにはしないわ」

　逆さか絵えは良りよう司じに告げると、そろそろ行きましょう、と奏かなでを促うながした。

「そうだね。明日は早い。ちゃんと眠っておかなければならないし。……そういう訳わけで敷戸くん、済まないんだけど明日も学校は遠えん慮りよしてもらえるかな？　夜にはまた来るよ。まあ、もし僕が死んだら『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』の閉へい鎖さ空間も自動的に消しよう滅めつするから、その時はここから出るなりなんなり、好きにしてくれて構わない」

　自分の命にすら頓とん着ちやくしないようなその言葉に、良司は無言。

　返事を待つ必要はない。逆絵は奏とともに踵きびすを返すと、玄関へと歩き始めた。

　問い掛けは、ドアノブに手を触れたのと同時だった。

「……なあ……森もり町まちは、元に戻るのか？」

「大丈夫よ」逆絵は、首だけで振り返る。

「徐じよ々じよによくなってきてるじゃない。もうじきよ」

「……そうか」

　奏が扉とびらを開く。

　それに続いて逆絵も靴を履はき、外へと一歩を踏み出す。

　ドアを閉めると、空間は隔かく絶ぜつされる。

　どんなに叫んでももう良司の声はこちら側に届かない。

「……ふふ」ドアノブから手を離はなすと同時、奏が嘲あざけるような含み笑いを洩もらした。

「まったく、彼もおめでたいよ」

　それは優ゆう越えつ感かんと憐あわれみを込めて相手を見下した、津つ久く見み奏特有の声。

「いくら常識外の現象を目の当たりにしても……好きな人が変貌してしまうのを見たとしても、その程度で人間が廃人同様になってしまう訳がないのにね」

　相あい槌づちを打つ必要もなかったので、逆さか絵えは返事をしない。

　空を見上げると、綺き麗れいな月夜だった。

　綺麗という感情など持ち合わせてはいないから、統計的にそう結けつ論ろん付けた。




　　　　‡




　季節は初秋。

　まだ日の出は早く、朝の七時にはもう熱ねつっぽい日差しが外を照らしていた。

　普ふ段だんなら、学校に行く前の、慌ただしくものんびりとした時間を過ごしている頃ころだ。けれど今日きようはもうそろそろ、家を出なければならない。そして行く先は、学校ではない。

　いつもよりも一時間ほど早く起き、朝食を摂とった。

　制服に着替えるのはいつも通り。これは再び日常に帰ってくるという意志表示。

　荷物は持たない。これは今から非日常に赴おもむくという意志表示。

「……そろそろいいか？」

「はい、マスター」

　居間のソファから立ち上がった僕は、硝しよう子こを促うながすと軽く伸びをする。

「そう言えば、あと一週間もすれば間あい服ふくですね」

「そうだな。だったら今日、制服がぼろぼろになってもいいな」

　思い出したように関係のないことを言った目の前の少女に、冗じよう談だんで答えた。

　緊きん張ちようはあまりない。

　これで最後にしようというほどの大たい層そうな覚悟はないからかもしれない。目的ははっきりしている。そういう意味で、向こうから誘いをくれたのはありがたくさえある。

　昨日きのう、昼休み──津つ久く見み奏かなでに呼び出された僕は、屋上で告げられた。

　きみの父とうさんがちょっと会いたがってるよ、と。

　時間は朝七時三十分。場所はうちの近所の公園。

　予想していた通り、条件は僕と硝子のふたりだけで来ること。

　正直、父さんに尋ききたいことは山ほどある。だけど恐らくは戦いになるだろうし、何よりあの父さんがまともに会話をしてくれるかどうかは怪あやしいだろう。向こうの目的がまったくわからないのに多少の不安はあったが──どっちみち、平和で穏おん便びんな再会などがある訳わけもない。

　少なくともりなちゃんを取り戻さなければ、先には進めないのだ。

「電気ガス水道は既すでに確かく認にんしました」

「そっか。じゃあ……」

　玄関に立ち、靴を履はき、ふたり並んで。

「……行くか」

　扉とびらを、開ける。

「あら、早いじゃない。……もう用意できたの？」

　門の向こう、外に立っているのは、津つ久く見み逆さか絵え。

「わざわざ出迎えとはご苦労なことだな」まさかこんな早くに家の前で待っているとは思わなかったので微かすかに驚おどろいたが、それでも平然を装よそおって、僕は皮肉を言う。

「ええ」

　逆絵は学校にいる時とは明らかに違う、どこか母かあさんを連想させる笑え顔がおで、目を細めた。

　僕はそれに反へ吐どが出る思いをする。

「迎えに行ってこいとの、マスターの命令なので」

「……マスター、か」

「そうよ。私は機き械かいだもの。そして彼は私の所有者。だからそう呼んで当然でしょう？　……機械である硝しよう子こが、所有者であるあなたのことをそう呼んでいるように」

「あなたの口からそのような言葉が出てくるのは不快です」

　毅き然ぜんとした声で応こたえる硝子の目は、じっと彼女を見み据すえている。

「『不快』ですって？　しばらく見ないうちに変なことを言うようになったのね、硝子。やっぱり故障でもしているの？　それは人間の言葉よ」

「僕らの前にあんただけのこのこ出てきて、殺されるとは思わなかったのか」

「あら、殺すつもりなの？」

「場合によってはそうするさ」

　彼女がどんな虚軸キヤストであるのかはわからない。だが、自らを機械と称し、父とうさんのことをマスターと呼ぶのであれば──硝子に近い性質を持っている可能性はある。そうでなくても、固定剤リターダが傍そばにいないこの状況は戦いやすいのも確たしかだ。

「ふふ、本気のようね。ちゃんと割り切ってるようで、母さん安心したわ」

「誰だれが『母さん』だ。ふざけるなよ」

「あら、ひょっとしてあなた、まだ認めていないの？」

　逆絵は制服のスカートを翻ひるがえし、楽しそうにくるりと一回転する。

「まあ、もし今からあなたたちがやるのであれば、私も黙だまってやられはしないわ。でも、口だけの脅おどしでしょう？　あなたの母親を自称する私に、あなたは手を出せない。信じてはいないようだけど、それでも、ね。違う？」

「どうだろうな。『違う』と答えたらあんたはどうするんだ？」

「そりゃあ抵抗するわ。つい今言ったばかりだけど」

　里り緒おの『有識分体分裂病』のように、単体でも戦える類たぐいの虚軸キヤストなのか。それともはったりなのか。

　だが、腹の読み合いをしていても仕方ない。

　確かに言う通りではある。逆絵の正体はともかく僕には父さんに尋ききたいことが山ほどあって、その交渉の場に立つためにも今ここで彼女に攻こう撃げきをくわえる訳わけにはいかない。

「場所は？　公園なんだろ」

　公園。それは、五月、無限回廊エターナル・アイドルが姿を見せた最初の事件の時に里り緒おと話をした場所であり、つい一週間前に良りよう司じと訣けつ別べつした場所でもある。

「そうね。昔はよくあそこで遊んだわね。覚えてる、硝しよう子こ？　私とブランコに乗ったの」

「記き憶おくしています。でも、鏡かがみとあなたが同一の存在である保証などありません」

「そんなこと言って、演算ではもう答えは出てるはずなのに」

「確たしかに私は機き械かいです。演算に頼りもしましょう。ですが……世界を理解するためのツールは、演算だけではありません。昔はともかく、今は違います」

「やっぱりあなた、故障中よ」

　逆さか絵えは子供のように口を尖とがらせた。それは母かあさんの癖くせで、僕は眉まゆをひそめる。

「ま、いいわ。行きましょうか……『全一オール・イン・ワン』」

　逆絵はそう言うと、先に立ち、無防備に背中を見せ、てくてくと歩き始めた。

　あの並木道懐なつかしい、とか。

　お隣となりの古ふる国ご府うさん引っ越しちゃったの、とか。

　道中、そんな──愚ぐにもつかない、僕を動揺させるためとしか思えないことを言いながら。




　やがて、公園の入り口が見え始める。

　そこでは津つ久く見み奏かなでが金かな網あみに背を預け、気き障ざな態度で待ち構えていた。

「やあ、城き島じまくん。いや……『全一オール・イン・ワン』。単独で来たんだね。びっくりしたよ。てっきり仲間を引き連れてやってくるかと思ったのにね」

「硝子と僕だけで来いって言ったのはお前だろう？」

「はは、そうだったね。……ま、どうでもいいさ。今回は観かん客きやくなんて必要ないそうだから。それに……そんなことを言って、どこかに仲間を忍ばせていないとも限らないしね」

　そう警けい戒かいさせておく方がこちらにとっても都合がいい。

　だから、どのみち最初から里緒たちを巻き込むつもりはなかったということは隠しておく。

「どちらにしたって、今日きようここで殺し合うかどうかは僕が決めることだ。御ご託たくはいい。案内しろよ。……公園の中にいるんだろう？」

「まったくせっかちだなあ。仕方ない。じゃあ……おいでよ」

　津久見奏は逆絵を連れ、手招きしながら公園の中へ入っていく。

　硝子と頷うなずき合い、離はなされないように手を繋つなぎ、彼らの後へ続く。

　そうして、入り口を抜け、正面に見えるジャングルジムの下──。




　僕らは四年と五カ月ぶりに、あいつと再会した。
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　晶あきらと硝しよう子こが公園に足を踏み入れた、それと同じ頃ころ。

　城き島じま家けと挟はさ間ま学園の中間ほど、国道沿いにあるビルの屋上に、柿かき原はる里り緒おはいた。

　それほど大きなビルではない。入っているテナントも怪あやしげな興こう信しん所じよや誰だれも利用しない立体駐ちゆう車しや場じようなど、傾向がてんでばらばらだ。外がい観かんも古びていて、朝も早いこの時間に出入りする人間は皆かい無むと言ってよかった。だから、屋上に陣じん取どるにはうってつけで──里緒はここ数日、森もり町まち芹せり菜なを捜そう索さくする時の拠きよ点てんとしていた。

　だけど、今は違う。別に捜索をしている訳わけではない。

「うん。そう。里緒の方は大丈夫だよ……うん」

　フェンスに背を預け、里緒は携けい帯たい電でん話わを手に、話をしていた。

「はーい。じゃ、気を付けてね。またね」

　頷うなずき、笑えみ、何ごとかを呟つぶやいてから、通話を切る。ジャージのポケットに電話を仕し舞まうと、足あし許もとにいた小こ町まちが、にゃあ、と鳴いた。

「わかってるよ、小町」返事をして、フェンスから離はなれる。数歩を踏み、空を見た。

　天気は快晴。こういう日はやっぱり屋上にいるのが一番気持ちいい。

　空に近い場所で、自分はたったひとり。世界で唯一の存在であることを実感できる。

　ともあれ──、

「さ、もういいでしょう？　出ておいでよ」

　いつまでものんびりとそうしている訳にもいかないので、里緒は背筋を伸ばして給水塔へ向き直ると、大きな声で呼び掛けた。

「……く、く」

　ややあって。

　含み笑いとともに、ゆっくりと、のんびりと、給水塔の向こうから、そいつが現れる。

「随ずい分ぶんと大おお仰ぎようだな、『有識分体分裂病』」

　だから里緒は、そいつの名前を呼び、微笑ほほえんだ。

「来てくれて嬉うれしいよ……『無限回廊エターナル・アイドル』」

「ふん。わざわざ町中に自身を増ぞう殖しよくさせて俺おれを追い掛け回すか。さすがにそうなると、厭いやでも来ない訳にはいかんだろうさ。まったくご苦労なことだ」

　前回会った時とは姿が違っている。しかし里緒にとってそれは無意味なことだ。

　無限回廊エターナル・アイドルは無限回廊エターナル・アイドル──他ほかの何ものでもなく、里緒自身、外見で判別してもいない。

「しかし、何な故ぜ俺が別行動を取るとわかった？」

「無限回廊エターナル・アイドルがそうするかどうかはわからなかったよ。でも、全員が同時に晶と会うなんて変だよね。だって、晶が留る守すにしている間に学校を攻めるのは充分に考えられるもん」

「お前自身の発案ではないな。失敗作が策さくを弄ろうしたのか？」

「晶は関係ないよ」里緒は眉まゆをひそめ、悲しげな顔で俯うつむいた。

「晶あきらは……硝しよう子こも、何も言わなかった。言ってくれなかったもん」

「……失敗作は何も言わなかった、だと？」

「うん。変だよね。無限回廊エターナル・アイドルもそう思うでしょ？　いつもなら真っ先に里り緒おを使ってくれるのに……晶は相談もしてくれなかったよ。里緒、悲しかったな」

「くく……お前のことに嫌いや気けが差したんだろうな」

「違うよ。無限回廊エターナル・アイドルは何もわかってない」

　その言葉に、里緒は表情をいっそう沈ませる。

「晶はね、里緒のことが嫌いになったんじゃないよ。……だから里緒は悲しいの。嫌いになったんなら使ってくれなくて当たり前だよ。でも、嫌いになってないのに使ってくれないなんて、晶じゃないよ。だから里緒は悲しいの。晶が晶じゃないから、悲しいの」

　──そうだ。

　晶は恐らく、硝子とふたりきりで戦いに行くことを選んだ。

　そのことが何よりも、里緒の胸を痛ませる。

　自分を、他者を容よう赦しやなく使し役えきする晶こそが大好きなのに、何な故ぜそうではなくなってしまったのか、と。誰だれも感かん付づいていなければ、誰も何も知らないままだったのだ。

「でも、朝でよかった。昼とか夕方とか夜だったら、里緒も疲れちゃうもんね」

　今日きようは一日、ここで過ごすつもりだった。

　学校の周囲に分裂させた小こ町まちを放ち、無限回廊エターナル・アイドルと津つ久く見み奏かなでと津久見逆さか絵え、その三人を徹てつ底てい的てきに捜す。そして、単独でいる者を小町で追い、誘おびき寄せる。

　それが里緒の役目だ。

　晶に命令された訳わけではないけれど、それでも里緒の役目だ。

「なるほど、別に今日だという確かく信しんもないのに網あみを張った訳だ。ご苦労なことだな」

「このくらいなんでもないよ」

　小町を傍そばに、里緒は身構えもせずに屈くつ託たくなく破は顔がんする。

　が、その笑えみが、再び淀よどむ。

「でも……こんなことして、晶は怒らないかな？　ねえ、無限回廊エターナル・アイドルはどう思う？」

「ふん。それを俺おれに尋きくか。相変わらず世界法則が混こん濁だくしきっているな」

　無限回廊エターナル・アイドルは可お笑かしそうに身を捩よじらせて、それから詰まらなさそうに言った。

「あの失敗作は怒りはしないさ。それが、失敗作が失敗作たる所以ゆえんだ。あいつは日常を完全に捨て去ったことで、非日常の方を大事にし始めたんだろう？　まったくくだらない、愚おろかなことだ。樹いつきが知ったらさぞかし失望するに違いない。いや……失望はしないか。最初から期待していない人間に、失望などしても意味はない」

　饒じよう舌ぜつに喋しやべりながら一歩を踏み出し、里緒の方へと近寄る。

「しかし、あれは七月だったか？　あの時と同じだな」

「ううん」里り緒おは首を振った。

「前に会った時とは違うよ、無限回廊エターナル・アイドル。もう里緒は、無限回廊エターナル・アイドルとは友達になれないもん」

「くく、そうか。しかしお前が……」

　──と。

「ああ、そうそう、それと……」

　得とく心しんした無限回廊エターナル・アイドルの言葉を遮さえぎって、里緒は唐とう突とつに言った。




「……三度目だよ」




　瞬しゆん間かん。ひゅん、と。

　風を切る音が、無限回廊エターナル・アイドルの頬ほおを掠かすめた。

「む……っ？」深く切れた傷口から血が滴したたるよりも早く、里緒は次の攻こう撃げきに移る。

　がり、と。今度は右足のアキレス腱けん。

　小こ町まちがその牙きばを突き立て、無限回廊エターナル・アイドルの姿勢を崩す。

「残念だね、無限回廊エターナル・アイドル」

「く、おおっ!?」次は左腕。四匹の小町。

　がむしゃらに飛びつき、まるで爪つめを研とぐかのように掻かきむしる。

「里緒はね、あの時よりもずっとずっと、晶あきらに嫌われたくなんかないし、晶の役に立ちたいよ。……それがあの時と違うところ。だから本当はね、別に頼まれなくてもいいし、怒られてもいいんだ。だって、友達だもん。里緒と晶は、友達だもん」

　両の目玉。小さな腕ごと突き入れて、抉えぐる。

「昨日きのうの夜、言われたんだ。ケンカしても仲直りできるのが友達だよ、って。怒られたり嫌われたりしても仲直りすればいいんじゃない？　って」

　それから胸。噛かみ付き、発狂した赤ん坊のように離はなさない。

「そうか、って思った。……無限回廊エターナル・アイドルはそんな気持ち、持ってないみたいだからわからないかもしれないね。でも、里緒にはよくわかるよ。だから里緒はもう晶の敵を敵として見ることにしたんだ。無限回廊エターナル・アイドルも同じ。晶の敵だから……里緒の敵だよ」

　無限回廊エターナル・アイドルの身体からだに次々と小町が群がっていく。振りほどかれれば離れ、再び攻撃し、毛皮を朱しゆにしながら矢や継つぎ早ばやに、まるで巨大な羽は虫むしのように。

「さあ、どうしたの？　死ぬの？　この程度で死んじゃうの？　まだ里緒は世界を呼んでもいないよ？　前に遊んだ時は里緒がやられちゃったから、今度は無限回廊エターナル・アイドルの番なの？」

　その言葉には一片の容よう赦しやもない。

　行動は躊ちゆう躇ちよなく、迅じん速そくに、相手に反撃の隙すきを与えない。

「里緒は頭が悪いから、駆け引きとか騙だまし合いとか、そういうのよくわからないんだ。だから……どんどん行くよ。痛くてもやめてあげないよ。だってこれが里り緒おの役目だもん。晶あきらから言われた訳わけじゃなくて、自分からそうしようと決めた、役割だもん」

「く、ぎ……」

　赤に染まる白の中心にいた標的が、声をあげた。

「ぐ、くは！　く、くくく……ひ、はははははははは！」

　哄こう笑しようだった。

　血混じりの絶叫にも似て、無限回廊エターナル・アイドルは笑い始めた。

「そ、うか！　そうかそうか！　なるほどこれは面おも白しろ、い、！　あいつは……あいつは、世界を敵に、回す、か、代わりに、、世界の敵を、味方に……！　した、か！」

　直後。

「……だが、小こ賢ざかしい！」

　無限回廊エターナル・アイドルに群がっていた小こ町まちが、一斉に──反発する磁力のように吹き飛ばされた。

「治せ、『卑小演算F<O』」

　そして、両目を抉えぐられ身体からだ中じゆうから血液とともに筋肉や脂肪を覗のぞかせていた身体が、時計とけいを逆回ししたように元に戻る。それどころか、着ていた服さえも同どう様ように。

「ふん。同じ相手と二度もこうしてやり合うことになるとは思わなかったぞ」

「里緒は別に構わないよ。……どのみち里緒じゃ、無限回廊エターナル・アイドルを殺すことはできないしね」

　それでも、里緒は動じない。

　実際、無限回廊エターナル・アイドルをこの世界から消すことは、里緒には無理だ。

　身体に幾いくらダメージを与えても所しよ詮せんは固定剤リターダを破損させるだけに過ぎない。それは七月に一度戦ってよくわかっている。たとえ『乖離に至る病クリアランスゼロ』にこの世界を塗り替えたとしても、向こうの優ゆう位いは揺るがない。無限回廊エターナル・アイドルを消せるのは、虚軸キヤストの中で唯一、晶あきらと硝しよう子こだけ。

「それがわかっていて、何な故ぜ戦う？」

「無限回廊エターナル・アイドルをここに足止めするためだよ。学校にも、晶のところにも行かせないように」

「そんなことをして何になる？」

「学校はね、晶や硝子や殊こと子こやネアや蜜みつが、大事にしてるところなんだ。だったら友達の里緒も、学校を大事にするよ。それに……晶のところに無限回廊エターナル・アイドルが行ったら、晶が困るもん」

「……確たしかにお前は変わったな『有識分体分裂病』」

「別に里緒は変わってないよ。ただ、考え方を変えただけ」

「ふん。そうか」

「そうだよ」

「だったら……」

「だったら……」

　無限回廊エターナル・アイドルは身構える。

　里り緒おもまた、周囲に小こ町まちを配置しなおす。

　そして──。

　ふたり同時に、叫んだ。




「「──存分に殺し合おう！」」




　無限回廊エターナル・アイドルの周囲に、半透明の赤い球体が十二、まるで水中の泡のように出現した。

「……『限定領域アクイーズ』」

　掌てのひらで転がせる程度のそれを周囲に纏まとい、同時に、

「それから『優しい自殺ジヤツク・イン・ザ・ナイフ』」

　湾わん曲きよくしたナイフを両手に、里緒へと突進してくる。

　短刀の方は一度見ている。斬きり付けたものを裏返し破裂させる虚軸キヤストだ。もうひとつの方は知らない。けれど、見ていようが見ていまいが、里緒のやることは決まっている。

「小町！」

　それらすべてに、分裂させた小町を飛びかからせながら、大きく横へ跳はねた。

　無限回廊エターナル・アイドルが『限定領域アクイーズ』と呼んだその泡に触れると同時、白猫の身体からだがごりごりと音をたてながらバターのように抉えぐられる。ナイフに切り裂かれたものは花火のように内ない臓ぞうを飛び散らせる。が、それでも次々と小町たちはそれらに群がっていく。

　球体ひとつに七匹──雀すずめ蜂ばちを体温で焼き殺す蜜みつ蜂ばちのように、小町の身体で覆おおう。

　一匹が死ねばまだ無傷の一匹が分裂。別の一匹が死ねば更さらに一匹が分裂。

　球体が一度に複数を殺せる大きさではない以上、その肉の檻おりは破られることがない。

「……くく、ははっ！」

　ナイフで次々と小町を破は砕さいしながら、無限回廊エターナル・アイドルは里緒に直接傷を与えようと迫ってくる。

　だから、手首を齧かじり落とすことにした。

　白い身体が『優しい自殺ジヤツク・イン・ザ・ナイフ』そのものではなく、それを持つ両腕へと殺到する。

　牙きばと爪つめの侵しん蝕しよく。悪あく趣しゆ味みなアクセサリーを手首にぶら下げた無限回廊エターナル・アイドルは、それでもなお動きを止めず里緒を追い掛けてきた。

「楽しい、楽しいな！　痛い、痛いぞ！　はははっ……実に面おも白しろい！」

　ぶん、と。

　里緒めがけて振りかぶった右腕から──小町と一いつ緒しよに、千ち切ぎれた手首が落ちる。ナイフごと後方へ落下したにも拘かかわらず、それでも無限回廊エターナル・アイドルは動作をやめない。

　全身の血管に透すけて、切断された手首に青白い光が集まっていた。

　小町を一匹生いけ贄にえに差し出す。手首の傷口を覆うように、身体ごと。

　だけど右腕は囮おとり。

「……っ！」同じように手首から先を喰くい落とされた左手の光が、里り緒おの腹部を狙ねらっていた。

　里緒は前に出る。

　自らの右足で無限回廊エターナル・アイドルの左手を蹴けり上げ、身体からだを捻ひねって左ひだり肘ひじを鳩みぞ尾おちへと突き上げる。

　更さらに空あいた右みぎ掌てのひらを、鼻の下へ叩たたき込んだ。

　──ぐむ、と反射的に漏れた無限回廊エターナル・アイドルの悲鳴を聴きく前に、更に追加で、肩から飛びかかる小こ町まち。喉のど笛ぶえに牙きばを刺す。里緒はその隙すきに離り脱だつ。

　上へ飛び、給水塔へ。

「があああああああ、ぎ！」

　ごぼ、と血を漏らしながら、それでも無限回廊エターナル・アイドルは笑っている。

　屋上は僅わずか十秒足らずで、凄せい惨さんな様よう相そうを呈ていしていた。

　十二の『限定領域アクイーズ』に群がった肉の檻おりは、止めどなく血を溜ためている。

　傷付けられた無限回廊エターナル・アイドルの身体はぼろぼろで、生きて動いていること自体がおぞましい。

　里緒は返り血を頬ほおに散らせながら、追い討ちのように小町を無限回廊エターナル・アイドルへ殺到させる。

「……ネアからもらったヘアピン、汚れちゃった」

　獲え物ものを狩る猫の本能からか。

　朝日を背に、その顔には薄うす笑わらいが浮かんでいた。

「楽しいというのは否定しないよ、無限回廊エターナル・アイドル」

　だが、このままではどん詰まりだ。

　お互いに決定打を持たず、いたずらに命を削り合うだけの状況では、先に体力の尽きた方が負けとなる。そして現状──里緒の疲労は、恐らく無限回廊エターナル・アイドルよりも大きい。

　朝、戦う前から、捜そう索さくのために小町を分裂させ続けていたのだ。

　万全の状態で臨のぞんだ無限回廊エターナル・アイドルとは最初からハンデがある。それに無限回廊エターナル・アイドルが本気を出しているかどうかもわからない。

　それでなくても里緒は、負けないことはできても、勝つことはできないのだ。

「……でも、逃げる訳わけにはいかないもんね」

　せめて、時間は稼かせがなくてはならない。

　晶あきらと津つ久く見み奏かなでたちが戦っているところに、無限回廊エターナル・アイドルが助勢に入ることを防ぐ。

　それが里緒に与えられた役目だからだ。

「ごめんね、無限回廊エターナル・アイドル」

　小町の攻勢でもがき続ける身体を見下ろしながら、里緒は呟つぶやいた。

「その身体、壊こわすよ。二度も身体を壊されるのは辛つらいだろうけど、我が慢まんしてね」

　息を吸う。

　自身の意い識しきを、虚軸キヤストが記された総合情じよう報ほう網もう──世界系インストへと繋つなぐ。

「……小町、もう少しだけ頑張ってね」

　そして呼吸を止め、世界系インストから小町の世界、それそのものを検けん索さくし、引き出し、実軸ランナへとダウンロード、更さらに展開するため、里り緒おは薄うすく目を閉じ──。

　無限回廊エターナル・アイドルの絶叫の中、里緒は目を見開く。

　それと、同時だった。

「く、はは……させるものかよ！」

「………………え？」

　背に衝しよう撃げきが走り、里緒の呼吸が、止まった。




　　　　‡




　ジャングルジムの前に、そいつは突っ立っていた。

　茫ぼう洋ようとした瞳ひとみは虚うつろで何を考えているのかわからない。

　くわえた煙草タバコには火が点ついていなくて、それを口の端で弄もてあそんでいる。

　茶色く染めた髪は無造作を装よそおっているのか手入れしていないのかわからない程度にぼさぼさで、時折手持ち無ぶ沙さ汰たに指が毛先を弄いじっている。

　よれたスーツに、ネクタイ。それと丸まる眼鏡めがね。

　右目をまたいで額ひたいから頬ほおに掛けて、引ひっ掻かかかれたような──一本の傷きず痕あと。

　すべて、記き憶おくにあるものと同じだった。

　年ねん齢れいも変わっていないように見える。

　四年前、最後に見たあの時は幾いくつだっただろう。四十を超えていたはずだが、元々が童どう顔がんで若々しい顔立ちだったから、今見ても三十代前半程度にしか見えない。

　五秒の無言の後。

　十メートル前に立った僕と硝しよう子こに、たった今気付いたかのように視線を向けたそいつは、まるで他ひ人と事ごとのように──微かすかに首を傾かしげ、ぽつりと呟つぶやいた。

「……お、久しぶりに見た」

　まるで、僕の人格や感情など、意に介していないかのように。

　隣となりに立った津つ久く見み逆さか絵えは楽しそうな顔。

　奏かなではふたりの前方に立ち、にやにやと気き障ざったらしく腕を組んでいる。

「どうだい、四年半ぶりの対面は？」

　僕は奏のそれを無視した。

　硝子も同様に反応せず、僕の手を強く握っている。

「何か言ったらどうだい？　せっかく会えたんだから」

「黙だまれよ、津久見奏」

　口を出すな、という意志を込めて睨にらむと、奏は肩を竦すくめて一歩背後へと下がる。だけど僕は正面にいるその人に、何と話し掛けていいのかわからない。

　考えあぐねて、呼ぶ。

「……父とうさん」

　だけど、そいつは応こたえない。

　緊きん張ちようが、僕の背に走る。恐らくは、僕の背だけに。

　やがて父さんはくわえていた煙草タバコを右手で摘つまむと、火のないままにぽきりと折り曲げ、

「家の居間、片付いたか？」

　そう、言った。

　──僕は、思い出す。

　いつもこいつは、こうだった。
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　こちらの人格など認めていないかのように、こちらの存在など認知していないかのように、息子に対しているようにではなく、何かの物体のように僕へ接していた。

　そして四年半を経て、虚軸キヤストに飛ばされて帰ってきた後でもなお、それは寸すん毫ごうも変わらない。

　殴り掛かってやろうかという衝しよう動どうをすんでのところで抑えられたのは、硝しよう子こが手を握っていてくれたからかもしれない。その体温と握力が、僕の自じ我がを冷ましてくれる。

「ああ、片付いたよ」僕は歯を喰くい縛しばりながら、笑う。

「あんたのせいで滅め茶ちや苦く茶ちやだったから、苦労した」

「俺おれは別に苦労しなかった」

　しかしその返事は、まるで会話にならない。

「……あんたの都合はどうだっていい」

「頭が悪いな」

「何だと？」

「お前が『苦労した』という事実を伝えたから、俺は俺の事実を伝えたんだ。相変わらず会話にならない奴やつだな。お前のその事実は俺に関係ないよ？」

「……ああ、そうか。そういうことか」

　これが──城き島じま樹いつきだ。

　自己の感情を何よりも最さい優ゆう先せんし、相手の都合の一切を考こう慮りよせず、ただ裡うちなる理屈によってのみ、世界と接する人間。天才と呼ばれ、同時に狂人とも呼ばれた、僕の父とうさんだ。

　僕は、息を吐いた。

「いいさ。どのみち思い出話や感動の再会なんて望んでた訳わけじゃない」

「俺も望んでいないぞ」

「あんたの感情なんて知るか」

「俺もお前の感情は知らない」

「……そうか。そうだな」

　僕は、知りたいことを知らなければならない。

　こいつが何を考えているのか。

　四年半前に何があったのか。

　無限回廊エターナル・アイドルとはどういう関係なのか。

　母かあさんはどこにいるのか。

　そして、何が目的で戻ってきたのか。

　こいつの人格や対応に腹を立てるのは、その後でいい。

「……尋ききたいことがある」

「俺は尋きたいことはないぞ」

「答えるつもりがあるか？」

「ああ、やっと会話になった」父さんは、笑えみを浮かべた。

「いいよ。俺は答えるつもりはあるから、尋くといい」

　隠すつもりがないのか。或あるいは僕に対して警けい戒かい心しんなど持ち合わせていないのか。

　だけどそんな疑問を脳の隅すみに追いやって、僕は父さんを睨にらんだ。

「いいの？　樹いつきさん。あの子の質問に答えても」逆さか絵えが寄り添ったまま、首を傾かしげる。

「まあ、答えたくないことには答えないし、いいんじゃないかな」

　無造作に頭を掻かきながら、父さんは言う。

「ついでにサービスで、説明も交えて答えてやるよ？」

　僕はもはや怒りを通り越し、失しつ笑しようを洩もらした。

　そうか。

　そこまで僕を──侮あなどっているのか。

「わかった。じゃあ、まずは最初の質問だ」

　だったらどうでもいい。この際だ。知りたいことを片かた端はしから尋きいてやる。

「……四年前、あんたがあっちに飛ばされたのは……あんたが計画したことなのか？」

「イエス、だねえ」父とうさんは頷うなずいた。

「鏡かがみには知らせていなかったけど、俺おれとあれは知ってたよ」

『あれ』とは、無限回廊エターナル・アイドル。

　つまりあの事件は、最初からこいつに仕組まれていたということか。

「だったら何な故ぜ、心まで乗っ取らせた？」

「そこには別に理由はないなあ。むしろ、なんでそんなくだらないことが尋きたいのかが俺にはわからんよ。お前の思考回路、少し変じゃないか？」

「……あんたにはわからないだろうさ」

「うん、わからん。それは今言った。……で、質問はそれだけ？」

「……何故、あっちに行った？」

「ああ。それか」

　二番目の僕の質問に、父さんは呆あきれたような声をあげた。

「お前、俺の残した資料、全部読んだ？」

「それが何か……」

「読んだのにわからないのか。やっぱ駄だ目めだな、お前」

「……な……っ」

　さすがにこれには、目の前が真まっ赤かになった。

　言われ慣れていると思っていた。

　お前はやっぱり駄目だ。お前は失敗作だ。お前は出で来き損そこないだ──。

　子供の頃ころから、何かの拍ひよう子しでそう詰なじられ続けた。

　いや、詰られていたのとは少し違う。ただ、単に事実を指摘しているだけのような、そんな──今と同じような、そんな口く調ちようで。

　だけど四年半ぶりのその言葉は、四年半前と同どう様ように僕の神経を逆さか撫なでする。

「あんたはなんでいつも、そう……！」

　と、叫びそうになったのと同時。

　──マスター、相手のペースに乗らないで。

　硝しよう子こが、ダイレクトリンクを通じて直接、そう僕を叱しつ責せきした。同時に僕の手を握る指に力を込め、身体からだを寄せてきてくれる。僕はそのお陰かげで、瞬しゆん時じに我われへ返る。

　──冷静さを失っては負けです。

　──……ああ。すまない。

　謝あやまりながら息を大きく吐く。

　落ち着け。会話が通じないのもそういうふうに詰なじられるのも、最初からわかっていたことだ。僕らの今日きようの目的は、父とうさんたちに対する事実をはっきりさせて、それからりなちゃんの居場所を突き止める、それだけだ。それだけでいい。

「もう、そんなふうに言っちゃ可哀かわい想そうよ、父さん」

　逆さか絵えがこれ見よがしに、父さんの肩に手を乗せた。

「ちゃんと説明してあげるんでしょう？　だったらそうしなきゃ」

　まるで自分の夫に対して接するような態度だった。

　僕はそれにも苛いら立だつ。思わず、答えを待たずに続けた。

「母かあさんはどこへ行った？」

　しかし。

「はあ？」その質問に対し、父さんは呆あきれたように眉まゆをひそめる。

「お前、何言ってんだ？」

「それはこっちの科白せりふだ！」僕は吐き捨てた。

「あんたと一いつ緒しよにあっちへ行った母さんだ。……どうなったんだ!?　まさか本当に、そこにいる津つ久く見み逆絵が『母さん』だなんて……」

「だからお前さ、何言ってんの？」言いかけた言葉は、遮さえぎられ、そして。

「鏡だったら、ここにいるじゃないか」

「な……!?」僕は思わず絶句する。

「この子ったら、私のこと疑ってるのよ」逆絵が楽しそうに、父さんの腕へ手を回した。

「私が鏡かがみじゃない、って。まったく……相変わらず理解力に乏しい子ね」

　逆絵は笑う。

「この前、言ったでしょう？　私は鏡。城き島じま鏡よ。

　身体を造り変えられ機械になった、あなたの母親と同一の存在」

「お前さ、何でそんなことも理解しないかね」

　逆絵どころか父さんまで。

「そんな、だったら……」唇が勝手にわなないた。

　嘘うそだ、そんなはずがない、という思い。

　嘘じゃないのかもしれない、という思い。

　ふたつがごっちゃになって、頭が混乱してくる。

　逆絵は──いや、母さんは僅わずかに小首を傾かしげた。かつての母さんと似た仕し草ぐさだった。

「機き械かいになっちゃったけど、私はかつての『城き島じま鏡かがみ』としての記き憶おくをすべて持っているわ。もちろん『思い出』としてではなく『記き録ろく』としてだけど。でも、だからといって私が城島鏡ではないということにはならないわよね？　だって……その点では、硝子が来る前の思い出を記録としてしか持っていないあなたと同じなんですもの」

　その論ろん調ちようは、僕に反論を許さない。

　あの母かあさんと、目の前のこの少女。

　確たしかに同一であるという証拠はない。だけど同一でないという論拠もない。

　外見は、恐らくはかつての、十代の頃ころの『城島鏡』を模もしたもの。

　そして内面にはそれまでの母さんの記憶を、感情を伴わない純粋な記録として持っている。

　つまり彼女は、硝子によって欠落させられた僕と同じように、父さんによって欠落させられた城島鏡だと、そういうことなのだろうか。

　ならば。

　だとしたら、目の前のこの人を、僕は──。

　僕の狼ろう狽ばいを他よ所そに、父とうさんは空を見上げた。

「ええと、質問の答えだったな」

　ポケットから煙草タバコを取り出し、くわえて、やはり火を点つけず、

「俺おれが飛んだ理由ね。そうだな……ひと言で言うと、俺の望む世界を作るため、だ」

　酷ひどく抽ちゆう象しよう的てきなことを、ぽつりと呟つぶやく。

「あんたの、望む世界……？」

「うん。俺の望む世界。ま、現状では達成率二十％ってところだけど、順じゆん調ちようだよ。あと八十％はけっこうスムーズに進しん捗ちよくすると思う」

　意味が、わからない。

　城島樹いつきの──利己的で、身勝手で、理解不能の理屈で動くこいつの──望む『世界』。

　それはどういうものなのか。

　これからこいつは何をしようとしているのか。

　母さんを機械へと造り変えて、何をしようとしているのか。

　資料を読んでいればわかる、そう父さんは言う。だけど、何度も隅すみから隅まであれを熟じゆく読どくしたはずの僕には、やっぱり想像さえできなかった。

　思考がまとまらない。口は勝手に動いていた。

「あんたは……『自分の望む世界』ってのを作るために……いったい、何を……？」

「ああ、それね」

　目の前のそいつは、すると。

　にやりと不可解な笑えみを浮かべ、がしがしと頭を掻かき、面倒そうに──、




「まず、すべての虚軸を消滅という形で世界に統合する」




　とんでもないことを、言った。

「……なん……だって？」

「それからはまあ、自発的にどうこうすればいいという話じゃないね。あとは時間とともにゆっくりと、俺おれの望み通りに世界が変わっていくはずだよ。お前にもわかるように言うと、木の剪せん定ていみたいなもんか。あちこちに無造作に伸びた枝を切り取って、その上で幹みきの伸びをコントロールするって言うか。要するに世界を作り替えるんだよ。ま、別にたいしたことじゃない。時間と手間がかかってるほど大きな成果が得られる訳わけでもないし」

「すべての虚軸キヤストを、消す……？」

「いや、だから消すんじゃないよ。統合。切り取って燃もやして、幹の養分にするのに近いのかな？　……うーん、比ひ喩ゆ表ひよう現げんは苦にが手てだからよくわかんねえや」

「ふふ、私が代わりにわかりやすく言いましょうか？」

　愕がく然ぜんとする僕に、母かあさんが優やさしげな声を向ける。

「あなたの持っている『全一オール・イン・ワン』と、それからあなたの周囲にいる虚軸キヤストたち……『有識分体分裂病』『目ハ覚ラまハしラ時計』『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』『アンノウンゆらゆら』。それから奏かなでの『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』に、敷しき戸どくんの『深淵に罹る熱ドリームシアター』。あなたに関係しているのはそんなところかしら？　……で、そういった虚軸キヤストたちをすべて殺して、私がその身の裡うちに内包するの。そうすることによって世界の均きん衡こうは保たれ、安定は未来を呼ぶ。それだけよ。ああ、大丈夫よ？　別に彼ら彼女らが消えてしまう訳わけじゃないわ。まあ、固定剤リターダはいらないけれど」

　つまり、里り緒おや、殊こと子こや、舞まい鶴づるや、佐さ伯えき先生や、良りよう司じや──それに硝しよう子こまでも。

「殺してしまうって、そういうこと……か？　統合する？　そのために母さんをこんなふうに造り変えたって？　……そうしなければ世界の均衡が保たれないから？　あんたの資料に書いてあったように、世界が虚うつろになって、壊こわれてしまうから？」

　それは、僕がずっと考えていたことだ。

　この世界を、実軸ランナを守るために。

　日常を守るために非日常を排除する。

　最終的にそうすべきなのかもしれないと、ずっとそう、考えてきたことで──。

　だけど僕は、ここまでしようとは思わなかった。

　自分の大事な人を犠ぎ牲せいにしてまでそうしようとは思わなかった。

　父とうさんのしていることはつまり、僕が硝子を犠牲にしたに等しいのだから。

「ん？　ああ、お前、ひょっとしてそれを気にしていたのか？」

　僕の動揺をまるで無視するかのように、父さんが首を傾かしげた。

「そうかそうか。お前さ……とことん駄だ目めだな」

「な、んだ、と……？」

「いいか？　特別サービスで説教してやるよ。

　お前……自分の知り合い程度が殺されてしまうことを気にして、どうすんの？」

　父とうさんは、僕を見下し、




「お前さ、まさか自分を取り巻く周りのものだけが世界だとでも思ってるのか？」




　そう──僕を冷笑する。

「たかだか歩いて数キロの距きよ離りが世界だって？　そんな訳わけはないよ」

　それは。

「そもそもお前、世界の中心にいないし、世界の中心でもないだろ」

　それは奇くしくも、僕がかつて、直なお川かわ浩こう輔すけに吐き捨てたのと──同じ言葉だった。

「お前の世界なんて、崩れようが壊こわれようが世界には影えい響きようを及ぼさないよ？」

　あいつを怒らせるために、偉そうに、大おお仰ぎように騙かたった言葉だった。

「自分とそれ以外のすべてとを同格化して、それを対比させて『世界』なんて定てい義ぎで括くくるからそうなる。お前も『それ以外』。全部集まってようやく世界なんだ」

　父さんは、あの時の僕と同じことを──今の僕に向かって、呆あきれたように告げる。

「まあ、俺おれはそれが厭いやだったんだけどね」

　けれど。けれどその本当の意味は、まったく違う。

「だから俺たちはこうして、世界の中心になろうとしてるんだよ。そのための行動を起こしてるんだよ。その努力もなしに結果だけ得られたと勘かん違ちがいしてたのか？　まったく……」

　差を、突き付けられた気がした。

　父さんは、僕が知ったかぶって使った言葉の本当の意味を知っている。

　それを得るために、四年半の歳月をかけてこうして努力している。

　大事にしていたはずの自分の伴はん侶りよさえ、躊ちゆう躇ちよなく造り変えることもできる。

　つまり──、

「さすがに呆れたな」

　僕は、天才と言われた父さんが四年半かけて得たことを、

「だからお前は失敗作なんだよ、ガキ」

　わかった気になって上うわ辺べだけ真ま似ねしていたということに、他ほかならない──。

　地面に視線を落とす。

「……ふざ……けるな」

　改めて思い知った。

　思考。論ろん理り。目的。倫りん理り。感情。

　すべてにおいて、父とうさんは僕とは違う次元にいる。

「そうかよ。そういう……そういうことか」

　母かあさんが得意げに、僕を詰なじった。

「理解したかしら？　つまりあなたは、樹いつきさんには到とう底てい敵かなわないのよ。世界を守るとか、日常を繕つくろうとか、ずっとそういうことを嘯うそぶいてたんでしょう？　でも、それは大きな間違い。あなた程度の力で守られるほど世界はちっぽけでもなんでもないのよ。私のことだってそう。あなたは私が壊こわれてしまったとでも思っているでしょうね。でも樹さんは違う。この程度で私が壊れたとは思わない。だから……もう無理なんかしなくてもいいわ。あなたの出る幕はないの。父さんが、失敗作のあなたの代わりに本当に世界を守ってあげるから」

「なあ、もういいだろう？　逆さか絵え」

　俯うつむく僕を後しり目めに、津つ久く見み奏かなでが苛いら立だたしそうな声をあげた。

「僕はさ、こいつを殺してみたいんだ」

「そうね……樹さん、どう思う？」

「どうも思わないよ」

　会話は、遠い場所のもののように聞こえる。

「硝しよう子こが無事なら別に俺おれは困らないし。奏がやりたいんなら好きにすれば？　興きよう味みない」

「ふん。お許しが出たよ、城き島じま晶あきら」

　津久見奏が、僕へ向かって一歩を踏み出してくる。

「僕はね、城島くん。正直なところ許せないんだよ。一週間前──きみの力に恐怖して、竦すくんだこの脚が。だってそうだろう？　そんなんじゃ僕は逆絵の兄として失格になってしまうじゃないか。兄にいさんって呼ばれる資格がないじゃないか」

　奏の目前にある空間が、不可視に歪ゆがむ。

　その右手が、何か歪わい曲きよくした透明なものを、掴つかんだ。

「だから殺して克服してあげるよ。……この『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』で」

「……マスター！」硝子が大きく、短く叫ぶ。

　そして──。




　　　　‡




　背後から飛来していたそれに、里り緒おは気付かなかった。

　気付いた時にはもう遅く──腹部に広がる熱ねつは、呼吸を止める。

　細い、糸のようなものだった。

　蔦つたか棘とげにも似た、白い触手。

「……『カラカラ狂いクロツク』だよ」

　両目と両手首を失い、身体からだ中じゆうも小こ町まちに食い荒らされた無限回廊エターナル・アイドルが、血混じりに呟つぶやく。

「速はや見み殊こと子この『目ハ覚ラまハしラ時計』の劣化世界ジヤンクパーツだ。上うえ野の恭きよう一いちを通じてしか見ていないからこんなつまらんものにしかならなかったが……まあ、役には立っただろう？」

　触手は無限回廊エターナル・アイドルの足あし許もとからいつの間にか生えている。地面を通じ、背後から忍び寄らせたのだろう──そして、里り緒おが虚界渦アンダーゲートを開放しようとした隙すきを見て、攻こう撃げきしたらしい。

　小町の一匹が即座にその蔦つたを切断する。

　のたうつ先端をもう一匹がくわえ、里緒の腹部から引き抜く。が、

「か、は……」開いた穴は内ない臓ぞうを傷付けていた。

　口の中に温かい血が溢あふれる。足ががくがくと震ふるえ始める。

「くく、ははっ！」無限回廊エターナル・アイドルは身を捩よじらせた。

　攻撃を加えていた小町たちが、さっきと同どう様ように吹き飛ばされる。

「形勢逆転だ。どうだ？　痛いか？」

「わかん……ない、よ」

　痛みよりもむしろ熱あつかった。

　身体に力が入らず、里緒はその場に腰を落とす。

「お前の虚軸キヤストは確たしかに素す晴ばらしい。俺おれの知っている中で最も強い」

　全身に広がった傷を修復しながら、無限回廊エターナル・アイドルが言った。

「だが、強大なだけだ。大きいだけだ。速見殊子のように深くはない」

　小町たちの攻撃した成果が、ゼロに戻ってしまう。

「それにな『有識分体分裂病』。お前はその強さに比して……酷ひどく脆もろいんだよ。強いが故ゆえに基き盤ばんは弱い。終わりきってしまっているが故に、融ゆう通ずうが利かない」

　勝ち誇っているのか、或あるいは哀れんでいるのか。

「じゃあ、止とどめだ。……樹いつきには殺すなと言われてるが、なに、知ったことか」

　無限回廊エターナル・アイドルの声ももう、ずくずくと蠕ぜん動どうしているような腹の傷のせいで聞こえない。

「まあどちらにせよ、樹なら言うかもしれないな。……俺程度の世界に殺されるようなちっぽけな世界など統合する必要もないからいい、と」

　ざわ、と音がして。

　無限回廊エターナル・アイドルの足許から『カラカラ狂いクロツク』の蔦が──更さらに十数本生えた。

「さあ行け、速見殊子の劣化世界ジヤンクパーツ……友達を虐いじめてやれ！」

　言葉が合図。

　触手たちが、里緒に殺到した。

　足。腕。腹。胸。肩。腰。喉のど。抗あらがう間もなく。

　貫通。

「か、は、？」

　里り緒おの身体からだに細い幾いくつもの穴が開く。

　それぞれのひとつひとつは小さく、だけどすべては的てき確かくに急所へと射さし込まれていた。

　苦しみがやってくるより早く、生命がそこから失われていく。
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　だから。

　だから、里緒は、

　残った力を振り絞り、意い識しきを強く留とどめて、それを──分裂させる。

　いつも小こ町まちがしているように、同一の自身をもうひとつ。

　傷を置き去りに、新しい『里緒』を作成し、生命の危き機きから逃れる。

「……ほう」無限回廊エターナル・アイドルが感心したような声をあげた。

　直後、そこにいるのは、ふたりの柿かき原はる里緒だった。

　ひとりは全身を貫つらぬかれ血ち塗まみれで倒れ伏し、そしてもうひとりはまるで無傷。

「だが、知っているぞ『有識分体分裂病』。お前の分裂は虚軸キヤストそのものと比べて酷ひどく不安定だろう？　そら……お前のお前が死に、お前の死がお前に流れ込んでくるぞ？」

　青白い血の気を失った顔で棒立ちに、里緒は倒れた自分を見た。

　痙けい攣れんし、ゆっくりと動かなくなり、そのまま──消える。

　それは、死。

　自己の消滅。

　引き受けるのは、生きる自分。

「う、あ、あ、ああ、あ……あ、あ、！」

　目から涙が勝手に溢あふれてくる。精神を恐怖という恐怖が苛さいなんでくる。全身の熱ねつが一気に引き、代わりに氷のような重圧がのしかかってくる。そしてその隙すきを突いて、更さらに触手たちが今度は数十本、もう一度里り緒おを殺そうと鎌かま首くびをもたげてくる。

　だから、里緒は。

「……ああああああ！」子供のような絶叫をあげ、そして。

　触手のすべては空くうを切った。

　里緒は跳ちよう躍やくし、給水塔の上から無限回廊エターナル・アイドルの頭上を通り越し、背後に着地する。

「……む」無限回廊エターナル・アイドルが驚きよう愕がくに目を見開き、振り返ろうとした刹せつ那な。

「小こ町まちっ！」白い猫たちの真まっ赤かな瞳ひとみが即座に分裂し──一斉に無限回廊エターナル・アイドルを取り囲む。

　ぜえぜえと呼吸を荒げながら、それでも里緒は再び、立ち上がった。

「恐こわく……なんか、ないよ」

　冷や汗が全身を伝い、唇は青く、足はまだ小刻みに揺れている。

　それでも里緒は歯を喰くい縛しばり、薄うすく、自慢げに笑えんだ。

「恐くなんかない。晶あきらが……前に一度里緒が殺されちゃった時、晶が抱だき締しめてくれたもん。しっかりしろって言ってくれたもん。それを思い出せば、こんなのへっちゃらだよ。里緒が死んだくらいじゃ、里緒は恐くない。晶はここにいないけど、恐くない。ううん、違う……ここにいないから……晶がいないから、里緒は怖がってちゃ駄だ目めなんだもん！」

「……凄すごいな」

　小町に牽けん制せいされ一歩も動けない無限回廊エターナル・アイドルは、そんな里緒に大きく目を見開いた。

「そこまでの信頼を得るか、失敗作。羨うらやましい。……酷ひどく羨ましいぞ。それは俺おれにはなかったものだ。俺には与えられなかったものだ」

「何を言ってるの？　無限回廊エターナル・アイドル」両足を押さえ息を整え、里緒は眉まゆをひそめる。

「晶だって与えられた訳わけじゃないよ。里緒はね、何もしない人に何かあげたりはしないよ。いい、晶はね……里緒にいろんなものをくれたんだよ。だから里緒は晶に心をあげたんだ。ねえ、どうして無限回廊エターナル・アイドルがひとりなのかわかる？　それはね、無限回廊エターナル・アイドルがただ世界を奪うばうだけの存在だからだよ。奪うだけの無限回廊エターナル・アイドルには……何も、何もないよ」

「ふん」だけど無限回廊エターナル・アイドルは、それを聞いて。

　どこか寂さびしそうに、悲しそうに──笑った。

「お前は何もわかっていないよ、柿かき原はる里緒。そうじゃない。そうじゃないんだ」

「……何が、そうじゃないのさ」

「俺はな、里緒。最初から何も持っていないんだよ。あいつは確たしかに、誰だれかに何かをやることができる。だがな……だったらそれは、そもそもどこから来る？　最初に与えられなければ、何も持っていなければ、何もやることはできないのではないか？　あいつは最初からいろいろなものを与えられていた。しかし俺おれはその代わりに何も与えられなかったんだ」

　里り緒おには言葉の意味がわからない。

　ただ、そう口にする無限回廊エターナル・アイドルは、まるで小さな子供のようだ。

　不意に共感し、泣きたくなる。

　誰だれかが泣いていればそれが誰であれ悲しくなる、その性質が故ゆえに。

「でも、悲しくても仕方ないよ」

　込み上げるものを振り切って、里緒は拳こぶしを握った。

「里緒はもう、決めたもん。晶あきらと一いつ緒しよにいるって決めたもん。だったら……無限回廊エターナル・アイドルがどんなに悲しくても、晶が悲しむよりは、ずっといい」

「そうか。羨うらやましいな」

「羨んでもダメだよ、無限回廊エターナル・アイドル」

「その諦てい観かんすらも羨ましいな」

「とにかく、ダメ。無限回廊エターナル・アイドルはここからどこにも行かせないよ」

　正直なところ、疲労はもう限界に近い。

　当たり前だ。朝から小こ町まちを分裂させ続け、その上で里緒自身も分裂し、死を経けい験けんしたのだ。本当ならいつ倒れてもおかしくない。これ以上頑がん張ばったらどうなってしまうかわからない。

　でも、どうなってもいい。

　晶の役に立てるのなら──構わない。

「虚界渦を開放するアンダーゲート・オープン。……おいで『乖離に至る病クリアランスゼロ』！」

　里緒は、ひと息に叫んだ。

　屋上の色が消滅する。

　無限回廊エターナル・アイドルを囲んでいた小町も、一匹を残していなくなる。

　無む理り矢や理り引き出したその世界は酷ひどく不安定で、時折カラーノイズの混じる中途半端な病ゼロだ。

　けれど、あと少し。

　せめて今の無限回廊エターナル・アイドルの身体からだを潰つぶしてしまわなければ、晶に合わせる顔がない──。

「ふん。これで俺の勝ちはなくなったという訳わけだ。まったく、俺とお前はつくづく相あい性しようが悪いな。こんな不毛な潰し合いにしかならん」

「潰し合いでもいいよ。無限回廊エターナル・アイドルをこの場に留とどめておくのが里緒の役目だもん」

　無限回廊エターナル・アイドルが嗤わらう。

　里緒もまた、息を弾ませながら笑う。

「まあいいさ。これも所しよ詮せんは茶番だ。俺はもうすぐ舞ぶ台たいを降りることになるからな。……最後のひと暴あばれとしては、このくらいが丁ちよう度どいい」

　両腕に顕あらわれるのは曲がった短刀『優しい自殺ジヤツク・イン・ザ・ナイフ』。

　それに加え、足あし許もとからは『カラカラ狂いクロツク』。

　更さらに、周囲に浮かぶ『限定領域アクイーズ』の泡。

「『拒絶症候群レベル５』がもうないのが悔くやまれるな」

「そんなこと知らない。どうでもいいよ」

「くく、そうか」

　里り緒おは小こ町まちを分裂させる。

　二体。四体。八体──それ以上は、できなかった。

「……ごめんね、小町。もう少しの辛しん抱ぼうだからね」

「さあ、来い！」無限回廊エターナル・アイドルは身構える。

「負ける訳わけにはいかないのは俺おれも同どう様ようだ！　せっかくこの世界に生まれ落ちることができたのだ……生も死も、悲しみも苦しみも痛みもすべて喜びに変えて、俺は生きる！」

　色のない、この世界に侵入した嘘うその世界の中で。

　故ゆえに。

　里緒は無言で、八体の小町を放つ。




　　　　‡




　津つ久く見み奏かなでがゆっくりと、こちらへ歩み寄ってきます。

　嗜し虐ぎやくの笑えみを浮かべ、手に持っているのは透明な何か。恐らくは、空間を捩ねじ曲まげる『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』を応用し作成した、こちらの身体からだを傷付けることのできる武器。

「さあ、どんなに悲鳴をあげても大丈夫だよ。この公園の周囲は僕が空間を断絶させてある。誰だれにも邪じや魔まはさせない。……一本一本腕と足を切り落としてみようかな」

　マスターは無言。

　俯うつむいたまま、歩み寄る津久見奏に視線も向けません。

　私はだから、握っていた手に力を込めます。が──、

「ほら！　抵抗くらいはした方がいいよ？」

　津久見奏が低く跳ちよう躍やくし、間合いを詰めてマスターを切り裂こうと、透明な剣を振り上げ、

「……っ!?」

　振り下ろしたその刃やいばは。

　剣として引き抜かれた私の腕によって、弾はじかれました。

「……なんだ。ショックで落ち込んでいた訳じゃなかったんだ」

「当たり前だ。……とぼけるなよ、津久見」

　そこでようやく──マスターが、顔を上げます。

　津久見奏を眇すがめに睨にらみ、薄うすく笑みを浮かべ、私の腕から作り出した武器を持って。

「ん？　まだわかってなかったのか」

　抵抗する素振りを見せたマスターに、樹いつきが呆あきれたように呟つぶやきます。

「お前がどうなろうと、別に世界は変わらないんだぞ」

「それはあんたの理屈だよ、父とうさん」

　しかしマスターの声には、迷いなどありません。動揺は残っていましたが、それでも、

「少し前の僕だったら、或あるいはショックで呆ぼう然ぜんとしてたかもしれない。いや、あんたの姿を見た途と端たんに逆上して襲おそい掛かってたかもしれない。でも……今は違う」

　不敵とも表現できる、そんな声でした。

「確たしかにあんたの言う通り、僕の世界は狭いんだろうさ。僕は勘かん違ちがいをして、あんたの残した資料を表面上だけ見て、真意もわからずにひとりよがりなことをしてたんだろうな」

　マスターは一歩、津つ久く見み奏かなでに──その向こうの樹に、近寄ります。

「でも、それでいい」

　真まっ直すぐに、敵を見み据すえ、吹っ切れたような顔で。

「僕はあんたの言うように出で来き損そこないで、あんたの言ってることなんか何ひとつわからないガキで、あんたの目的なんかまったく理解していない莫ば迦かなんだろうさ。でも……それでいい。その方がいい。『世界が狭い』だって？　……だからどうした？」

　横、一いつ閃せん。

　私たちの剣は津久見奏の身体からだを薙なぎます。

「ち！」後ろに飛んで避よけた彼をマスターは追つい撃げき。

「そう簡かん単たんには殺やらせてくれない、かな？」

　津久見は余裕の表情で正面に手を出します。恐らくは空間の断絶。

　しかし、無意味。

　剣はその捩ねじれた空間自体を破裂させ──ぱあん、と水風船の割れるような音とともに、津久見の頭上へと刃やいばを落下させます。

　瞬しゆん間かん、彼の姿が消えました。

「……マスター、背後です！」

「ああ」ノータイムで移動した津久見に合わせ、マスターは回転。

　その勢いで剣を再び横に。

　屈かがんで躱かわし、下段から攻撃する津久見。

　横に身を逸そらし掬すくうように剣を振るマスター。

　剣けん戟げきの音は不可視にして奇怪。形けい而じ上じようとも形けい而じ下かともつかない異音──。

　私はふたりの戦いを横目に、樹と鏡かがみに視線を遣やりました。

「残念ですが、マスターは逆ギレしました」

「あらあら。そう言えば、昔から沸ふつ点てんの低い子だったわね」
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　鏡かがみは肩を竦すくめ、それでも穏おだやかな表情を崩しません。

「でも、こんなことをして何になるのかしら。怒っても仕方ないのに」

「そうですね、鏡。あなたの言う通り……怒っても仕方ないことなのかもしれません」

　だけど──。

「だからと言って、抵抗せずに殺される謂いわれはありませんよ。私も、里り緒おさんや殊こと子こさんたちも。何よりマスターが……拒こばんでいます」

「それで？」

「それだけですよ、鏡」

　彼女の思考は機き械かい。もはや機械になってしまった。

　ですから、私にはその疑問が理解できます。

「厭いやだという感情、それだけが理由です。人間は不合理ですね。どんなに理り論ろんで説得しても、感情が付いていかなければ動こうとしない」

「そうねえ。樹いつきさんはそんなことないのに」

「そうでしょうね。私もそれはよく知っています。……何しろ自分の妻であるあなたを機械へと変えてしまったくらいですから」

「だけど、あなたもあの子の思考より樹さんの思考の方が理解しやすかったんじゃない？　この世界に来た六年前、あなたがまだ故障してなかった頃ころは」

「ええ、そうですね。でも……」

　でも。

「……私はあの頃ころから、マスターや当時の鏡かがみみたいな、不合理な感情の方が好きでしたよ」

　理解できるのと好きになれるのとは、まったくの別問題です。

「あらあら。じゃあ、あの頃からあなたは故障していたってことかしら？」

　周囲では乱戦の音。

　もはや私の目には追いきれないほどの速さで、マスターは津つ久く見みと斬きり合っています。

　それを気け配はいだけで感じ取りながら、私は静かに笑えみました。

「いいえ、鏡。私は最初から、故障などしていませんよ」

　何な故ぜ私は、この世界に来たのか。

　何故私は、自ら滅ぼしたあの世界とともに、滅びなかったのか。

「私は……死にたくなかった」

　思えばあの頃から、私には感情があったのです。

「生きたかった。どんなに罪深くても、たとえ目の前で友人の死を目まの当あたりにしようとも、消えてしまうことに耐えられなかった。そして……すべてをなげうって私を生かしてくれた六年前のあの子……晶あきらに、応こたえようと思った」

　機き械かいにはあり得ないものかもしれません。

　デジタルを細分化し過ぎて生まれたただのバグなのかもしれません。

　でも、私は──感情を芽生えさせたことで、虚界渦アンダーゲート開放に至った。

　感情を拠より所どころに、私の世界をこちら側に引き寄せることができた。

　それが、証明。

「そしてそれが、すべての結果です。機械は……どんなに不合理であれ、計算とは違っていたとしても、結果を結果として受け入れるものです。違いますか、鏡？」

「私の見解とは異なるわね、硝しよう子こ。機械はね、不合理な結果や間違った計算が出たら、演算をやり直すものよ。正しい解答が出るまで、何度もね」

「……そうですか」だとしたら。

「ならばあなたの性能は、私よりも劣っています」

　言葉と同時──仮か想そう観かん測そくを確かく認にん。

　ダイレクトリンクから送られたマスターの命令により、私は左腕に武器を作成。

　形状──銃。

　腕を上げ、掌てのひらに穿うがたれた銃口の照準を鏡の額ひたいに合わせ、私は言います。

「ひとつ尋ききます。……芹せり菜な先せん輩ぱいは、今どこにいるんですか？」

「私に答える権限はないわね」

「だったら樹いつきに尋きます。質問タイムはまだ継けい続ぞく中ちゆうでしょう？」

「ああ、うん。継けい続ぞく中ちゆう」銃を向けられても、樹いつきは顔色を変えません。

「でも、そんなくだらない質問をするかよ。硝しよう子こも性能が落ちたな。……ま、どうでもいいか。えっと、森もり町まちさん家ちの娘がどこにいるか、だっけ？」

「答えてください」

　樹はのんびりと、スーツのポケットに手を突っ込み、

「奏かなでのマンション。奏の住んでる部屋の隣となり。でも空間を断絶させてあるから、奏を殺さないと出て来られないぞ」興きよう味みもなさそうに、そう言います。

「どっちみち、私たちにとってはどうでもいいことなのよ。そりゃあね、お向かいさん家の娘さんだから死なないに越したことはないけど」

「芹せり菜な先せん輩ぱいは無事なのですか？」

「少なくとも私たちにどうこうするつもりはないわね」

「そう……ですか」

　芹菜先輩は無事。しかし彼女は津つ久く見み奏によって人質にされている。それも、あくまで樹と鏡かがみとは無関係に。それはつまり──底意地の悪い、私たちを嘲あざけりきった回答です。

「……鏡」

「なに？」

「今の私とマスターの感情を……言葉で表現するとどのようなものになるかわかりますか？」

「さあ」

「……『くたばりやがれ』です」

　戦っているマスターが、発射の命令を出しました。

　瞬しゆん間かん。機き械かい仕掛けの銃弾が、鏡に向かって放たれます。

「……ち！」

　反応したのは、津久見でした。

　マスターの剣をかい潜くぐり、空間を操そう作さ。弾たまは吸い込まれるように虚こ空くうへと消え、津久見はそのまま鏡を守るように、前に立ちはだかります。

「まったく、油断も隙すきもないって奴やつだね」

「お前が呑のん気きなだけだ、津久見」

　動きを止めたマスターは剣を一度手放しました。私の手首ごと引き抜かれたそれは、地面に落ちる前に消失。私の身体からだへと還かん元げん、再構成されます。

「しかし、凄すごいな。あれだけやり合ったのに息も切れてない」

　対する奏は既すでに呼吸を荒げ、額ひたいには汗が滲にじんでいました。

「お前の動きに無む駄だが多過ぎるだけだ。運動を最適化すれば今の半分の体力で済む」

「……まるで機械だね、城き島じまくん」

「機械？　勘かん違ちがいするなよ」

　その言葉に、マスターは溜ため息いき混まじりに失しつ笑しようします。

「腐っても天才の息子だ。この程度はできないと話にならない。逆に言うとな……これだけできてなお、そいつにとっては出で来き損そこないだったって訳わけだよ」

　津つ久く見みの向こうにいる樹いつきを睨にらみつけ、吐き捨てるマスター。

「確たしかに、最適化にはほど遠いわね」応こたえたのは鏡かがみでした。

「そもそも本当に最適化できていたら、奏かなでを殺せているはずよ。それに……『最適化』なんて理り論ろん上じようの単語でしょう？　空気抵抗、重力、摩ま擦さつ係けい数すう……すべてを考こう慮りよして実じつ践せんするには不ふ確かく定てい因いん子しが多過ぎる。だから正確には『最適化に如い何かに近付けるか』。誤差を計算しないでそんな単語を口にする時点で、事実とは大きな乖かい離りがあるわ」

「どっちでもいいさ」マスターはそれを鼻で笑います。

「とにかく、津久見……お前を消さないとりなちゃんが取り戻せないのはわかった。だったらまずはそうする。今日きようの成果はそれで充分だ」

「あらあら」と。

　マスターが再び身構えたのを見て──鏡が不意に、表情を変えました。

「……『奏兄にいさん』」表情だけではなく、声こわ音ねも。

「選択を要求する。私の手伝いが必要かどうか。それ如何いかんによって、私は奏兄さんのサポートに回る。無論、奏兄さんがひとりでやるというなら話は別」

　感情を一切排したそれは恐らく『城き島じま鏡』ではなく『津久見逆さか絵え』としての人格設定。

「ただしその場合、後のちに然しかるべき措そ置ちはある。具体的には統合の時期の訂正。使えないとわかったのならば、今日にでも奏兄さんは統合対象となり消しよう滅めつする」

　役に立たなければ殺すという最悪の脅きよう迫はくを、表情に微み塵じんの変化もなく、鏡は言い放ちます。

「そんな悲しいことを言わないでおくれよ、逆絵。だいたい僕がこの程度で……身体能力で劣ったってだけで負ける訳わけがないじゃないか」

　津久見はその言葉を聞き、狼ろう狽ばいを交えた苛いら立だたしげな声をあげます。

「大丈夫だよ。できるさ。こいつら程度、僕ひとりで楽らく勝しようだ！」

　まるで、母親に見捨てられかけた子供が駄だ々だを捏こねるような、歪ゆがんだ笑えみ。

　しかし、そんな彼の殺意をまるで無視し、唐とう突とつに。

「そうか。だったら俺おれの手伝いはいらないかな？」

「……え？」

　私たちの目の前、何もない空間から、声がして──。




　　　　‡




　出来の悪い特とく撮さつ映えい像ぞうのように、見知った姿が僕らの目の前に出現した。

　それはまるで、さっきまで津つ久く見み奏かなでがそうしていたように。

「お前……は」僕の視線は相手をしている津久見ではなく、自然、そいつへと注がれる。

　長く伸ばした髪。痩やせた少女の躰からだ。特とく徴ちようのない顔立ち。挟はさ間ま学園の制服を纏まとった少女。

　鴛おし野の在あり亜あ──つまり、

「無限エターナル……回廊アイドル……！」

「ふむ、なんとか間に合ったか？」

「あら、遅かったじゃない」自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟つぶやく無限回廊エターナル・アイドルへ、母かあさんが楽しそうに話し掛ける。

「どこで遊んでいたの？」

　まずい、と、僕は心中で焦あせりを覚えた。

　津久見奏。父とうさんと母さん。そして無限回廊エターナル・アイドル。この状況は、僕らにとって不利でしかない。

　奥の手──『世界の終わりカーテンフオール』があるとは言え、それは一回しか使えないのだ。それに、無限回廊エターナル・アイドルが今までどこにいたのかも気になる。学校は里り緒おや殊こと子こがいるから大丈夫だと頭では理解しているけれど、万が一ということを考えると気が急せいた。

「苦戦しているのか？　『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』」

「ふざけろよ。僕も向こうもまだ始まったばかりさ」

「くく、そうか。なら安心した」

　苛いら立だっている津久見を、無限回廊エターナル・アイドルは適当に一いち瞥べつする。

　僕に向き直り、嗤わらった。

「……しかし、羨うらやましいな。失敗作」

「羨ましい、だって？」

「ああ。ここに来る前にちょっとな。まったく羨ましいよ。お前は俺おれにないものを山ほど持っている。嫉しつ妬とと羨せん望ぼうで胸が張り裂けそうだ」

　どこか楽しそうに訳わけのわからないことを言うのは、固定剤リターダが──身体からだが違ってもまったく変わらない。感情の読めない言葉に、僕は眉まゆをひそめた。

「何を言ってる？　お前、さっきまで何をしていたんだ」

　吐き捨てながら、それでも僕は対応を必死で思考していた。

　厄やつ介かいなこの状況を切り抜けるためにどうするべきか。

　当初の目的を最さい優ゆう先せんにするなら津久見奏だ。父さんの言葉通りであればりなちゃんを監かん禁きんしているのは津久見で、だからせめてこいつをどうにかしなければ先へは進めない。

　が、父さんと母さんがこちらに手出しするか。無限回廊エターナル・アイドルはどう出るのか。それ如何いかんによって僕らは目的を変更しなければならないかもしれない。

「『何をしていたか』だと？　ふん、それは俺こそがお前に問いたい科白せりふだよ、失敗作。お前が生まれてから今まで何をしていたのか、一度じっくり尋きいてみたいものだ」

　怒りなのか喜びなのか判然としない顔で、無限回廊エターナル・アイドルが溜ため息いきを吐つく。

　その言葉と仕し草ぐさに不可解なものを感じ、僕は身構えた。

「もう、そんなに拗すねないの」

　母かあさんが無限回廊エターナル・アイドルに向かって、妙に優やさしい、甘ったるい声を掛ける。

　まるで親が子を諭さとすような口く調ちように、ざらついたものを覚えた。

「まるで子供だな」そして。

「まあ、仕方ないか。実際、子供だ」

　それまで明後日あさつての方向を見ていた父とうさんまでもが無限回廊エターナル・アイドルの方を向き、微かすかな笑えみまで浮かべてそう言った時──そのざらつきは、はっきりと不愉快さへと変わる。

　そして、無限回廊エターナル・アイドルは。

「ふん」いつものように僕を見て、それから父さんと母さんに視線を遣やり、

「悪かったよ……父さん、母さん」

　何な故ぜか得意げに、笑む。

　──父さんと、母さん？

　自分という虚軸キヤストを生んでくれた父さんを慕したっているのだろうか。

　そうかもしれない。四年前のあの事件は最初から仕組まれていたのだから。

　だけど。

　不意に、城き島じま鏡かがみ──母さんが──、

　妙な科白せりふを、口にした。




「そうね、晶あきら。わかればいいのよ」




「……え？」

　名前を呼ばれ、僕は思わず返事をする。

　だけど母さんは、僕を見ていない。

　見ているのは、鴛おし野の在あり亜あの身体からだ。つまり、無限回廊。

「ん、珍しく聞き分けがいいな。晶」

　続いて、父さんも。

「ああ、まあな」

　無限回廊が返事をした。

「俺おれだって欲しいものを手に入れたんだ。あの失敗作とは、おあいこという奴やつだ」

「おい、何を、……言ってる？」

　僕の呼び掛けは、酷ひどく間抜けだったかもしれない。

「あきら、だって？」

「ええ、そうよ」と、母さん。「晶よ」

「あ？」と、父とうさん。「俺おれに言ったのか？」

「そうだろうな」と、無限回廊エターナル・アイドル。「あの失敗作は、俺たちに言ってるんだよ」

　意味が、わからない。

　こいつらは──この人たちは、何を？

　晶あきらだって？　あきら？

　それは、僕の──。

「ああ、そうか」僕の顔をようやく見た父さんが、

「なるほど」納得したように頷うなずく。

　言った。

「お前ひょっとして……自分のことを晶だって、そう思ってたのか？」

「…………え……？」

　僕の思考が、止まる。

　父さんは何を言っているのだろう。

　──あきら。それは、僕の名前だ。

　母かあさんが名付けた。水晶の『晶』から取った、と。

　透明で濁にごり気けのない、真まっ直すぐな子に育って欲しい、そんな願ねがいを込めた、と。

　聞いた時、なんだか嬉うれしかったという記き憶おくがある。

　綺き麗れいな名前だと思ったはずだ。記き録ろくとしてしか覚えていないけれど、そのはずだ。

　六年前に硝しよう子こが来て、その名前も母さんが付けた。

　水晶と同じくらい透明で、女の子らしい名前を、と言った。

　晶と、硝子。

　水晶と、硝子ガラス。

　対ついになっていて、僕はますます自分の名前を好きになって──。

「あら、そうだったの。でもそうね、仕方ないかもね」

　母さんの声は、他人のもののように聞こえた。

「だって、晶が帰ってくるまで、あなたが晶だったんだもの」

　帰ってくる？

「あなたが自分のことを晶だって誤解するのも、無理はないわ」

　誤解する、だって？

「ああ、そう言えば、失敗作」

　無限回廊エターナル・アイドルが可お笑かしそうに身を捩よじらせた。

「お前、俺の出しゆつ自じを知らなかったっけな？」

　出自？

　虚軸キヤストとしての出自か。

　だったら知らない。こいつがどんな世界だったのか──僕は知らない。

「俺おれは、すべての始まりで、すべての終わりだ」

　勿もつ体たい振ぶった言葉で、無限回廊エターナル・アイドルは騙かたる。

「俺はそもそも……鏡かがみの仮か想そう観かん測そくによって生まれた」

　──語る。

「いや……仮想観測論ろんそれ自体が、俺のために作られたと言っても過言じゃないな」

　──語る。

「……俺はな、失敗作」

　厭いやな、予感がした。

　その予感に従って、僕の中で声がする。

　──やめろ。

　やめた方がいい。

　心の中で、必死に制止している。

　やめておけ。

　聞くな。

　聞いてはいけない。

　聞いたら、もう、戻れない。




「……鏡がかつて死産した子……『晶あきら』と名付けられるはずだったその子が、もし生きていたらという仮想観測の下もとに生まれた……虚軸キヤストだよ」




　──聞いた。

「つまり、生まれなかったお前の兄だ。言わなかったか？」

　──言われた。

　確たしか、姫ひめ島しま姫ひめに寄生したこいつを切きり離はなす時だ。

　俺の弟、と。

　でもそれは、比ひ喩ゆみたいなものだと思っていた。

　ただの比喩だと、そう──。

「晶という名前はな、失敗作。……そもそもお前のものではなく、俺のものだったんだよ」

「うん。お前は、代用品の失敗作だよ」

　今度は、父とうさんだった。

「二番目に生まれたお前は元気に育った。でも、失敗作だった。鏡にとってもただの代用品だった。晶が戻ってきた訳わけじゃない。だから俺は、この世界自体を変えようと思った」

「でもね、この子もまだ失敗作なの」

　続いて、母かあさん。

「不完全で、弱い世界にしかならなかったわ。私たちは、この子をもっと強くしなくちゃいけないの。すべての虚軸キヤストを統合して、私たちの世界を安定させる鎹にしなきゃいけないの。父とうさんも母さんも満足する晶あきらに育てなくちゃいけないの」

　無限回廊エターナル・アイドルの肩に身を寄せて、まるで自分の息子のように抱だき締しめる。

「ほら、子は夫婦の鎹かすがい、って言うでしょう？」

　何を言われているのか、理解できない。

　わからない。意味がわからない。どういうことなのかわからない。

　自然、声が出た。

「あの……時」疑問なのか、それとも懇こん願がんなのか。

「あの時、かあさん……僕に向かって、手……を」

　四年半前の記き憶おく。

　今でも夢に見るあの光景。

　母さんは消える寸前、僕に手を伸ばした。

　あきら、と、僕の名前を呼びながら、伸ばしたはずだ。

　あれは──だったら──あれは──何だった？

「ああ、あの時のことね」

　彼女は、少し悲しそうに笑った。

「正直に言うとね。私、あなたを愛そうとしていたわ」

　まるで人間のように。まるで母親のように。まるで、四年半前と同じように。

「だってあの時、私はまだ何も知らないおばかさんで、人間だったもの。幾いくらあなたが本当の晶じゃなかったって言っても、倫りん理りとかが邪じや魔ましていたのね。生まれたあなたを生まれなかったお兄にいさんの代わりに扱うなんてことできないって、そう考えてたわ」

　僕の記き憶おくを肯こう定ていし、だけど、

「でもね、樹いつきさんと晶に連れられて向こうに行って、機き械かいになって、ようやく気付いたの。それは愚おろかな欺ぎ瞞まんで、くだらない倫理に阻そ害がいされた不合理な感情だった、って。いいえ……愚かとかくだらないとか、そういうランクを付けることさえも無意味だわ。だって最初から、あなたが生まれた時から、私は深しん層そう心しん理りであなたを晶の代だい替たい品ひんとして扱っていたのだもの」

　返す言葉で、僕の記憶を、否定する。

　僕の人格を一切考こう慮りよせず、僕の人格を一切認めないことを、言う。

「……なに、を？」

　手足の感覚が消えていくのを感じた。

　目の前のすべてが──僕という人格そのものが、朧おぼろになっていく。

　僕が生まれる前に子供がいたなんてこと、今まで知らなかった。

　生まれなかったその子供に『晶あきら』と名付けようとしたことなんて、今まで知らなかった。

　僕は、何も知らなかった。

　代用品。

　失敗作。

　望まれたのに生まれなかった子。

　その代わりとして生まれた子。

　最初から代替でしかない存在。

　それは、オリジナルが存在するのならば、もはや必要のない存在──。

　いや、違う。そういうことじゃない。

　それは代替とか、親と子とか、それ以前の問題だ。

　ずっと父とうさんから顧かえりみられなかったとしても、優やさしかった母かあさんの記き憶おくがすべて偽にせ物ものだったとしても、それは結果なんかじゃないんだろう。

　出しゆつ自じの否定。それはつまり、過程の崩ほう壊かいだ。

　僕が城き島じま晶ではないということ。

　僕が生きてきたこと。

　生まれてから今まで。硝しよう子こが来てから今まで。父さんと母さんが消えてから今まで。無限回廊エターナル・アイドルが僕にちょっかいを出し始めてから今まで。

　そして、それらの過程によって形成されてきた僕の人格。

　最初からありもしない日常を守ろうとしていた、僕という人格フエイク。

　だったら。

　だったら、僕は──、

「僕は……」呟つぶやく。

「僕は……誰だれ……だ？」

「だから言っただろ？　代用品の失敗作だ、って」

　父さんが、まるで当たり前のことのように答える。

　身体からだが震ふるえ始めた。

　いつだって、何か事件があるとそれを隠いん蔽ぺいして取とり繕つくろってなかったことにしていた僕。

　だけど、本当になかったことにされるべきは──僕自身だったのだ。

「ま、でも、お前に一定の価値はあるよ」

　父さんはスーツのポケットに手を突っ込み、適当な声で呟つぶやく。

「お前が生まれなかったら、少なくとも鏡かがみの精神は保もたなかったしな」

「……そうだな」無限回廊エターナル・アイドル──いや、本当の城島晶が、そんな父親に向かって相あい槌づちを打った。

　僕は彼らを、ただ黙だまって見ている。

　硝子は何も言わない。

　僕にどう対処すべきかを決めあぐねているのか。

　それとも僕になんと声を掛けていいのかわからないのだろうか。

　或あるいは、偽にせ物ものだった僕を、硝しよう子こもまた、偽物だと判断しているのだろうか。

　僕が城き島じま晶あきらでないのなら、マスターとして不適格だと、そう──。

　耳に、津つ久く見み奏かなでの声が響ひびいた。

「なあ、もういいだろう？　逆さか絵え。そもそも僕がこいつと戦ってる途中だったんだ。続きをやらせておくれよ。……失敗作の処分を」

　薄うすら笑いながら、こっちを睥へい睨げいしてくる。

　ダイレクトリンクから硝子の言葉が伝わってきていたが、何を言われているのかよくわからなかった。接続が弱いのか、それとも僕が偽物なせいなのか。

「くくく。強気だな『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』」

「強気にもなるさ。だって僕は言ってみれば『まだ本気を出してない』って奴やつだったからね。考えてみなよ。一週間前には学校中を巻き込んだんだ。そんな僕の虚軸キヤストが……この程度のものな訳わけはないだろう？」津久見が大おお仰ぎように肩を竦すくめた。

「……マスター！」硝子が叫ぶ。

　周囲の気け配はいが変わったのがわかった。けれど僕は動けない。硝子に腕を引っ張られるが、身体からだと心が別の存在になってしまったようだった。

　気付くと、津久見の姿が視界から完全に消失していた。

「……最初からさ、こうしとけばよかったんだ。下へ手たに城島硝子に気なんて遣わずにさ」

　声は上から聞こえる。

　僕はぼんやりと、その方向を見上げ──。

「……え」呆ぼう然ぜんとした中で、それでも息を、呑のんだ。




　上空。

　太陽の光はいつの間にか消失し、その代わりに黒い影かげが一面を覆おおっていた。

　それは、塊かたまり。

　壊こわれた冷れい蔵ぞう庫こや洗せん濯たく機きなどの電化製品たち。割れた食器やガラス片などの光こう沢たくが混じる。

　更さらには自動車やバイクなどの機械に至るまでをごっちゃにした、

　圧倒的な質量。

　廃材の山──。




「……っ！」直面した物理的な危機に、揺らいでいた精神が硬直した。

　押おし潰つぶされればひとたまりもない。

　抗あらがう術すべもなく、ぐちゃぐちゃの肉にく塊かいにされてしまう。

　考えずに、反射的に、硝しよう子こを抱き上げる。

　武器を作っている時間の余裕などなかった。

　逃れるため、僕は周囲を見渡す。

「どこに逃げるつもりだい？」けれど津つ久く見みの哄こう笑しようは僕の焦あせりを嘲あざけっているようで。

　そして。

「カエルみたいに拉ひしやげろよ、城き島じま晶あきら」

　ゆっくりと、しかし一斉に、それらがまとめて、僕らの頭上へと降り注いだ。
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　陽ひはまだ低いけれど、ビルの屋上にいると太陽に近い分、地上よりも暑い。

　──もしかしたら疲れきっているせいだけなのかもしれないけれど。

　そう思いながら柿かき原はる里り緒おは、コンクリに仰あお向むけで寝転がったまま、息を弾ませていた。

　屋上には、里緒と小こ町まち、ひとりと一匹だけ。

　他ほかには──誰だれもいない。

「……失敗しちゃったなあ……」

　悔くやしさに呟つぶやきながら、腕で目を覆おおう。思わず泣きそうになるのを必死で堪こらえた。

　ほんの、数分前。

『乖離に至る病クリアランスゼロ』を実軸ランナに呼び出した里緒は、無限回廊エターナル・アイドルを追い詰めた。

　小町で囲み、襲おそい掛からせ、七月の時と同じように、あとは止とどめを刺すだけだった。

　けれど、標的である無限回廊エターナル・アイドルが、七月とは違ってしまっていた。

　あと喉のど笛ぶえに一いち撃げきを与えれば終わりという寸前、無限回廊エターナル・アイドルは、まるで霧きりのように屋上から消えてしまったのだ。津つ久く見み奏かなで──『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』の劣化世界ジヤンクパーツを使って空間ごと逃げたのだと気付いた時には、もう遅かった。里緒には小町を分裂させる力もなく、追い掛けることもできず、その場に倒れ込んでしまったのだ。

　もっとちゃんと頑がん張ばれたらなあ、と思う。

　せめて、あと数分だけでも足止めできればよかった。

「……大丈夫かな」

　向こうがどうなっているのかが気になる。

　けれど、行く力は残っていない。

「ごめんね、晶あきら」里緒は呟つぶやいた。

「里緒、役に立てなかったよ。……やっぱり、晶に使ってもらわないとダメだね」

　考えていると泣きそうになった。だから再び腕で目め頭がしらを押さえる。

　携けい帯たい電でん話わが、鳴った。

「……え」誰だろう。

　ポケットを探さぐり、確かく認にんする。メールだった。

　ディスプレイには、ただひと言。

『安心して』

　その文字列をゆっくりと、滲にじんだ視界の中で確認し──里緒は。

「……そっか」大きく、息を吐く。

「だったら、大丈夫だね」

　ただ、それでも、迷めい惑わくを掛けてしまったことに変わりはない。

　晶に対する罪悪感に胸が痛む。

　向こうは大丈夫だろうかという思いもある。

　だけど──メールには『安心して』と書いてあった。

　それを信じよう。だって友達は、信じなきゃダメだから。

　体力が限界に近付いてきた。

　お腹なかが減って、瞼まぶたが重い。今眠ってしまったら、最低でもまる一日は起きられないだろう。

　大丈夫。

　きっと──友達の誰だれかが、里り緒おを迎えにきてくれるに違いない。

　晶あきらだったらいいな、と。

　そう思いながら、里緒の意い識しきは朝あさ陽ひの中、ゆっくりと夜へ沈んでいった。
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　それと、同じ頃ころ。

　挟はさ間ま学園、一年九組。

　朝礼終了のチャイムが鳴り、担任教師が教室を出るのを見て、舞まい鶴づる蜜みつは自分の席を立った。

　一限目終了までは待ってもよかったのかもしれないが、この先五十分間も苛いら々いらするのに耐えられないだろうという自己分析の結果だった。

　教室を横切り、雑談しているグループのひとつへと近付いていく。

「ねーねー、今日きよう、硝しよう子こちゃん休みなのかなー」

「そうみたいだね」

「うー、せっかく本貸してあげようと思ったのに……」

「なになに？　マンガなら私が代わりに借りてあげちゃうぞ？」

「残念でしたー。マンガでもないしボーイズラブでもないよ」

「ってか、私そっち系ばっか読んでる訳わけじゃ……！」

　騒さわがしくしている彼女たちの会話を遮さえぎって、舞鶴は言った。

「ちょっと、姫ひめ島しま」

「だいたい、普通のマンガだって読……あ、舞鶴……さん」

「……姫ひめに何か用事？」

　前に立った途と端たん、警けい戒かいした表情で出てくる皆みな春はる八や重えに少しうんざりしつつ、同時にぽかんと口を開けてこっちを見ている君きみ子こになるたけ目を合わさないように、蜜はわざと冷笑した。

「用事がなきゃ呼んだりしないわよ。……姫島、ちょっといい？」

「……何？」

　多少ぎこちない笑え顔がおで、姫島姫が返事をする。教室の外に連れ出そうと思ったのだが、皆春がそうさせてくれそうにない。仕方ないので、その場で言う。

「硝子、今日は休みなのかしら？」

「ああ、そうみたい」

「そうみたい……って、何も聞いてないの？」

「うん」きょとんとした顔で、姫ひめ島しまが頷うなずいた。

「連絡もないから、急用なのかなあって……」

　呑のん気きなことを言う姫島。

「そう。……わかったわ」

　厭いやな予感がした。蜜みつは眉まゆをひそめると、踵きびすを返す。

「あれ、舞まい鶴づるさん……？」背後から聞こえる声を無視し、教室を出た。

　──確かく認にんしなければ。

　そう思い、早足でまずは二階へと向かう。二年三組、城き島じま晶あきらのクラス。

　辿たどり着き、廊下から中を窺うかがってみた。

「……いない」

　城島晶どころか──敷しき戸ど良りよう司じも、津つ久く見み奏かなでと津久見逆さか絵えも見当たらない。

「あ、この前の娘こじゃんか！」

　覗のぞき込んでいると、男子生徒のひとりが不意に蜜の顔を見てそう声をあげた。誰だれだろう。蜜はまったく知らない。どうしたの、などと言いながらこちらへ嬉うれしそうに歩いてきているのが謎なぞだけれど、ついでなので尋きいてみようと思う。

「何か用事？　もしかして俺おれのことがこの前から気になってたとか……！」

「城島は？」

「俺、サッカー部の塚つか原はら……って、え？」

「城島は？」

「…………いや、今日きようは来てない……けど」

　塚原と名乗った男子生徒は何な故ぜか不満そうな顔をした。が、蜜の知ったことではない。

「じゃあ、津久見の双ふた子ごは？」

「そっちも来てない……けど……どうかしたの？」

「じゃあいいわ」

　殆ほとんど確実となった可能性に歯は軋ぎしりしながら、蜜はさっさと踵を返す。

「え、ちょっと待っ……」背後の雑音を無視し、三階へと、今度は早足で。

　君きみ子こに殊こと子このことを尋けば手間が省はぶけたと思うが、きっとまともに会話できないだろうと思い直し、三年一組の教室へと急いだ。だけど。

　結果、殊子も同どう様ように、未登校。

「……まさか」

　厭な予感は、ここに来て更さらに増大する。

「あの女、ひょっとして……」

　その足で、屋上へと駆け上がる。

　鉄てつ扉ぴを開け、里り緒おを捜した。

　当たり前のように──いなかった。

「……そう」

　軽く息を荒げながら、蜜みつはようやく──ようやく、事態がどうなっているかに気付く。

　昨日きのうの会話を思い出した。

　──……、ま、心配することないんじゃないの？

　──私も何も聞いちゃいないし。

「あの……莫ば迦か……」

　何が『心配することない』だ。

　何が『何も聞いちゃいない』だ。

　こっちが嘘うそを見抜けないのをいいことに、いけしゃあしゃあと言いやがった。

「そう。そういう……こと」

　要するに──蜜は、任されたのだ。

「学校を私と佐さ伯えきのふたりでって？」

　確たしかにこの四方天てん井じようを平面で囲まれた空間は『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』の独どく壇だん場じようだ。虚界渦アンダーゲートが開放できない身だが、こと学校においては里緒にだって負けはしない自信がある。

　それに『来い』と言われたところで、君きみ子こがいる場所を離はなれる気はさらさらない。

　だから恐らく殊こと子こもそれをわかった上で、自分にこの役目を押し付けたのだろう。

　蜜と佐伯ネアを信頼して、無言のメッセージで以もつて。

「……やってくれるわ……ホントに」

　まったく粋いきなことしてくれちゃって、と、無む意い識しきに笑った。

　そして、笑った直後。

　でも。

　だからと言って。

「……私を嵌はめるっていうのは……」

　その表情が、菩ぼ薩さつから般はん若にやへと徐じよ々じよに変化していく。

　蜜は拳こぶしを握った。

　再び屋上から校舎へ入り、階段をのしのしと降りながら、ぶつぶつと呟つぶやく。

「……許すまじ、あの女……っ！」

　あまりの形ぎよう相そうに、すれ違う生徒たちがぎょっとした視線を向けるが、気付かない。

　蜜は、授業前の騒さわがしさに包まれた三年一組へと足を踏み入れた。一週間前の事件の際は殊子によって即座に気絶させられたお陰かげか、生徒数は他ほかのクラスよりずっと多い。

　彼ら彼女らの衆しゆう人じん環かん視しの中、殊子の席の前へと立つ。

「ちょっときみ、どうしたの？」

「なに、一年生？」

「コトちゃんに何か用事？　だったら……え？」

　無言で、左腕の義ぎ手しゆを引き抜く。

「うわああああ?!」

「え、え、え!?」

「なに、なにしてんだお前……っ！」

　全員が瞬しゆん時じにドン引きしたのを無視し、蜜みつは、

「……ふざっけんじゃないわよっ！」

　義手に仕込んだ短刀で力の限り、その机に『あほ』と刻みつけ、呆ぼう然ぜんとする三年一組の面めん々めんを後しり目めに、肩を怒らせてその場を去っていったのだった。




　ちなみに。

　舞まい鶴づる蜜は、ひとつだけ勘かん違ちがいをしていた。

　途中で頭に血が上ってしまったのが原因だ。

　怒りに我われを忘れてしまい、最後の確かく認にんを怠おこたっていたことには、とうとう気付かなかった。

　──保ほ健けん室しつ。

　その扉とびらに『本日休診』と、プレートが掛けられているのを。




　　　　‡




　転移されてきた莫ばく大だいな質量に、僕は思考を巡めぐらせた。

　けれどさっきまでの狼ろう狽ばいと重なって、上う手まく策さくが思い付かない。

　瓦が礫れきの山は容よう赦しやなく、重力に従って降ってくる。

　今から武器を作りすべてを薙なぎ払はらうのは無理だ。地下に隠れる？　現実的じゃない。

　安あん全ぜん圏けんへと走る時間も足りなかった。

　だからせめて──硝しよう子こだけには怪け我がをさせまいと、僕は走りながら身を屈かがめ、彼女に覆おおいかぶさる。落ちてくる瓦礫を反発力場でひとつひとつ弾はじき飛とばせばどうにかなるかもしれない。一いち縷るの望みでしかないけれど、今はそれしか思い付かない。

　自分の心の弱さを後悔する。

　さっきのショックは抜けていない。自分が誰だれなのかわからなくなったという不安は正常な思考を与えてくれない。でも、何があっても硝子だけは守りたかった。

　だけど、その時。

　不意にどこかから──方向と位置のわからない場所から、聞き慣れた声がした。

「……させると思う？　そんな簡かん単たんに、さ」

　それとともに。




　見上げた視界に、蔦のようなケーブルのような、細いものが、映る。




　かかかかかかかかかかかか、かかか、と。

　先端に針をやどしたそのケーブルは、僕らの上空に迫った物質たちへと殺さつ到とうする。

　パイプベッドやスピーカーや電子レンジや革かわ靴ぐつや自動車、ありとあらゆるものに、

　突き刺さり、そして、

　弾はじける音が、した。

「……あ……」硝しよう子こが、目を見開く。

　僕も同様に、呆ぼう然ぜんとした。

　さっきまでの空を覆おおう暗さではなく、視界に映るのはよく晴れた空。

　そしてその空から降ってくるのは、

　白い、季き節せつ外はずれの、牡ぼ丹たん雪ゆき──。

「じゃんじゃじゃーん」

　風景に似合わないふざけた口く調ちようで、僕の背後に気け配はい。

「美お味いしいところに間に合っちったねえ。私ってばやっぱカッコいいにゃー」

「……莫ば迦かな……」地面へと転移してきた津つ久く見みが、驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

「なんで……」硝子も僕の肩越しに、呆然としている。

「なんで……来たのですか……？」

　それは喜びか、驚おどろきか、或あるいは悲しみか。

　ひと言では形容できない、だけど恐らくは僕とまったく同じ心境で。

　硝子は、彼女の名を呼んだ。

「殊こと子こ……さん」

「いえーい」速はや見み殊子は。

　空気をまったく読んでいないＶサインで、にこやかに笑えんだ。

「……へえ、やっぱり救援を呼んでたって訳わけか」

　歯は軋ぎしりしつつも、津久見奏かなでが皮肉げな口調で僕らを見下ろしてくる。

「ふん、ふたりだけでは恐こわかったと見えるね」

　しかしそんな奏の前に、僕らを守るかのように、

「恐い？　バカ言っちゃいけないねえ」

　殊子はさらりと、立たち塞ふさがる。

　あくまで軽けい薄はくに。

　同時に冷れい徹てつに。

　どこか他ひ人と事ごとに。

　世界のすべてを、別の場所から斜めに見下ろすかのように。

「念には念を。百には三百を。そうやって追加の手を怠おこたらないのが、晶あきらクンなんだよ」
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　──違う。

　僕は、硝しよう子ことふたりだけでここへ来た。

　殊こと子こや里り緒おをもう巻き込まないように。

　こいつらには黙だまって、何も告げずに。

　だけど。

　それなのに。

　それなのに──こいつは。

「……そう、か」

　僕は、硝子を地面に降ろし、自分も立ち上がった。

　正直なところ、さっきのショックが消えた訳わけじゃない。自分は晶じゃなかったと、そう知らされたことによる動揺はまだ僕の心しん臓ぞうを不規則に打っている。

　でも、それでも。

　頼みもしないのに、知らせもしないのに、殊子がここに来てくれた。

　だったら、今は──少なくとも今は、それで充分だ。

　思わず泣いてしまいそうになったけれど、涙なんてとうに欠落している。

　ならば、嬉し泣きなんてせずに、嗤え。

「遅いぞ殊こと子こ。……今まで何をやってた？」

　声は震ふるえていた。殊子が気付かないはずがない。

「……あらら」

　だけど首だけで振り返った彼女は、僕の感情を無視してわざとらしく顔をしかめる。

「こういうマンガみたいな時って『馬ば鹿か野や郎ろう、無む茶ちやしやがって……』とかさ、そんな感じのこと言わない？　まったく心外だなあ」

「そりゃ死亡フラグだよ」

「あ、そう？」

　からからと笑いながら、それでもどこか怒っているようにも見えた。本当は、たぶん僕らにこそ『無茶しやがって』と怒ど鳴なってやりたいのかもしれない。

「……悪かったな」

「謝あやまられてもねえ」

「……ありがとうな」

「お礼言われてもねえ」

　僕は、苦笑した。

「じゃあどうしろって言うんだよ」

「硝しよう子このちゅー一回」

「わかったよ。……いいか？　硝子」

「ええ。ほっぺなら……喜んで」

　硝子も笑っている。ダイレクトリンクで彼女の感情を確かく認にんすることは今の僕にはできない。でもそんなことは後回しだ。

「ふん『目ハ覚ラまハしラ時計』……空間を変へん革かくさせて侵入してきたか。さぞ骨が折れたろうな」

　無限回廊エターナル・アイドルが楽しげに口を挟むのを殊子は一いち瞥べつした。

「まあね。時間もかかっちゃったし、頻ひん繁ぱんにやるもんじゃないな。でも、あんたがここにいるってことは……里り緒おちん、しくじっちゃったか」

「くく……『有識分体分裂病』とは引き分けだよ。俺おれが逃げたからな」

「里緒……が？」

　無限回廊エターナル・アイドルが遅れてここに来たのは、里緒が相手をしてくれていたお陰かげなのだろうか。

　ありがたさと同時に不安がよぎる。

「安心しろ失敗作。引き分けと言っただろう？　あいつが俺程度と戦って死ぬ訳わけはないさ」

　僕は身構えた。

　無限回廊エターナル・アイドルの言葉を信じる気はないが、殺したのなら殺したと言うだろう。今の僕を安心させるメリットなんてないはずだ。だけど無事であるとは限らない。一刻も早く里り緒おのところへと行ってやりたいと思った。もし怪け我がをしているんなら尚なお更さらだ。

　数はまだこちらの方が不利。

「殊こと子こ、どうする？」

「逃げる？　それとも危険を冒おかす？　……任せるよ」

「お前の残り時間はどのくらいだ？」

　公園は津つ久く見みによって人が侵入できないようになっていた。無限回廊エターナル・アイドルの言うように、殊子は虚界渦アンダーゲートを開放させ、空間そのものをハッキングしたに違いない。前回はやらなかったことを考えると、無理をしたのかもしれない。

「そうだな。……せいぜいあと十分ってとこかにゃー。どうする？」

　逃げる方法は思い付かない。

　ならば、突破だ。

「どうもこうもないな。十分もあれば充分だろ」

　殊子の足あし許もとから生えるケーブルたちは、ゆっくりと絡からまり合いながら先端をどこかに突き刺す時を待っている。僕はそんな殊子の背後で、隣となりにいる少女の名を短く叫んだ。

「硝しよう子こ！」

「……イエス、マスター」

　硝子はまだ僕のことをマスターと呼んでくれる。

　余よ計けいなことを考えるな。

　状況によっては虚界渦アンダーゲートの開放も考えなければならない。殊子にも時間制限がある。それに、できるならりなちゃんを助け出したい。

　少なくとも津久見奏かなでを排除。『世界の終わりカーテンフオール』なしにそれができれば、無限回廊エターナル・アイドルと父とうさんと母かあさんから逃げることはできるはずだ。

「いけるか？」

「無む論ろんです」

　硝子の背へ手を添えた。

「……仮想観測確認set:virtual observation。形状、槍form:spear」

　殊子に視線を送る。殊子は薄うすく頷うなずく。

「──終了O.K.！」

　同時。

　硝子の背から長く伸びた槍やりの柄えが、片かた翼よくのように制服を突き破る。

　僕は機き械かい仕掛けの柄を力任せに引ひき摺ずり出す。

　そして最後に出てきたその穂ほ先さきを、津久見へと向け、

「覚悟はいいか？　津つ久く見み奏かなで」

　両手に持ち、構える。

「逃げ回るなら逃げ回れ。だけど僕らはお前を逃がさない」

　殊こと子このケーブルたちもまた、ゆっくりと鎌かま首くびをもたげた。

「お前にだって奥の手はあるんだろう？　だったら早く見せないと……」

　津久見奏の顔に浮かぶ戦せん慄りつを無視し、

「……その前に死ぬぞ『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』」

　僕は、前へ跳ちよう躍やくした。

「……く！」津久見がその場から姿を消す。

　しかし、僕の槍やりに付加した追つい尾びセンサーが出現場所の座標を自動捕ほ捉そく。僕に情報をフィードバックする。位置は背後七時三七分の方向、距離二・二二四メートル。

　更さらに蜘く蛛もの巣のように広がったケーブルたちもまた、津久見を突き刺そうと身構えている。

　空間を移動する性質は厄やつ介かいで、どの程度の規き模ぼと自由度かはわからないが、それを操あやつっているのが人間である以上──要は追い掛けっこだ。

　言ってみれば僕は囮おとりと目くらましでしかない。

　本命は、殊子の針。

　空間の歪わい曲きよくそれ自体を破は壊かいしながら突き進む、上下左右前後へと展開できる攻こう撃げき。

　全方位から飛来するそれに対して完かん璧ぺきに対処できる人間など──どこにもいない。

　ひゅん、と、再度出現した津久見奏に殊子の針が伸びる。

　僕もまたその姿を追い掛ける。

　消失。再度の出現。今度は目前、距きよ離り四・一。

　しかしやることは変わらない。位置を捕ほ捉そくすると同時に追撃だ。

　そうしている間にも『不発爆弾ARYTHMIE』は地面のあちこちに生え続けていく。その範はん囲いは、硝しよう子こと殊子を中心として半径十メートル。ケーブルたちが地面を覆おおえば覆うほど、津久見の出現できる位置もまた狭まり続ける。……もっと遠くへと逃げない限りは。

　上方、空中に。さっきと同どう様よう、瓦が礫れきの山が出現した。

「芸がないよ、津久見奏くん」

　殊子の声は無感情で、それ故ゆえに冷れい徹てつさを孕はらんでいる。

　ケーブルの数十本が一斉にそれらを突き刺し、今度は花びらへと変へん革かくする。

　秋の空に舞まい散ちる桜。

　地面を埋め尽くすのは蔦つたにも似たケーブル。

　それをかい潜くぐり消失と出現を繰くり返す津久見を、僕は威い嚇かくし続ける。

　相手が捕まるのは時間の問題に見える。

　だけど、優ゆう勢せいに見えても──内実は違っていた。

「さあどうした！　もう終わりか!?」

　僕は叫びながら、それでも密ひそかに焦あせりを覚える。

　殊こと子こには残り時間が少ない。十分経たてば『不発爆弾ARYTHMIE』は消失し、強制睡すい眠みんが待っているのだ。そしてそれに加え、津つ久く見み奏かなではまだ虚界渦アンダーゲートの開放を見せていない。こいつが自分の世界をこっちに呼び込んだ時、どんなことになるのか。それがまったくの未知数だった。

　──マスター！

　硝しよう子こがダイレクトリンクから直接情報を伝えてくる。

　──殊子さんの残り時間……あと八分三十二秒！

　殊子の『目ハ覚ラまハしラ時計』で津久見に暗示を掛けることができればいいのだけれど、それは不可能だ。里り緒おの『有識分体分裂病』と同じく、時じ限げん爆ばく弾だんの作動には距きよ離り制せい限げんがある。空間を断絶させながら移動している津久見には、近くても届かない。

「そろそろ場所がなくなってきたぞ、津久見奏！」

　僕は津久見の焦りを助長する。

　無限回廊エターナル・アイドルがこっちを静せい観かんしているのが気になる。僕らの戦いに興きよう味みがないのかもしれないが、津久見が助力を求めれば無限回廊エターナル・アイドルも、そして父とうさんも動くだろう。

「死ぬか、それとも大事な妹に助けを求めるのか!?」

　そうならないように、こいつがその気を起こさないように挑発しなければならない。

　できれば、殊子が開放している間にあいつを追い詰めたい。

　もちろん今この状態で仕留めることができればそれに越したことはないけれど、最悪でも津久見の虚界渦を開放させるまで持っていく必要がある。

　何な故ぜなら、虚界渦アンダーゲートの開放時には──一旦能力を解除しなければならないのだから。

　すべての空くう間かん歪わい曲きよくが消しよう滅めつしたその時にこそ、勝しよう機きはこっちにやってくる。

「ちく……しょう」

　と。津久見奏が、歯は軋ぎしりをしながらそんな言葉を洩もらした。

「よくもやってくれるもんだよ、城き島じまくん」

「喋しやべってる暇ひまがあるのか？」

　挑発しながら槍やりで襲おそい掛かる。津久見はそれを躱かわすが、躱した位置には殊子の針。

「……まったく……ふざけてる！」転移で避よけても、移動位置はもはや限られている。

　ケーブルで覆おおわれていない場所。一時の方向二メートル。

「……く！」

　これも間かん一いつ髪ぱつ、躱された。しかし周辺で空あいている場所はあと二箇所。右か左か。

　どちらも──故意に作ったスペース。

「右っ！」

　出現と同時に、ケーブルたちが一斉にそこへ群がる。僕は残った左の空間に視線を向けて、転移した津つ久く見みがそこへ出現するのを、身構えて待つ。

　が。

「……負けたよ」津久見の声は、遠くから聞こえた。

　僕は、ち、と舌打ちし、動きを止めた。

　槍やりに搭とう載さいされたセンサーが示す標的の位置は、僕らの前方、十五・二二メートル。

　それは殊こと子この結けつ界かいの外、公園の隅すみにある昇のぼり棒ぼうの上──。

「せめて速はや見み殊子の時間切れを待とうかと思ったけど、これ以上は無理みたいだね。……恐れ入った。こんな無む理り矢や理りの力押しに手がなくなるなんて、僕も案あん外がい使えないな」

「だったら、どうするんだ？」僕は背後にいる殊子に手で合図を送る。

　──休きゆう憩けいして力を温存しろ、と。

　ケーブルたちが一斉に消失するのを遠巻きに眺めながら、津久見が皮肉げに笑った。

「仕方ない。ここで勝たないと、それこそ僕は用済みだろうからね」

　ちらりと、父とうさんと母かあさん、それに無限回廊エターナル・アイドルを一いち瞥べつし、

「背に腹は代えられない、って奴やつだよ」

　ゆっくりと、目を閉じる。

「……来るぞ、殊子。準備しとけ」

「いえっさー」

　ふざけた中にもどこか緊きん張ちよう感かんの混じった返事とともに、殊子はポケットに手を入れる。

　津久見奏かなでは、呟つぶやいた。

「…………魔T術T師LのB擱C座CはK何K処WにQもPなPいZ」

　恐らくはその言葉と同時──公園を覆おおっていた空くう間かん閉へい鎖さが、消しよう滅めつする。

「魔T術T師LのB寝K床KはK何K処WにQもPなPいZ。

　魔T術T師LのB証P明PはK何K処WにQもPなPいZ。

　魔T術T師LのB生S命SはK何K処WにQもPなPいZ。

　魔T術T師LのB表V層VはK何K処WにQもPなPいZ。

　魔T術T師LのB深M層MはK何K処WにQもPなPいZ。

　魔T術T師LのB恍R惚RはK何K処WにQもPなPいZ。

　魔T術T師LのB芳O香OはK何K処WにQもPなPいZ。

　魔T術T師LのB永J遠JはK何K処WにQもPなPいZ。

　魔T術T師LのB刹G那GはK何K処WにQもPなPいZ。

　魔T術T師LのB倍A数AはK何K処WにQもPなPいZ。

　魔T術T師LのB係N数NはK何K処WにQもPなPいZ。

　然UしUなUがVらV、

　魔T術T師LのB倍@数@率@は@此@処@に@あ@る@──」

　不可解な、異世界の言語とも計算式とも付かない言葉。

　儀ぎ式しき。

　そして。

「虚界渦を開放するアンダーゲート・オープン。……『倒錯の森ハプワースNo.0』」




　津つ久く見み奏かなでを中心に──風景すべての色が、反転する。




「これ……は」

　まるで、世界がまるごとネガフィルムになってしまったような錯さつ覚かくを覚えた。

　黒は白に。白は黒に。黄は青に。青は黄に。緑は桃色に、桃色は緑に。

　僕らを残した公園の風景、その色がすべて補ほ色しよくへと反転し──周囲は見ただけで吐き気を催もよおすような気持ちの悪いものへと変わる。

「……うわ……」顔をしかめながら、殊こと子こが呟つぶやいた。

「なんて言えばいいかね、これ」

「どうだい？　綺き麗れいだろう？」昇のぼり棒ぼうの上に立った津久見奏だけが、得意げに嗤わらった。

「これが僕の世界、本来の姿だよ」

「歪いびつだな、津久見」

　色が変化したせいで距きよ離り感かんが掴つかみにくい。津久見が見掛けより遠くにいるみたいだ。

　ただし、あいつがその場から動かないところを見ると、空間の歪わい曲きよくはこの状態では使用できないのかもしれない。……或あるいはできない振りをしているのか。

　どちらにせよ、攻こう撃げきを仕掛けてこないのは何かしらの理由があってのことだろう。

「美的感覚を疑うよ」

　挑発しながらも、僕は内心に焦しよう燥そうを覚える。

　こいつの虚界渦アンダーゲート開放がどんな世界を呼び出したのか、それがまったく読めない。わかってはいたけれど、対応策を考えようがないという不安で落ち着かない。

「おい、殊子」僕は小さな声で背後に呼び掛けた。

「……大丈夫なんだろうな」

「いやぁ……」しかし、殊子の返事は優すぐれない。

「どうだろ？　大丈夫なんじゃないかとは思うけど……」

「……なんだよその不安になるような返事は」

「ふん、お喋しやべりをしている時間があるのかい？」

　そんな僕らを嘲あざけるようにして、津久見が芝しば居いがかった仕し草ぐさで両手を広げた。

「まあ、正直なところ……僕のこの世界は、きみたちのような暴ぼう力りよくとは違うよ」

「それが本当か嘘うそか知らないけど……何もしてこないならこっちから行くぞ」

　僕は嘯うそぶく。が、

「何を言ってるんだい、城き島じまくん。何もしてこない？　……違うね」

　相手はくつくつと可お笑かしそうな顔をする。

「もう始めてるのさ。足あし許もとに気付けよ間抜け！」

　──足許、だって？

「……マスター！」硝しよう子こが叫んだ。

　僕は視線を下に向けた。

　向けて──息を呑のむ。

「な……」僕の、殊こと子この、硝子の足が──靴から徐じよ々じよに、色を変えつつあったのだ。

　白かったはずのスニーカーが黒になっている。補ほ色しよくは靴を越え、ズボンの裾すそに昇ってきている。硝子や殊子も同どう様ようだ。まるで水が染み込んでいくみたいに、徐々に、しかし確かく実じつに──反転した世界が、僕たちを包み込んで侵蝕していた。

　反射的に片足を地面から離はなしてみるが、元には戻らない。

「一切の違和感がありません……なのに色が……マスター、解かい析せき不ふ能のうです」

「殊子！」

「もうやってる！　……でもこれ、ダメっぽいよ」

　ケーブルを自分の足に突き刺した殊子が、焦あせりの表情を浮かべた。

「無む駄だだよ」津つ久く見みがそんな僕らを見て、嘲あざけりの表情を浮かべる。

「別にそれは病気でもないし怪け我がでもない。速はや見み殊子、きみの『不発爆弾ARYTHMIE』でもどうしようもないよ。何せ、きみたちはさっきまでと何ら変わってなどいないんだから」

「……どういうことだ」

「教えてあげようか？　僕の『倒錯の森ハプワースNo.0』はね……」

　津久見の声は、僕の加速した心しん臓ぞうに響ひびいた。

「この世界に現実を焼き付ける、ただそれだけだよ」

　──焼き付ける、だって？

「そう。ここはね、向こうとは完全に断絶した別の次元、別の空間にある異界だ。虚軸キヤストのような枝分かれしたパラレルなんかじゃないよ。言ってみれば写真のネガみたいなものさ。……ただし役割は逆だね。ネガは印画紙に像を焼き付けることで世界を作り出すけれど、この『倒錯の森ハプワースNo.0』は、現実世界を焼き付けることで今こうして現出している」

「……まさか」

　僕はそこで気付いた。ついさっき、見渡す限り変わっていたはずの周囲の風景──その色が、徐じよ々じよに元へと戻りつつあることに。

　そしてそれなのに、僕らの身体からだは補色に侵しん蝕しよくされつつある。

「そうだよ。賢さかしいね」津久見が頷うなずいた。

「きみたちはね、焼き付けられつつあるんだ。消きえ逝ゆくこの異界に」

「ねえ晶あきらクン、それって要するにさ……私らだけ写真の中に閉じ込められるみたいなもん？」

「……どうやらそうらしい」

「……まずいなぁ……」殊こと子こは苦にが々にがしげに言う。

　周囲を見渡す。僕の侵しん蝕しよくはもう膝ひざ近くまで来ている。殊子も同じだ。だけど硝しよう子こはまだ靴程度までしか色を変えていない。津つ久く見み奏かなでも、そして興きよう味みがなさそうにこっちを見ている父とうさんと母かあさん、無限回廊エターナル・アイドルもまた、色の侵蝕は僕と殊子より遥はるかに遅いようだ。

[image: ]

「しかも個人差がある」

「そうだね。光の量を少なくすればその分だけ焼き付け時間が遅くなるのと同じだよ。……まあ、実は、僕自身でさえもこの侵蝕を止めることはできないんだけどね。辛かろうじて遅らせることができるという程度さ。ただ、その代わりと言ってはなんだけど、安心しておくれよ。きみたちの焼き付けがこれ以上早くなることはないから」

　津久見の姿が消える。

　直後、僕らの十メートル手前へと転移。

「……能力は使えるって訳わけか」

「そうだよ。……じゃあ、さっきまでの追い掛けっこの続きをしようか？　僕は空間に追い詰められていく。対してきみたちは時間に追い詰められていく。……どっちが先かな？」

　余裕の表情だった。攻こう撃げきしてこようともしない。

　時間内には捕まらないという自信があるのだろう。

「……こりゃ、思ったよりもヤバげだな」

　これが全身まで進めばどうなるかはあまり考えたくない。

　やはりここは、この事態をどうにかすることが最さい優ゆう先せんだ。

「硝しよう子こ……いけるか？」

「不定量子回路自体は問題ありません。……虚界渦アンダーゲートの開放を？」

「いや、それは本当に最後の手段だ」

　はっきり言えば、打破それ自体は可能だ。

　僕らが『世界の終わりカーテンフオール』を呼び出せば、他ほかの虚軸キヤストの世界法則はすべて無効化できる。だがそれは、使ったが最後、策さくがなくなる奥の手だ。僕らのターンはそれで終了してしまう。

　だから今はまず、奥の手の前に切きり札ふだを出す時だろう。

「おい！」僕は、背後に向かって叫んだ。

　殊こと子こよりも更さらに背後──公園に植えられた木々の向こうへと。

「もういいだろう!?　出てこいっ！」

「城き島じまくん……何を言ってるんだ？」

　怪け訝げんそうな顔で津つ久く見みが眉まゆをひそめたので、僕は薄うすく笑えんだ。

「……虚界渦アンダーゲートを開放したのが徒あだになったな」

　開放する瞬しゆん間かんは虚軸キヤストの力を使えない。

　嘘うそものの世界を呼び出すための、それは純然たるルールだ。津久見はさっき、この『倒錯の森ハプワースNo.0』を呼び出す際に、公園の空くう間かん閉へい鎖さを一度解く必要があった。

　つまりその時は、誰でも公園に出入りすることができる。

　空間閉鎖を破ってここに侵入した時、殊子は言った。

　百には三百を、と。

　そのやたら語ご呂ろの悪い不自然な言い回しは、殊子なりの示し唆さだ。

　僕と硝子が百。殊子が百。合わせて二百。

　三百には、百、足りない──。

「まさか、あの時……？」

「そうだ」津久見が驚おどろくのに僕は頷うなずき、そして、もう一度背後へと視線を向ける。

「勿もつ体たい振ぶるな……舞まい鶴づる！」

　侵入してきてくれているはずの舞鶴蜜みつに向かって、僕は──、




「え？　何言ってんの？　……晶あきらクン」




　と。

　殊こと子こが、素すっ頓とん狂きようなことを言った。

「……は？」

　僕は思わず間抜けな声をあげる。

　何言ってんの、とはどういうことだろう。

「どういう意味だ？　それ」

　というか僕が『準備しとけ』って言った時、こいつはポケットに手を突っ込んだはずだ。携けい帯たい電でん話わを操そう作さして向こうに合図を送ったものとばかり思っていたんだけど……。

「みっちゃんは、学校だよ？」

「………………え？」

　その言葉に。

　僕は今の状況を忘れた。思わず津つ久く見み奏かなでに背を向け、殊子へと向き直る。

「……だったらひょっとして、お前……『三百』とか、まさか素すで……」

「あ、いや……違う違う、あれはちゃんとわざと言った。通じてる通じてる」

　補ほ色しよくに膝ひざ上うえまで侵しん蝕しよくされながら、殊子はぶんぶんと首を振った。

「だから、その、助すけっ人とがいるにはいるんだけど……」

「え、じゃあ……」誰だれが、と問い掛けたその時。

　すすす、と。人ひと影かげが、木の陰からゆっくりと、姿を現し──。

「………………はい？」

　僕の思考は、完全に、止まった。

「いや、なんか珍しく『自分が行く』って言い出してさ……。でも、晶あきらクンも悪いだろ？　私、みっちゃんが来るなんてひと言も言ってないよ？」

　言いい訳わけするような殊子の説明に、僕は思い出した。そういえばさっきからこいつ、『大丈夫なんじゃないかとは思う』とか『まずいなぁ』とか、やけに歯切れが悪かった。

　でもまさかよりによって、

「だからって、まさかこの人だなんて思わないだろうがっ！」

「……うふふふふ」

　昏くらく、陰いん鬱うつで、不気味で、さっき消しよう費ひ者しや金きん融ゆうから借りてきた五百万円をすべて馬に託たくしたらあっさりと裏切られました……みたいな笑い声。

「酷ひどいわ晶さん。私のことを期待してないどころかすっかり忘ぼう却きやくの彼方かなたなんて。透明な存在扱いなの？　もうどうやって自分を主張したらいいのかわからないわ……くすくす」

　そして、まあ確たしかに僕も酷いかもしれないけれど、それ以上に自じ虐ぎやく機き能のうを過か剰じよう搭とう載さいしたかのような、後ろ向きかつ恨うらみがましい独白。

　でも、更に。

　異様はそこまででは終わらなかった。

「……え、っと」佐さ伯えき先生の姿を見て、硝しよう子こが正直どう対応していいかわかりません、みたいな困惑で一歩後じさる。殊こと子こも同様に、微妙に引いている。無理もない。

　佐伯先生は、いつもの白衣を着ていた。着ていたのだけど──。

　その下。

　普ふ段だんは端正なスーツを着込んでいるはずの身体からだが、今は何な故ぜか。

「その……佐伯先生？」

　何故か、女王様とロッカーを足して二で割ったような、革のボンデージで飾られていた。

　胸むな許もとは大きく開き、足はタイトなブーツ。スタイルとその服だけで見るならモデルもかくやと言うほどの決まり具合だ。でも、首の上に乗っかった病的な顔と白衣がいろんな意味でアブノーマルに突っ走った挙げ句にブレーキを破は壊かいして崖がけに向かい暴走しているような訳わけのわからなさを醸かもし出している。というかこの人さっき『どうやって自分を主張したらいいのかわからない』とか言わなかったか？　言ったよな？　どの口で？

「ええと……取とり敢あえず何ですかその服装は」

「うふふ、勝負服」堂々と答えやがった。

　何と勝負したいんだ。さっぱりわからない。

　そうして彼女は、薬を喰くっていい具合になった自傷系パンクバンドのボーカルがステージに立つように、ゆっくりと──こっちに向かって歩いてきた。

「うふふ……それにしてもなんだか世界がいきなり素す敵てきな色に染まったわね。私のブーツがどんどん白くなっていってるわ……これって全身が染まったらどうなってしまうのかしら？」

「いや……その……」

　正直、今けっこうヤバいんですけど。

　そんな僕の心の声を知ってか知らずか、佐伯先生はゆらゆらと、まるで重じゆう病びよう患かん者じやのような足取りで僕らの許もとへと辿たどり着つき、言う。

「それで……私はどうすればいいの？」

「……こっちがそう言いたいです」

　──本当に、どうしたものか。

「あの、マスター……」

　怖おず怖おずと、硝子が僕の袖そでを掴つかんだ。

「やっぱり虚界渦アンダーゲート、開放しましょうか……？」
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　本来は緊きん張ちようすべき危き機きに際しても、臨のぞむメンバーによってはその雰囲気が台無しになる。

　そのことを私は今現在、どうやらリアルタイムで学習中のようです。

「うふふふふ……」

　佐さ伯えき先生の笑い声は、補ほ色しよくに染まった世界でなんだかもう絶ぜつ好こう調ちようでした。

「でも、晶あきらさんたちが怪け我がとかしてなくてよかったわ。だって血でも流れていようものなら私、即座に失しつ神しん卒そつ倒とうして何をしに来たのやらって感じですものね……くすくす」

　いえ、今でも充分何をしに来たのやらさっぱりです。

　空気を読めていないとかもはやそういう問題ではありません。佐伯先生の周囲から広がったドドメ色の間抜け陰いん鬱うつ空間は、その場の張り詰めた空気をすっかり塗り替えつつありました。

　そういう意味では津つ久く見み奏かなでの『倒錯の森ハプワースNo.0』以上か。

「……佐伯ネア、ね」

　十メートル向こうで津久見が、ふん、と気取った仕し草ぐさをします。

「どうするつもりなのかな？　人数が増えたって関係ないよ。きみたちはもう身体からだ半分ほど、向こうに焼き付けられつつあるんだ」

　……いや、どうするもこうするも。

　舞まい鶴づる蜜みつの『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』であれば、打だ開かい策さくはありました。平面を跳ちよう躍やくして襲おそい掛かるあの虚軸キヤストは、津久見奏の死角からでも攻こう撃げきを加えることができます。

　しかし佐伯先生の虚軸キヤストは、直接攻撃のできない、怪我を一時的に治すだけのもので──。

　津久見の言葉通り、本人と、遠巻きにこちらを眺めている樹いつきに鏡かがみ、無限回廊エターナル・アイドル、そして私。その五人はまだ踝くるぶし程度までしか色を変えていません。しかしマスターたちはもう、腰ほどまでもが侵しん蝕しよくされてしまっていました。このままではまさに時間の問題です。

「さあ、手を打つなら今のうちだよ」

　余裕の表情で何もしてこないのは、安あん全ぜん策さくを取っているのか、それともこちらが苦しんでいるのを見たいからなのか。或あるいは、私たちの虚界渦アンダーゲート開放を誘っているのでしょうか。

「マスター……どうしますか」

　私は隣となりへと再度呼び掛けます。決断するなら早くしなければなりません。

「ん、ああ……そうだな」

　しかしマスターは、どこかそぞろな返事。文字通り気が抜けてしまったかのようです。佐伯先生の登場によって諦あきらめモードに入ってしまったのかもしれません。

「うふふふふふふ。ねえ、ところで殊こと子こさん、昨日きのうすっかり尋きき忘れていたのだけど」

　更さらに、佐伯先生がこの世の終わりのような表情で、

「……はい、なんでしょう」

「ＦＦ３、やってる？」

　またしても空気を読まない発言を始めました。

「は？」

「だから、ＦＦ３」

「いや、正直そんな場合じゃないと……」

「私、通信する相手がいなくて困ってるのよ。このままだと隠しジョブが手に入らないわ。うふふ……孤独な人間はゲームする資格すらないっていうのかしら……」

「いや、一応やってますけど……その……」

「おい！」口くち籠ごもる殊こと子こさんに、マスターが声を荒げました。

　その通りです。今は、そんな訳わけのわからないゲームの話をする時では全然なく、

「あのね、私と通信してくれないかしら？　こんなクズと通信したくないという気持ちもわかるけれど、もう限界なの。里り緒おさんはＲＰＧ苦にが手てだし、装備できるジョブがないのにタマネギ装備を集めるなんて、さすがの私も不毛過ぎてどん詰まりよくすくす……」

「わかった！　わかりましたから！」

　それなのに殊子さんは、胸の下辺あたりまでを侵しん蝕しよくさせながら、大きくぶんぶんと頷うなずきます。

「熟じゆく練れん度ど最高まで上げたジョブのカード付けて手紙出しますっ」

「あの、殊子さん、それに佐さ伯えき先生！」

　私は我が慢まんできなくなって、ついに声を大きくします。

「そんなことを言ってる場合じゃ……」

「落ち着け、硝しよう子こ」

「落ち着いている場合でもありません、マスター」

「いいから落ち着けって！」

　マスターまでどうしたのでしょう。何な故ぜか私の腕を掴つかみ、しかも半笑いで。

「うふふふ……交渉成立」

　佐伯先生がゆらりと、そのまま地面へとしゃがみ込みます。蟻ありでも見付けたのでしょうか。だったら踏ふみ潰つぶすのは後にして欲しいのですが──、

　──と。

「……あ」私はそこで、あることに気付きます。

「わかったか？　お前、まだ慣れてないからって……感情に振り回され過ぎだ」

　何故、マスターと殊子さんが、脱力しつつも落ち着きを取り戻しているのか。

　何故、限界時間が差し迫っているのに、こんな無む駄だ話ばなしができるのか。

「ま、全部解決した訳じゃないけどな。……この人でよかったかもしれん」

　佐伯先生が座った、その足あし許もと。

　そこから伸びる、黒い影かげ。

　世界の色が反転しているにも拘らず、黒い、影。

「……へえ」津つ久く見み奏かなでが、皮肉げに、それでも苛いら立だたしげに吐き捨てました。

「なるほどね」

　佐さ伯えき先生は、地面をじっと見詰めています。

　そして、直後。

「……どかーん」まったく気合いの入らない、棒ぼう読よみの擬ぎ音おんとともに。

　私を、マスターを、殊こと子こさんを、佐伯先生を蝕むしばむ、反転した色たちが一斉に。

　まるで時計とけいが逆回しされたかのように──消失します。

「……はい、これで全部『アンノウン』」

　のろのろと立ち上がる佐伯先生。

　そうです。普ふ段だんは怪け我がを治す程度にしか使わない上に、私自身がお世話になったことが殆ほとんどないのですっかり忘れていました。

　彼女の力は、別に怪我だけに作用するものではありません。

　波は動どう関かん数すうの収しゆう束そくを無む理り矢や理り再拡散させ、因いん果が律りつに干かん渉しようし、結果をリセットする。

　それが佐伯先生──佐伯ネアの『アンノウンゆらゆら』なのです。

「これで一応、カウントゼロって訳わけだ」

「ふん」面おも白しろくなさそうに、津つ久く見み奏かなでが鼻を鳴らします。

「でも、この空間を解除できるほどじゃなかったようだね。……ただ単に、数分前に戻ったってだけだ。焼き付け自体が最初からまた始まったに過ぎない」

「まあ、そうだな」マスターが不ふ機き嫌げんに返しました。

「それに、この逆転した結果を未来として確かく定ていするには……原因を作り出した僕自身をどうにかしないといけないんだろう？　単に残り時間が延びただけじゃないのかな」

「……それを今から考えなきゃな」

　マスターの余裕は、本心が半分、虚きよ勢せいが半分です。

　佐伯先生の力で、殊子さんの『不発爆弾ARYTHMIE』の制限時間も、恐らくは一度リセット可能。津久見奏が逃げさえしなければ、倒せる可能性は充分以上にあるはず。

　問題は──この戦いを完全に静せい観かんしている、樹いつきと鏡かがみ、そして無限回廊エターナル・アイドルの存在。

　あのふたりが手を出してきたとしたら、こちらは圧倒的に不利になります。

　できるならば津久見奏は今の状態でどうにかし、その上で私たちの虚界渦アンダーゲート開放を盾たてに撤てつ退たい。それが最も理想的な終わり方でした。しかし今のままでは、津久見に対して『世界の終わりカーテンフオール』を呼び出さなければならないかもしれません。

「あ……そうだ、晶あきらさん、殊子さん、それから、硝しよう子こさん」

　と、マスターが身構えたのと同時、

「ちょっとひとつ言っておきたいことがあるんだけど……」

「なんです？」私は応こたえました。

「正直、私みたいなクズがこういうことを言うのは凄すごくどうかと思うわ……ふふふ」

「……何が言いたいんですか？」

「ええ、あのね……」佐さ伯えき先生は深いくまに彩いろどられた両目を前髪の隙すき間まから覗のぞかせ、ちろりと舌した舐なめずりをします。それは、妖よう艶えんなのか不気味なのか判然としない仕し草ぐさ。

「私の方がね、都合がいいと思うのよ」

「えっと……だから何が？」

「それに、一回ちょっとちゃんとしておかないととも思ってたし。クズはクズなりに」

　まったく訳わけがわかりません。

　ですが、佐伯先生は私たちの怪け訝げんな表情を無視し、

「うふ、ふふふ」──笑います。

「ふふふ、くすくすくす……」

「あの、先生」やっぱり意味不明です。私は佐伯先生に一歩近付きます。が、

「くすくすくすくすくす……」

　含み笑いをやめない彼女は、……いえ。

　──これは──違う？

　異変に気付いて、私は、足を止めました。

「ふふ……くすくす」

　その、笑い声。

「ふふふふふ……」

　笑い声が──、

「なん……だ？」

「何……」マスターと殊こと子こさんも眉まゆをひそめ、首を僅わずかに傾かしげます。

「くすくす」

　いつの間にか、でした。

　佐伯先生の『葬そう式しきの木魚のリズムに何な故ぜか笑えてくるのです』みたいな、意味不明かつ不気味な笑い声が、いつの間にか。

　エコーがかかったように、ざわざわと響ひびいていました。

「くすくす……くすくす……」

　それはまるで、地面を揺らしているかのように。

「ふふふふ……」

　耳からではなく、どこか別のところから聞こえるかのような。

　俯うつむいて表情の読めない佐伯先生。或あるいは、本当に笑っているのかどうかすらわかりません。

「何、を……するつもりだい……？」津つ久く見み奏かなですら、声に恐怖を混じらせていました。

　一歩たじろぎ、それから気付いたように表情を変え、

「……！　佐伯ネア、そこから動くなっ！」そう叫んだのにも拘かかわらず。

　声は──。
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　瞬しゆん間かん。




「くすくす……虚界渦を開放するわアンダーゲート・オープン」




　佐え伯えき先生の黒い影かげ──『アンノウンゆらゆら』が、

　ずるり、と。

　地面から剥はがれるようにして、起きあがりました。

　起きあがると同時、その姿が歪ゆがみます。

　丸い頭部。手足のない細い身体からだのようなもの。

　異様とも言える光景。

　それはもはや、佐伯先生の貌かたちではなく。

　ましてや、平面ですらない──立体。

「な、っ……」

　光あっての存在なのに、光を無視して存在するそれは、

　佐伯ネアという個体に取とり憑ついた、世界──。

　名を、

「……『運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクス』」

　口にした佐伯先生は、ゆっくりと顔を上げます。

　その背後には、彼女の身長の三倍はあろうかという、黒の物質が佇たたずんでいます。

　足をすべて切り落とした蛸たこにも似た何かは、艶つや消けしの質感を持った巨体を蠕ぜん動どうと痙けい攣れんの中間のように震ふるわせつつも、その場から動きません。

「佐伯……先生」

　私は、これを知りません。

　どんな力を持っているのか。どんな世界なのか。

　彼女は一度も、私に話してくれたことはなくて。

「殊こと子こ、さん」

「……いや」私が尋きくと、殊子さんは首を振りました。

「私も……知らない。晶あきらクンは？」

「僕もだ。里り緒おは知ってるはずだ……けど」

「晶さん。殊子さん。硝しよう子こさん」そんなふうに困こん惑わくする私たちに。

　白衣のポケットに手を突っ込んだまま、佐伯先生は笑いました。

「あまり見ない方がいいわ。……引き込まれるから」

「……な、んだ、……これ、は？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく津つ久く見み奏かなでの顔にも、余裕はありません。

「なんだ……何なんだ!?」

「……『アンノウンゆらゆら』の世界よ」

　くつくつと笑う佐え伯えき先生は、心なしか楽しそうでした。

「安心して、津つ久く見み奏かなでさん」

　その場から動かず、しかし威い圧あつ感かんを持って。

「絶対に逃げられないから」

「……く！」

　津久見奏が、姿を消します。

　空間を利用した瞬しゆん間かん移い動どう。再び昇のぼり棒ぼうの上へ立ち、佐伯先生とその影かげ──『運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクス』へと、目を向けました。

「何だあれは、一体どういう……」

　が、その言葉は、

「……え？」途中で止まります。

　私たちもまた、絶句しました。

　それは、津久見奏が移動したのとほぼ同時。

　佐伯先生の背後にいた巨大な影が、瞬時に消失していたのです。

　空間移動ではありません。つまりこれは、

「……なるほど、影、か」マスターの言う通り『影』。

「いない!?　……どこに消えた！」

　津久見奏が叫びます。

　けれど『どこに消えたのか』を知らない人間は、彼だけ。

　佐伯先生の影から離れた『運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクス』は、既すでに津久見奏へと移動し、その背後で不気味な容よう貌ぼうを蠢うごめかせていました。

　つまり、昇り棒から生え、彼の足あし許もと。

　音もなく、気け配はいもなく、どこだと叫ぶ津久見奏がまるで滑こつ稽けいに見えます。

「……目を合わせないようにね」

　佐伯先生がそう呟つぶやきました。

　刹せつ那な。

　ぎょろん、と。

　黒い、足のない蛸たこのような形をしたその物体──『運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクス』の頭部に、大きな目玉がひとつ、出現します。

　虹こう彩さいのない無機質な、感情の一切が見えない、まるで装置のような眼球。

　影が動きました。

　慌てている津久見の肩を越して、彼の前へ。

「う、わあああああああっ……！」

　唐とう突とつに顕あらわれたそれに驚きよう愕がくした津つ久く見みは、反射的な大声をあげながら、それでも咄とつ嗟さに空間を転移します。地面、昇のぼり棒ぼう脇わきへ。

　影と、一緒に。

「…………あ、あああっ!?」津久見奏かなでは更さらに混乱します。

　また身体からだを転移させて逃れようとします。今度は私たちの五メートル手前。

「……どんなに逃げても、どこへ行っても」佐さ伯えき先生の漆しつ黒こくの呟つぶやきが聞こえたかどうか。

「自分の影かげからは、逃げられないわ」

　逃げた先、いえ、逃げ続けてもまったく関係なく、

　津久見奏の背後から回り込もうとしていた『運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクス』は、まるで挨あい拶さつでもするように、ついに彼の瞳ひとみをその巨大な眼球で覗のぞき込み、

「…………………………ひ」

　目が、合いました。

　同時に、怒濤。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　ぬるるるるるる、と、絶叫に合わせて。

　津久見奏の瞳ひとみへと、黒い物質が一気に流れ込んでいきます。両目を押さえても関係なく、巨体はあっという間、体たい積せき三分の一程度しかない彼の身体からだに寄生虫のように侵入し、

「……おしまい」

　佐伯先生の宣言とともに、まるで掻かき消きえるようにして──いなくなります。

「虚界渦を閉塞するわアンダーゲート・クローズド。……ああ……疲れた」

　後には残ざん響きよう。

　津久見奏が座り込み、彼の絶叫が荒い呼吸とともにゆっくりと止やみ、『倒錯の森ハプワースNo.0』もまた、それと同時にあっという間に消えていきました。

　……私たちを侵しん蝕しよくしていた、補ほ色しよくの世界とともに。

「でね、……三人とも」

　動かなくなった津久見奏を無視して、佐伯先生は何ごともなかったかのように再び陰いん鬱うつな表情を浮かべ、猫背を更に丸め、こっちに向き直ります。

「うふふふ……クズみたいな私だけどね……たまには頼って欲しいわ」

　自じ虐ぎやく気ぎ味みにくすくすと、だけど私たちからは目を逸そらさずに。

「一応、私は教師なのよ」

「……え？」

「そしてあなたたちは、私の大事な生徒なんだから」

　にこやかに笑えんだその顔は相変わらず不気味で、けれど、どこか頼もしく見えました。
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　そう言って、佐さ伯えき先生は、何な故ぜか恥ずかしそうに口を押さえた。

　まるで笑いを堪こらえているような仕し草ぐさだったが、この人がやると吐き気を我が慢まんしているようにしか見えない。僕らは反応できず、彼女をじっと見詰める。

「やだ、恥ずかしいわ」……やっぱり恥ずかしかったらしい。

　しかし──正直なところ、それどころではない。

　津つ久く見み奏かなでの虚界渦アンダーゲートは閉じた。僕らは危き機きを取とり敢あえず脱した。

　けれど、佐伯ネアの世界法則『運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクス』。

　それがどういう力を持っているのか、僕らはまったく知らないのだ。

「どう……なったんですか」

　津久見奏はその場に踞うずくまったままだ。死んではいないようで、息を弾ませている。

「いったい、何をしたんです」佐伯先生に尋きくと、

「そのうち効果が出てくるわ……あまり気が進まなかったんだけど」

　彼女は憂うれいを帯びた表情で、

「運命を狂わせたのよ」抽ちゆう象しよう的てきな科白せりふを口にした。

「運命……ね。なるほど」

　その言葉に応こたえたのは、今までずっと傍ぼう観かんを決め込んでいた、城き島じま鏡かがみ──母かあさんだった。

　仮にも仲間が戦っているのに口を出しさえせず、僕らに攻こう撃げきも仕掛けてこなかった彼女は、津つ久く見みが倒れてようやく、にこやかに僕らを見る。

「……何が『なるほど』なんだ」

「運命とはつまり、過去と未来が織おり成なすフラクタル。観かん測そく者しやが観測してきた自身の道どう程ていそのものであり、やがて観測されることを意味付けされた大おお雑ざつ把ぱな地図のようなものよ」

　そしてその視線を、

「『逆説的な逆説パラドクシカル・パラドクス』とはよく言ったものだわ。つまり佐伯ネアさん……あなたのあれに生じさせた瞳ひとみは、強制的な観測によって対象の観測してきた事実そのものを、滅茶苦茶に上書きする。相そう似じ形けいのマーブル模も様ようを掻かき回し、まったく別のマーブル模様へと変換する」

　隣となりにいる父とうさんに視線を向けた。

「……違う？　樹いつきさん」

「違わないよ」

　父さんは頷うなずき、

「追つい補ほすると、だから佐伯ネアは未来を欠落させてるんだ。常に『運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクス』からの強制観測を受けている佐伯は、それに自身の未来を差し出し犠ぎ牲せいにすることで、過去を辛かろうじて保ってる。面おも白しろいと言えば面白いよね。まあ、不完全だけど」

　そして、妙なことを言う。

「……それにしても、久しぶりに見たな、それ」

「なん……だって？」

　──『久しぶりに見た』？

「それは、どういう……」僕は訝いぶかしむ。

　更さらに、僕の疑ぎ問もんを上塗りするように。

　佐さ伯えき先生が一歩、前へ出、

「くすくす……私も久しぶりに見ましたわ」あくまで陰いん鬱うつに、けれどどこか楽しそうに笑う。

「ご無ぶ沙さ汰たしています……城島先生」

「うん」父とうさんが返事をする。

　僕は訳わけがわからない。

「ちょっと待ってくれ、どういう……」

「くすくす。……『関係ある』って言わなかったかしら、晶あきらさん？」

　関係ある、だって？

「あ……」僕は思い出した。二日前の昼休みだ。

　──私にも、関係ない訳じゃないから。

　彼女は確たしかそう言った。でも、それは……。

「私にもちょっとした因いん縁ねんがあるの」

　佐伯先生は何な故ぜか、父さんに恨うらみがましい視線を送った。

「城き島じま樹いつきさん。……私の大学時代の先生よ。くすくす……それと同時に、この『アンノウンゆらゆら』を私に取とり憑つかせた張本人でもあるわ」

「……え……？」僕は愕がく然ぜんとする。

　そんなこと、ひと言も──僕は聞いてなんかいなかったからだ。

「失敗作だったけどね」

　父さんはあっさりと、まるでお構いなしに首しゆ肯こうする。

「運命係数の変化が乱雑で、とても使えたものじゃない。どう運命を変化させるのかが制せい御ぎよ不能だし。……ま、いずれ回収する必要はあるけど」

「佐伯さん、あなた、樹さんに復ふく讐しゆうしに来たの？」

「うふふふふふ……まさか」

　母かあさんの質問に、佐伯先生が首を振った。

「うちの生徒を守りにきただけよ……くすくす。せっかく大学まで入り直して就ついた仕事なの。それなりに生いき甲が斐いを感じてもいるのよ……ふふふふ」

　その言葉を聞きながら、僕は驚おどろきと同時に、呆あきれた。

　自分のことを語らないにもほどがある。名前を聞いてわからないはずはないのに。

　自分に虚軸キヤストを植え付けた人間の息子に対して、そのことを言おうとすらしないなんて──。

「あなたって人は……つくづく驚おどろきますよ」

「あら、そうかしら？　でも、内ない緒しよにしておいた甲か斐いがあったわ……くすくす」

　津つ久く見み奏かなでが立ち上がった。

「あら、終わったみたいね」他ひ人と事ごとのように母かあさんが言う。

「どうなってしまったのかしら？　まだ『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』はあるみたいだけど」

　だけど、そんな母さんの言葉に、津久見は反応しない。

「……あれ」と、呟つぶやいた。

「ここ、どこ？」

　その口く調ちよう。表情。

　そこには、あの気き障ざっぽさも大おお仰ぎようさも、微み塵じんも感じられず、

「……利り香か子こちゃんと美み沙さちゃんは？」

　言動すらももう、意味不明なものだ。

「……『りかこ』ちゃんも『みさ』ちゃんも実在さえしないわ」

　佐さ伯えき先生の声はどこか悲しそうで、だけど無む慈じ悲ひだった。

「彼にあるのは『運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクス』によって滅め茶ちや苦く茶ちやに書き換えられただけの過去と未来よ。まったく別の、しかも架か空くうの人生と人格。……酷ひどいものね」

「ここ、公園？　だったら、利香子ちゃんと美沙ちゃんは……？」

　周囲を散見しながら歩き回る津久見は、僕らのことも目に入っていないように見える。

　それは確たしかに、醜しゆう悪あくだった。

　つまり津久見は、今までの津久見奏としての人生ではなく──でたらめな記き憶おくと感情を植え付けられてしまったということだ。

「……ま、可哀かわい想そうではあるけど……これでこっちの相手はあんたたちだけだね」

　殊こと子こが僕らの思考を切り替えさせようとしたのか、溜ため息いき混まじりに言った。

「無限回廊エターナル・アイドルに、それと……晶あきらクンのご両親、だっけ？　どうする？」

「……あらあら。不利になっちゃったわね、樹いつきさん。どうしましょう？」

「どうもしないよ」

　父とうさんはしかし、それでもまったく動じなかった。

「ま、顔見せと話はできたし。これでいいんじゃないかな」

「……この状況下でまだそんなことを言うのか、あんたは」

「うん。言う」

　僕はその返事に怒りを覚え、一歩前に出る。

「あんたの目的はわかった。津久見も無力になった。だったらあとはもう、こちらが有利な勝負だ。僕は動じない。あんたたちを排除する」

「あら、父とうさんと母かあさんにそんな口をきいて。悪い子ね」

「どの口が言うんだ!?　僕を晶あきらじゃないだなんて言っておいて……！」

「あらあら」

「父さんと、母さん……？」

　きょろきょろとしていた津つ久く見みが、その言葉に反応した。

「え、お父さんと、お母さんなの？」

　十七歳の体格に子供のような口く調ちようは、滑こつ稽けいさを通り越して哀れですらある。

　だから僕は、手に持っていた武器を、もう一度握り直した。

　……どのみちこいつの中の虚軸キヤストを破は壊かいしなければ、りなちゃんは助け出せない。

「悪いな、津久見……覚悟しろ」

　槍やりを手に、刃やいばを向ける。

「お父さん……お母さん」

　僕らの緊きん張ちようを他よ所そに、津久見が楽しそうに、笑え顔がおで向こうへと歩いていく。

　と。

　無限回廊エターナル・アイドルが──声をあげた。

「残念だな『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』。それは……お前の父さんと母さんではないよ」

　その前に立つ。

「え、お姉ねえちゃん、誰だれ？」

　身長差とは逆の口調で会話をするふたり。

　そこで僕は気付く。気付き、思わず──、

「……逃げろ、津久見！」叫んだ。

「え」津久見が声に反応し、振り返った。が、

「ふん」無限回廊エターナル・アイドルの方が──早かった。

　ざしゅ、と。

　津久見の胸、心しん臓ぞうの辺あたりから、無限回廊エターナル・アイドルの細い腕が、生えた。

「……あ、え？」

　津久見が、血混じりの声を出す。

「それはな……お前の父さんと母さんではない。俺の父さんと母さんなんだよ」

　無限回廊エターナル・アイドルが腕を引き抜く。

「……う、？」恐らく何が起きたのかもわからなかっただろう。

　津久見奏かなでは、その場に倒れた。

「くく。ほら、『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』が消滅するぞ、鏡かがみ。……統合だ」

「ええ、わかってるわ」

　母かあさんが、その死体に近付いていく。

　痙けい攣れんしている、もうすぐ死体になる身体からだの前にしゃがみ込んだ。

「もう『逆さか絵え』の人格設定は廃はい棄きするわね。『奏かなで兄にいさん』」

　頭に手を乗せ、一秒足らず。

「はい、……完了」

　何かをしたふうもなく、母さんの身体が何ら変わった様よう子すもなく、それでも恐らくは『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』を吸収したのだろう。

　母さんが、立ち上がった。

　僕は──僕らは──言葉が出ない。

「ところでこれ、もうじき消えるけどどうするの？」

「ああ。有効活用させてもらう」

　間かん髪はつ容いれず、今度は無限回廊エターナル・アイドルがその場にくずおれた。

　そしてすぐに、津つ久く見み奏が、さっき死んだはずの死体が身体を起こす。

　貫つらぬかれた心しん臓ぞうが復元し、傷きず痕あとが消え、

「ふむ。やはり男の身体の方が動きやすいな」

　津久見の姿で、無限回廊エターナル・アイドルが拳こぶしを握り、開き──。

「……晶あきらクン」殊こと子こが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「正直私、気持ち悪いんだけど」

「安心しろ……僕もだ」

　異常な光景だった。

　少女が少年の心臓を貫いて殺す。少年が倒れる。少女も倒れる。そして殺されたはずの少年だけが起きあがる。理屈ではわかっていた。かつて姫ひめ島しま姫ひめもこうやって甦よみがえらせたのだろう。

　だけど実際に見ると、果てしなく気分が悪い。

　人間の生命や、倫りん理りや、常じよう識しきをまるで無視した、フィクションの中の光景のようだ。

「さてと」

　立ち上がった無限回廊エターナル・アイドルを横目に、嫌けん悪おする僕らを前に、父とうさんが口を開いた。

「どうする？　まだ質問タイム、継けい続ぞく中ちゆうだけど」

「な……」質問タイム……だって？

「……ふざ、けるな……」僕は、思わず吐き捨てる。

「いや、別にふざけてない」

「ふざけてるんだよ！　さっきまでの……さっきまでのは全部なかったことにでもしようっていうのか!?　津久見は何のために僕らと戦ったんだ?!」

「何のためにって、そりゃあお前、あいつがお前を殺したいって言ったからだよ」

　意味がわからないとでも言いたげな態度で、父さんはきょとんとしている。

「失敗したけど。だから続き。質問タイム」

「……状況がわかって言ってるのか！」

「わかってるよ。俺おれの目的が一歩達成に近付いた。それだけ」

　そうだろう、と思った。

　こいつは、そういう奴やつだ。

　恐らくは津つ久く見み奏かなでも硝しよう子こも殊こと子こも、佐さ伯えきネアも、こいつにとっては『いずれ消滅させるべきもの』でしかない。仮に津久見が僕らに勝っていたとしても同様だったはずだ。

　目的を達成するために、倫りん理りや感情の一切を働かせず、ただ最短の道を計算し、征ゆく。

　そんな、本来の意味での努力ができる天才。それが──城き島じま樹いつきだ。

　僕ら三人を前にして、どうすれば勝てるかとか負ける可能性がどれだけあるかとか、そういうシミュレーションすらも行わない。そんな、僕がいつも必死でやっていることを最初から放ほう棄きしている。いや、やる必要性すら感じていない。

　格が違う──そんな言葉が、脳のう裏りをよぎった。

　だけど負ける訳わけにはいかない。

　少なくともこの状況下ではこちらの方が有利なはずだ。

「……硝子」

「はい」

「虚界渦アンダーゲート開放の準備をしろ」

「……イエス、マスター」

　まずは無限回廊エターナル・アイドルを。いや、最悪、父とうさんと母かあさんを──問答無用で終わらせる。

　問題は、僕にその覚悟があるかどうか、だ。

　やらなければどうしようもない。どのみちふたりは、里り緒おや殊子たちを、僕の友人たちを津久見のように消してしまうつもりなのだ。先延ばしにすればするほど僕は後悔するだろう。それに、父さんと母さんの記き憶おく自体が消えてしまえば……後悔すらせずに済む。

　さっき告げられた事実だって、忘れられるかもしれない。

「……質問、しないの？」

「尋きくことなんて、もうない」

「あ、そう」

　父さんは頭をがしがしと掻かき、火の点ついていない煙草タバコを地面へと投げ捨てる。

「……じゃ、どうすっかな」

「くく……それなら、今回はこのくらいでいいだろう？」

　無限回廊エターナル・アイドルが、いつものように含み笑いで言った。

　ただ、もうそんなことは二の次だ。

　虚界渦アンダーゲートを開放する。そして相手の虚軸キヤストの機能を停止させた上で、殊子たちと一緒にこいつらを──僕の家族だった存在を──排除してやる。

　考えていると、不意に。

「でも……もったいないわね」

　母かあさんが、少し首を傾かしげ、こちらを一いち瞥べつした。

「せっかく餌があるのだから……ひとつくらい食べちゃってもいいかもしれないわね」

　それは僕にではなく。

　僕の周囲にいる、

　他ほかでもない僕自身のためにここへ来てくれた、

　──殊こと子こや佐さ伯えき先生に、向かって。

「……っ！」殊子が緊きん張ちようした様よう子すで身構える。

「マスター！」硝しよう子こが僕の腕を掴つかみ、耳みみ許もとで叫ぶ。

　僕は目を見開く。拳こぶしを握る。

　母さんが向こう側に行ってどんな力を手に入れたのかはわからない。だけど、

「そんなこと……させるか！」




「そうだな。……少し、試してみるか」僕の絶叫をそれでも無視する父とうさんの言葉に。

「ええ」母さんがこっちへと、ゆっくり向き直った。




　　　　‡




　瞬しゆん間かん、私の背に緊張が走ります。

　確たしかにその危険性を事実として認にん識しきはしていました。

　樹いつきは鏡かがみを虚軸キヤスト化かし、自らを固定剤リターダとしてこの世界に帰ってきたのです。だとすると必然、鏡は虚軸キヤストとして何かの力を手にしている──だけど、それを今のこの状況で目まの当あたりにするというのは、私たちにとっては酷ひどく不利なことでした。

　殊子さんは限界時間が近く、佐伯先生も一度開放を経へた状態。

　更さらにマスターは、決して本ほん調ちよう子しではありません。

　ついさっき、彼に突き付けられた事実。無限回廊エターナル・アイドルの出自。

　それは私にとってすら衝しよう撃げき的てきでした。マスターにとっては言わずもがなです。

　殊子さんたちが来てくれたことで辛かろうじて立ててはいますが、冷静でないのは明らかです。その証拠に、まだ私の不定量子回路に具体的な命令を送ってきてくれてはいません。

　また、鏡──樹の虚軸キヤストがどんな性質なのか。どんな威力なのか。

　それを見み極きわめるまで、私の不定量子回路がそれを理解するまで、仮に虚界渦アンダーゲートを開放したとしても、樹と鏡に対する武器を構こう築ちくすることはできません。世界系インストにアクセスしようにも形式名モデリングもわからない状態ではどうしようもないのです。

　せめて形式名モデリングを知る時間を稼かせぐためにも純粋な攻こう撃げき力りよくを持つ武器をひとつ構こう築ちくしておく必要がある。そう判断し、私は短く叫びました。

「マスター、武器を！」

「……、剣……だ！」半なかば無む理り矢や理りといった調ちよう子しでしたが、命令を受じゆ諾だく。

　さっき津つ久く見み奏かなでと戦った時と同様、私の腕を引き抜くマスター。特別な属性付加もない急きゆう拵ごしらえでしかありませんが、ないよりはましです。

「殊こと子こさん、佐さ伯えき先生……！」

「わかってる」殊子さんの声にも緊きん張ちようが見えます。

「限界近いけど、まあ、頑がん張ばるよ」

　近付いてくる鏡かがみは穏おだやかに、笑え顔がお。

「樹いつきさん。どうします？」

「うん、そうだね。だったら……」

　樹が、鏡に応こたえました。

　そして──。




「鏡。……十％、限定解除」

「イエス、マスター」




　同時。

　鏡はゆっくりと、右腕を水平に掲げました。

　次いで、肘ひじを曲げます。

「『世界円パーテイングライン』、定義」

　耳慣れないその単語。

　さっきまで鏡の手首があった場所に──丸い何かが、ぼう、と出現します。

　それは空間に浮かんだ、平面の円形。

　色は青にも白にも黒にも見え、まるで波は紋もんのように、宙へと浮かんでいて。

「起動、右腕。世界円パーテイングラインへと接続開始」

　再び、腕を伸ばす鏡。

　その、三次元中に浮ふ遊ゆうする二次元の波紋へ手首を突っ込みました。

「え……」途と端たん。

　水面に入れた腕が外がい観かんを変えるのと同様に、その手首から先が、変貌。

　生物に似ていました。

　しかし、この世のどの生物でもあり得ません。

　長く伸びた鋭するどい爪つめ。節くれ立った指。目まぐるしくマーブル状に色を変える、皮ひ膚ふ。

　それは童話に出てくるケモノのような──異い形ぎようの腕。

「接続良好。宿しゆく業ごう係けい数すうは安定。内部フラクタル情報の乱らん数すう制せい御ぎよも良好」

　動かした腕に、浮かんでいた波は紋もんは離はなれず、付いてきます。

　右腕だけを異界のものに、境界線をまとわりつかせ、鏡かがみは笑いました。

「どう？　『全一オール・イン・ワン』。これが私たちの、樹いつきさんと私の世界……」




「『全なる終わりオール・イン・ワン』よ」




　その単語に、私は──耳を、疑いました。

「『全なる終わりオール・イン・ワン』……だって？」マスターが呟つぶやきます。

　それは、私と──私たちの世界と、同じ──？

　しかし私のその驚きよう愕がくは、更さらなる事実によってあっさりと吹き飛びます。

　形式名モデリングを聞くと同時、無む意い識しき下かで即座にアクセスした世界系インストの検けん索さく結果。

　それが、その結果が。

「マス……ター」思わず、小さく呟きました。

「変です……あれは、おかしい」

「どういうこと、だ？」呆ぼう然ぜんとするマスターに、

「わかりません。解答を演算……ふの、う」

　発声のままならない私の身体からだは、震ふるえます。

　がくがくと、小刻みに、奥歯を鳴らしながら──まるで恐怖しているかのように。

　いえ──恐怖によって。

「しょう……こ」殊こと子こさんが私と同様に、唇をわななかせました。

　見ればその後ろにいる佐さ伯えき先生も同どう様ように、呆然と目を見開いています。

「なに？　あれは……何なの？」

「……マスター、あれは……あんなもの、あり得ません！」

　ダイレクトリンクに、検索結果を送信します。

「な……!?」マスターもそれでようやく身体を硬直させました。

　そうです。

　それは、絶対にあってはならないことです。

　鏡と樹が虚きよ偽ぎを言っているとしか思えません。

　だって。

「どうして……何な故ぜ、世界系に記載されていない虚軸があるのですか……!?」

　すべての虚軸キヤストの在あり処かが記された情報体である世界系インスト。

　それは言わば、虚軸キヤストの事典です。

　発生の瞬しゆん間かんに形式名モデリングは登とう録ろくされます。

　ですから、逆に言うなら──観かん測そく論ろん的てきに表現するなら──。

　記載されていない虚軸キヤストは、存在していてはいけない。

「これは、これでは……武器を、あれ専用の武器を作ることが……」

「あらあら」右腕を化け物に変えたまま、拍ひよう子し抜ぬけしたように鏡かがみは目を丸くします。

「接続しただけでこんなに驚おどろいちゃうなんて、予想外ね」

「何を……し、た？　いや……」

　手に握った剣の切っ先を細かに震ふるわせながら、マスターが呟つぶやきました。

「どうするつもり……だ」

　怒りとも悲しみとも驚きともつかない呟きは徐じよ々じよに、

「母かあさんをこんな化け物にして！　こんな訳わけのわからないものにして！　これは何だ!?　あんたはこれをどうするつもりだ!?　……答えろ！　父とうさんっ！」

　声を限りの絶叫へと。

「なんだ、お前」しかし、樹いつきは動じません。

「さっき質問はもういいって言ってたのに。変な奴やつだな」

「煩うるさい！　いいから答えろっ！」

「くく……」代わりに嗤わらったのは、無限回廊エターナル・アイドルでした。

「俺おれが教えてやろう、失敗作。これはな……お前たちと同どう様よう、最さい凶きようの害悪、最低の罪悪、最悪の災さい厄やくだ。しかしそれと同時に、そのどれでもないんだよ」

「意味の……意味のわからないことを……」

「形式名モデリングが世界系インストに載っていない？　当たり前だ」

　その笑えみは、優ゆう越えつ感かんにも畏い怖ふにも見えます。

「これが、虚軸キヤストの形式名モデリングを記載した情報体に載っている訳がない」

　載っている訳がない──ですって？

「いいか？　この俺、つまり『晶あきら』が生まれ損そこねたことを切っ掛けに、樹は仮想観測論を作った。そしてもし晶が生まれていたらという仮想観測論によって、俺という世界が枝分かれした。でもな？　果たしてそれは、それで完かん璧ぺきだったのか？」

「何を……言ってる」震えるマスターの声。

「完璧ならば、四年前、樹は行く必要がなかったはずだ。再びこの世に生まれ落ちた俺を晶として、単に失敗作、お前を捨てていればそれで終わりだったはずだ。しかしそうではなかった。それは何な故ぜだ？　なあ、どうなんだ……父さん？」

　確たしかに、無限回廊エターナル・アイドルの言う通りです。

　樹が虚軸キヤストへと赴おもむいた理由がわからない。

　行った先の世界は、世界系インストに記載されていない、あり得ないもの。

　そこで鏡かがみを機き械かいにし、最後の観かん測そく者しやとし、世界そのものとする必要がどこに──？

「晶あきらを再生させても、世界は不完全だったんだよ」

　面倒そうに、樹いつきが口を開きました。

「仮想観測でできた不定量子の世界はこの世界に比べると不完全で不安定だ。だからこんな、晶にはほど遠いものができた。だったらもう、この世界を変えるしかない」

「この世界を……変える？」

「母親から生まれ落ちた子が不完全なら、母親を完全にすればいいんだ」

　樹にしては酷ひどく曖あい昧まいな、暗あん喩ゆ的てきな言葉とともに。

「そうだ」無限回廊エターナル・アイドルが頷うなずき、得意げに言いました。




「これは虚軸キヤストではない。実軸、だよ」




「ラン……ナ？」

　私が、その言葉の意味を理解するよりも早く、

　ふ、と。

　鏡の姿が、目の前から消失しました。

　誰だれもが硬直。

　津つ久く見み奏かなでの空間移動ですら追つい尾びできた私のセンサーも無反応のまま。

　それは驚きよう愕がくの隙すきを突かれた、高速での移動。

　刹せつ那な。いえ……同時。

「……え」声をあげた殊こと子こさんの胸に。

　鏡の右腕が──突き刺さっていました。

「う、そ」

「嘘うそじゃないわ、『目ハ覚ラまハしラ時計』」

　目を見開いた殊子さんを抱くようにして、鏡が優やさしい声をあげます。

「あなたの世界……私がもらうわね」

　引き抜かれる、ケモノの腕。

　傷きず痕あとはありません。服も破れていません。身体からだが倒れることすらありません。

　だけど、殊子さんはまったく動けずに、呆ぼう然ぜんとして──。

「あら、回収率九十七％ですって。……マスター、どうしてですか？」

「ん、十％じゃ足りなかったかな？　先に『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』を喰くったからか、それとも対象の虚界渦アンダーゲート開放が原因か。でもまあ、現段階じゃこの数値が限界だ」

「まだ使いこなせていないということですか？」

「うん。ま、いいんじゃないかな。完全に癒ゆ着ちやくしてる固定剤リターダからの摂せつ取しゆとしては上出来」

　そんな、鏡かがみと樹いつきの不可解な会話の中、殊こと子こさんがようやく、ゆっくりと首を傾かしげます。

「あれ、……おかしい、な」

　ぎこちない半笑いの表情で、自分の胸、つい今しがた貫つらぬかれたはずのところに手を当て、

「私の『目ハ覚ラまハしラ時計』が、殆ほとんど……。え……うそ」

「安心して、速はや見み殊子さん。三％はまだあなたのところに残ってるから」

　いつの間にか殊子さんから離はなれ樹の許もとへと戻っていた鏡は、無む慈じ悲ひな笑え顔がお。

「でもまあ、せいぜい記憶操作一回ってとこね。切り落とした指先は、長く生きられない」

　殊子さんは応こたえません。

　状況を呑のみ込めていないのか。或あるいは受け入れることができないのか。

　ただ、もう一度だけ、

「うそ……」呟つぶやいて──黙だまり込みます。

「さて、じゃあ帰りましょう？　『ライ麦畑の墜落死体ナイン・ライヴス』に『目ハ覚ラまハしラ時計』。ふたつもあるから馴な染じむのには時間が必要ね。次に会えるのは……十日後ってところかしら？」

　鏡はそう私たちに告げ、無む邪じや気きに手を振ります。

　樹は興きよう味みを示さない無表情。無限回廊エターナル・アイドルは嘲あざけりの笑えみ。

　そのままゆっくりと、彼らの身体からだは霞かすみが覆おおうようにして消えていきます。

「待ちなさい、樹！」

　私はだけど、どうしても尋きかずにおれず、彼らに向かって叫びました。

「どういうことです？　実軸ランナ……とは」

「ああ、硝しよう子この質問タイムはまだ継続中だったか」

　半身以上を景色けしきから消失させた樹からの声。

「でも、そんなこともわかんないか？　お前やっぱ、性能落ちてない？」

「いいから答えなさい！」

「言葉通りだよ、硝子」

　下半身が消え、腕が消え、

「俺おれはもともと、虚軸キヤストになんて行ってない」

　そうして肩が、首が、顔が消え、その姿が殆ど見えなくなって──。

「……今から三百二十四年後の未来で、この実軸を滅ぼして帰ってきただけ」

　──実軸ランナを滅ぼして、帰ってきた？

「では、鏡は……」

　完全に姿を消した空間に、樹の声だけが谺こだましました。

「この世界最後の観かん測そく者しやだよ。つまり、世界そのもの。……言っただろ？　不完全な息子の世界を完全にするためには、母親の世界を完全にする必要がある、って」

「……え？」

　同時、消失。

　言葉のあとには、静せい寂じやく。

　誰だれも口を開くものはいません。

　マスターも、殊こと子こさんも、佐さ伯えき先生も、私も。

　事実を呑のみ込めていないのか。

　頭では理解しても、納得できていないのか。

　とても信じられないと考えているのか。

　それはわかりません。けれど。

　私たちが完かん膚ぷなきまでに打ちのめされ──負けてしまったということだけは。

　全員が、理解していました。




　　　　‡




　そして無限回廊エターナル・アイドルは、樹いつきと鏡かがみ──自分の両親とともに、津つ久く見み奏かなでの部屋へと転移する。

　もはや持ち主のいなくなったその場所は、親子三人で暮らすにはうってつけだった。生活に必要なものも一通り揃そろっているから、しばらくはここにいようと思う。

　気分は極きわめて良好だった。

　久しぶりに男の身体からだに入ったせいもある。女の身体は動きにくい。自分は元々男として生まれるはずだったのだ。だからこっちの方が性しように合っていた。

「疲労が蓄ちく積せきしています、マスター」

　部屋を見渡しながら、母が無表情で言った。

「やはり連続での統合は負担が大きい模も様よう。そういう意味では不利だと判断できます」

「そうでもないよ」父は相変わらず興きよう味みのなさそうな顔で、無造作に頭を掻かく。

　だが、無限回廊エターナル・アイドルは知っている。

　父は、一見不可解に見えて、家族のことを何よりも大事にする人間だ。だから恐らくは、母が回復するまで行動を起こさないだろう。

「ところでさ、晶あきら」と、そんなことを考えていると。

　名を呼ばれた。

「お前なんで、これ、連れてきたの？」

　足あし許もとに転がった身体を指差す。

「……ああ」無限回廊エターナル・アイドルは頷うなずいた。

「まだ使い道があるからな。……上う手まくやれば、面おも白しろいことになりそうだ。いいだろう？」

「俺おれはどうでもいいよ。やるんなら勝手にやれ」

「ああ、そうするさ」

　そもそも、父と母──樹いつきと鏡かがみは、自分と目的が異なっている。

　両親は偽にせ物ものの晶あきらに興きよう味みなどないが、自分はそうではない。

　あいつは自分の代わりとして生まれたくせに、自分にはないものを持っている。

　それが許せないし、羨うらやましい。

　だから奪うばおうと思う。

　父は協力しないだろうが、それでいい。少なくとも彼らは自分のやることを決して邪じや魔ましないし、止めもしない。だったら好きにやってもいいということだ。

「……ふん。それにしても、殺風景な部屋だな」

　無限回廊エターナル・アイドルは、リビングを見渡した。何もない部屋だ。確たしかに生活に必要なものは不足していない。が、生活に必要でないものが一切存在しないのだ。

　別べつ保ぽ透とおるの部屋と似ていたが、違う。あそこには生活に必要なものすら欠けていた。そういう意味では、津つ久く見み奏かなでとその両親は、別保透よりも完かん璧ぺきに狂っていたのだろう。

　娯楽もなく、会話もなく、だけど規則正しく過不足ない生活だけはする。そんな家庭であったことは想像に難かたくない。或あるいは、それが妹の遺言だったのかもしれない。

『ちゃんと規則正しく生活してね』とかなんとか、死ぬ間ま際ぎわに言い残したのだろう。

　制服の胸ポケットから、写真を取り出した。

　古い写真だ。

　撮さつ影えい場所は病院。ベッドで半身を起こす少女を囲み、家族が笑え顔がおを作っている。

「こいつの名前はなんだったかな」

「……『栄さか恵え』よ」

　津久見奏の妹を演じていた鏡が、答えた。

「双ふた子ごだったそうね。でも忘れるなんて酷ひどいわね、晶。あなたが作った世界よ。『この写真にあるものをもう一度見せてくれ』って言われたんでしょう？」

「ふん。実際に構こう築ちくされたのは、すべてを写真に焼き付けるだけの世界だったがな。……まったく歪ゆがんでいるよ」まあ、死んでしまっては意味がないが。

「そういうの、好きなくせに」

　穏おだやかに微笑ほほえむ母へ、無限回廊エターナル・アイドルは皮肉げな破は顔がんを返した。

「だからこいつを連れて帰ったんだろう？」

　床ゆかに倒れた身体からだに、視線を落とす。

　この身体の前に、無限回廊エターナル・アイドルが使っていた容いれ物もの。鴛おし野の在あり亜あ。

「さて、これはこれで相当に歪んでいたからな。……どうするか。楽しみだ。実に楽しみだ」

「じゃあ、その時は私も少し手伝ってあげることにしましょうか。息子のために尽くすのは、母親の義務だからね」

「くく、そうか」

　母が何を考えてそう口にしたのかはわからない。既すでに機き械かいとなった彼女は、思考のすべてをパターン化、合理化し、演算で以もつて行動している。だからその言葉は決して感情や愛情によるものなどではない。だが──それでも、母は母だ。

「父とうさんはどうするの？」

「別に俺おれは興きよう味みないよ」

　父は相変わらずそっけなく、恐らく本当に興味などないのだろう。ある意味ではこちらの方が機械じみている。感情や、それどころか愛情すらも窺うかがえない。

　だがそれでも、こちらもやはり、父は父だ。

　城き島じま樹いつきは、ぽつりと言った。

「……お前が元気に育てば、それで」

　城島鏡かがみが、微笑とともに頷うなずいた。

「息子を見守るのは父親の義務だものね。……父さん」
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　血の味がする唇を舐なめながら、僕は屋上を出て、階段を下りる。

　母かあさん──城き島じま鏡かがみにはああ言ったけれど、整理はやはりできなかった。

　一夜明けて、次の日。

　学校に表立った変化はない。

　りなちゃんは見付からず、良りよう司じは学校に来ない。津つ久く見み奏かなでは人々の記き憶おくから消えたが、城島鏡は相変わらず津久見逆さか絵えとして登校してきている。何もかもが歪いびつだったけれど、それがどう歪なのかはもう誰だれにもわからない。日常は平和に、何ごともなく続いている。

　けれどそれは既すでに、僕の日常ではない。

　殊こと子こは『目ハ覚ラまハしラ時計』の力を殆ほとんど失った。あの時に母さんが言った通り、あとせいぜい一回使えればいい方だそうだ。大事に使わなきゃね、などと軽口を叩たたいていたけれど、やはり不安だろうと思う。生命に支障はないというが、心はどうかわからない。

　舞まい鶴づる蜜みつはそんな殊子に苛いら立だっている。黙だまって学校に置き去りにされた文句を言いたかったようだが、力を失って帰ってきた義あ姉ねを怒るに怒れないのだろう。

　里り緒おは疲ひ弊へいしていたが幸い怪け我がもなく、今は元気を取り戻している。佐さ伯えき先生は普ふ段だん通どおりで何も変わらない。このふたりが無事だったのはせめてもの救いなのかもしれない。もちろんこの先も無事でいる保証はなく、それが何よりの問題だけど。

　そして、僕は──。

　昨日きのう知ったばかりの事実を、未いまだ上う手まく咀そ嚼しやくできていなかった。

　無限回廊エターナル・アイドルと、父とうさんと母さん。

　僕は『晶あきら』ではなかったこと。

　考えてみれば、最初から──ことの始めから、間違っていたのだろう。

　僕のことを見ない父さんに、優やさしかった母さん。

　多少の問題はあるにせよ、それなりに人並みのものだと思っていた家庭。

　それらはすべて、偽いつわりだった。

　僕は最初から存在しなかった日常に固執して、最初から僕のものではなかった日常を取り返そうとしていた、ただの道どう化けだったという訳わけだ。

　日常を守る、とか。父さんと母さんを取り返す、とか。

　そんなものはすべて、本当に茶番だ。無限回廊エターナル・アイドルは、本当の城島晶は、僕のそんな決意や覚悟を、いったいどういうつもりで眺めていたのだろうか。

　空むなしさを通り越して、恥ずかしささえ覚える。

　それに──父さんが最後に、硝しよう子こへ言った言葉も、僕を混乱させていた。

　鏡はこの世界最後の観かん測そく者しやであり、世界そのものだ、と。

　それがどういう意味を持つのか、僕にはまだ理解できずにいる。

　ひとつだけわかっているのは、もしその言葉が本当なら──城島鏡を滅ぼすのは、この実軸ランナを滅ぼすのと同義であるということだ。『世界の終わりカーテンフオール』を安易に使わせないための方便かもしれないと考えたが、父とうさんが虚きよ偽ぎや駆け引きの類たぐいをするとも思えず、結けつ論ろんは出ない。

　あれから、硝しよう子こともまともに話せていないのに。

　本当に僕は、硝子の主人マスターとしての、所有者としての資格があるのだろうか。そう考えるとどうしても躊ちゆう躇ちよしてしまう。何せ、硝子の主人は城き島じま晶あきらであり、僕は城島晶ではないのだ。

　現実にどうするかの対応を一刻も早くしなければならないのに、昨日きのう一日したことと言えば他た愛あいない日常会話のみ。我われながら呆あきれてしまう。

「……何なんだろうな」階段を下りながら、呟つぶやいた。

　本当に──僕はこれから、どうすればいいのか。

　血の味はまだ口の中に残っていて、それだけが妙にリアルだった。

　当然かもしれない。

　僕は偽物フエイクで、それはつまり、僕の現実もまた虚構フイクシヨンだということだから──。

　そんなことを考えていながら、足あし許もとの階段を一段ごとに見ていると。

　声が、した。

「……晶」

　思わず、顔を上げた。

　三階の廊下へと繋つながる踊り場、そこに、里り緒おがいた。

「ひとりでどこに行ってたの？　危ないよ」

「ああ」頷うなずきながら、少し辛つらい。

　晶という名前は、そもそも僕のものではない。

　僕は晶の、ただの代用品で失敗作だ。里緒と培つちかっていた僕の過去もまた同どう様ように、本来なら無限回廊エターナル・アイドルが送るべきものだったかもしれないのに。

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑おうとした。が、

「晶クン」

　また、その名を呼ぶ声。今度は殊こと子こが、階段を上ってきた。

「捜した。いい加減次の手、考えなきゃならないだろ？」

　虚軸キヤストの力を失ってしまったのに、いつものように軽けい薄はくな笑え顔がおで。

「何してんのよ。昼休みは保ほ健けん室しつに集合って聴きいてないの？」

　見れば、廊下の壁かべに背を預け、舞まい鶴づる蜜みつが眉まゆをひそめている。

「ぼさっとしてんじゃないわよ、城島晶」

「ふふふ……たぶん晶さんは保健室が厭いやになってしまったのよ。何な故ぜなら私がいるから」

　自じ虐ぎやく的てきな、二階の階段からのおどろおどろしい声は、佐さ伯えき先生。

「そうでしょう？　晶さん」

「ああ……いや」

　名前を呼ばれる度たびに、胸が軋きしむ。

　晶あきらではない僕に、彼女たちはいったい何を求めているのだろう。どうしてわざわざ揃そろって迎えになど来ているのだろう。そんな価値など僕にはないのに。

　そう思い、みんなの顔をまともに見られず、俯うつむきかけたその時。




「……まったく。こんなところで何をぼうっとしているのですか？　マスター」




　小こ柄がらな身体からだがとことこと、階段を上ってきた。

　佐さ伯えきネアを追い越し、

　舞まい鶴づる蜜みつを横目に、

　速はや見み殊こと子この脇わきを抜け、

　柿かき原はる里り緒おの傍そばを通り過ぎ、

　僕の前に立って、

　硝しよう子こは、言った。

「皆さん、マスターを捜していたんですよ」

「僕……を？」

「ええ」

　頷うなずきながら、少し剥むくれている。

「作さく戦せん会かい議ぎ、マスターだけが遅刻です」

「僕……？」

「ああ……重症ですね、これは」

　小さな口で溜ため息いきを吐つきながら、硝子は僕の顔を覗のぞき込む。

「しっかりしてください。樹いつきや鏡かがみを相手にしなければならないのは辛つらいかもしれませんし、あれにどう対処すればいいのかも現時点では不明です。ですが……」

　周囲を──里緒を、殊子を、舞鶴を、佐伯先生を見渡し、




「あなたがいなければ始まらないのです、晶。他の誰でもない、私のマスター」




　あきら。

　それは、かつて、硝子が僕に対して使っていた二人称。

　他ほかでもない僕だけに使っていた、三文字の連なり──。

「早くしようよ、晶」

「あらあら、晶クンってば、なんかメランコリーになっちゃってる？」

「ふん。私の知ってる城き島じま晶ってのは、そんな繊せん細さいな奴やつじゃないわよ」

「いいえやっぱり晶あきらさんは保ほ健けん室しつが厭いやなんだわ……くすくす……」

　それぞれがそれぞれ、僕の方を見ながら、そう口にする。

　あきら、と。

　僕の──名前を。




　何かが吹っ切れてしまったような、そんな気がした。

「そう……だな」笑えみが零こぼれる。

　考えてみれば、僕には幼少期の思い出なんか殆ほとんどない。すべて硝しよう子こがこの世界に来た時に差し出してしまったのだ。だから記き憶おくは持っていても、それらは記き録ろくでしかない。

　だとしたら。

　いや、だからこそ。

　すべての思い出は記録としてしか存在せず、それ故ゆえに、今の僕自身を形成しているのは昔の思い出なんかではない。ましてや、父とうさんや母かあさんの存在なんかでは、決してない。

　僕を形成しているのは。

　僕の目の前で、少し不満げに僕をじっと見詰めている──硝子という存在、そのものだ。

　そして、日常と非日常に彩いろどられた殺し合いの中で利用してきた──彼女たちも。

　たった今、崩れそうになっている僕を無言で支えてくれている、硝子と友人たち。

[image: ]

　硝しよう子こが、こいつらが、僕を晶あきらと認めてくれるのであれば。

　すべてを知った上でなお、僕を『晶』と呼んでくれるのであれば。

「……わかったよ」僕は頷うなずいた。

　背後を一いち瞥べつし、目の前の彼女たちに向き直り。

「相手は僕の両親と兄貴だ。笑えるくらい個人的な戦いだ。ただの家庭の事情って奴やつだ」

　全員を見渡し、睥へい睨げいし、高たか飛び車しやに、

「でも関係あるか。お前ら全員……いいようにこき使ってやる」

　あはっ、と。里り緒おが嬉うれしそうに破は顔がんした。

　やれやれ、と。殊こと子こがいつものように肩を竦すくめる。

　ふん、と。舞まい鶴づるはそっぽを向き、

　うふふふふふ、と。佐さ伯えき先生が不気味に笑う。

　そして最後に、硝子へと。

「さて、僕の唯一の家族オール・イン・ワン。……華々しく、親殺しといこうか」

「イエス、マスター」

　彼女は応こたえる。

「罠わなを張って待ち伏せ、策さくに嵌はめて陥おとしいれましょう、罠を張られても笑って躱かわし、策に嵌められても足あ掻がいて抜け出しましょう。たとえ向こうが真しんでこちらが偽ぎでも、そんなことは私たちの現実には関係ありません。私と貴方あなたと偽の世界たちは現実なんかには負けません。

　故ゆえに全員総出で全ぜん身しん全ぜん霊れいで、私たちの敵を、完全無欠に容よう赦しやなく……」

　冗じよう談だんめかして恭うやうやしく一礼し、片手でスカートの裾すそを摘つまみ、手を差し出し、

「ぶっ殺してやりましょう。私の恋人マイマスター」

　僕はそれにそっと指を絡からめ、階段から降りていく。







あとがき




　そんなこんなで『レジンキャストミルク６』をお送り致しました。

　如何いかがでしたでしょうか。楽しんで頂けたのでしたら幸いです。

　……って、五巻の時と同じこと言ってますが。




　前回は番ばん外がい編へんの短編だったため、本編に六カ月という間が空いてしまいました。待っていてくださった方は本当にすいません。もう少し早く出せればよかったと反省です。

　この刊行ペースというのはいろいろな作業との兼ね合いもありなかなかコントロールが難むずかしいところなのですが、今後できるだけ改善していけたらいいなと思っています。実際に改善できるかどうかはともかく頑張ります。人間努力が肝心です。もっとも、結果の伴わない努力など努力とは呼べませんが。……そんな、自分の思考に追い詰められる日々。どうしろと。

　今回は五巻のあとがきで予告した通り、まるごと一冊佐さ伯えきネア先生のどきどき課か外がい授業でお送りしました。いやマジで。本当です。真実です。いや、真実というのは言い過ぎですがかと言ってあながち嘘うそという訳わけでもないです。それを証拠にちょっとこの本の表紙を見てください。どうですか、この、初春に相応ふさわしい麗うららかで陽気な佐伯先生は。

　彼女が表紙になる日を夢見て頑張った甲か斐いがありました。ちなみに椋くら本もとさんもノリノリで描かいたそうです。本人に尋きいた訳わけではありませんがきっとそうに違いない！

　肝心のストーリーはいろいろな謎なぞが明かされたり明かされなかったりしつつ、クライマックスへ向けて転がり始めています。どうか皆さま、最後までお付き合い頂けたらと思います。




　あ、あと、先月二月十日に発売された『電撃hp　Vol.46』に短たん編ぺんが載っています。本編五巻と六巻の間の、ちょっとした日常のひとコマです。文章の方は短編というよりむしろ掌編とでもいうべきなんじゃないかといった程度の短さなのですが、椋本さんの描き下ろしイラストがありますので気になる方は今からでもチェックしてみてくださいませ。




　では、そんなこんなでいつものお礼関係を。

　担当佐さ藤とうさん、イラスト椋本さん、どうもありがとうございました。また校閲さん、デザイナーさん、メディアワークス編集部を始めとした各部署の方々も。

　それからこれも恒例になってしまいましたが、スペシャルサンクスで浅あさ井いラボさま。

　更に何より、読者の皆さまへ。

　お陰さまで既刊も、じわじわとではありますが売り上げが伸びてくれ、どうやら完結まで物語を続けることができそうです。もはや感かん謝しやすべき人が多過ぎてどこに足を向けて眠ればいいのかさっぱりわからない状況で、後に残されたのは立ち寝か逆さかさ吊づりかといった感じですが、これからも必死でやりますのでどうかよろしくしてくださいませ。




　続きとなる七巻は現在執筆中です。

　できれば梅つ雨ゆになる頃ころくらいにお届けできれば。





藤ふじ原わら　祐ゆう
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藤ふじ原わら 祐ゆう

　１９７８年大分県生まれ。最近めっきり徹夜ができなくなり、体力の衰えを感じています。感じるだけで特に対策は練っていませんが。ダメだ。

　ちなみに著者近影は駅の構内でカメラを構える筆者（撮影：時雨沢恵一さん）。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。

今回の表紙はなんとあの彼女ががが。椋本新境地…か!?

「いつかやってみたいですねー」とか冗談交じりで言っていたことがまさか実現するなんて。長生きはしてみるものです。
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